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東
洋
大
学
甫
水
会
会
長

　村
田  

薫

平
成
26
年
度

　甫
水
会
会
長
挨
拶

　
会
員
の
皆
様
方
に
は
平
素
か
ら
甫
水
会
の
本
部
事
業

及
び
支
部
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
、厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
会
長
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
東
京

都
城
北
支
部
所
属
の
村
田
　
薫
で
す
。

　
誠
に
大
任
で
は
あ
り
ま
す
が
、１
年
間
甫
水
会
の
運

営
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
の
で
、宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
さ
て
、甫
水
会
は
1
9
5
9
年（
昭
和
34
年
１
月
）に

他
大
学
に
先
駆
け
て「
父
母
の
会
」と
し
て
父
兄
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。大
学
の
先
生
方
が
懸
命
に
開
設
準
備

さ
れ
、学
祖
の
建
学
の
精
神
を
学
生
の
み
な
ら
ず
、そ
の

家
族
に
も
普
及
し
て
母
校
へ
の
帰
属
意
識
を
高
め
よ
う

と
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
の
東
洋
大
学
は
家
族
ぐ
る
み
の
大
学
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
父
兄
会
は
、1
9
9
4
年（
平
成
６
年
）に
井
上
円
了

先
生
の
出
身
地
を
由
来
と
し
た
椎
号
の
名
を
頂
き「
甫

水
会
」と
改
称
し
、今
年
で
55
年
目
を
迎
え
た
歴
史
と
伝

統
の
あ
る
会
で
す
。

　
甫
水
会
活
動
の
目
的
は「
学
生
の
父
母
ま
た
は
保
護

者
相
互
間
の
連
絡
を
密
に
し
、大
学
の
興
隆
発
展
に
協

力
す
る
と
共
に
大
学
と
協
力
し
て
、学
生
の
心
身
の
健

全
な
発
展
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
」と
し
て
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、時
代
の
流
れ
や
会
員
の
皆

様
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
運
営
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
本
部
行
動
指
針
は〝
甫
水
会
の
大
胆

な
変
革
と
新
た
な
創
造
〞を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、与
え
ら
れ

た
諸
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　
甫
水
会
の
活
動
は
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
た
独
自
の

活
動
が
特
徴
で
す
が
、そ
の
良
さ
を
生
か
し
な
が
ら
ご

父
母
の
満
足
度
の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
平
成
27
年

度
に
は
甫
水
会
の
活
動
計
画
を
改
革
い
た
し
ま
す
。

　―

行
事
の
改
革―

①
甫
水
懇
談
会
を
平
成
27
年
度
よ
り
甫
水
会
か
ら
大
学

主
催
の「
大
学
と
父
母
と
の
懇
談
会
」と
し
て
大
学
に
移

行
し
、甫
水
会
と
し
て
は
大
学
の
支
援
を
す
る
こ
と
で
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
事
と
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
の
開
催
日
は
白
山
、川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
が

６
月
14
日（
日
）朝
霞
・
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
が
６
月
20
日

（
土
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
の
地
区
に
つ
い
て

は
、６
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
の
期
間
で
開
催
日
を
大

学
が
決
定
し
ま
す
。父
母
は
、４
キ
ャ
ン
パ
ス
か
地
区
支

部
の
ど
ち
ら
に
出
席（
両
方
出
席
）も
出
来
る
も
の
と
し

ま
す
。

②
会
員
の
集
い
で
す
が
、平
成
27
年
度
よ
り
大
学
と
協

力
の
も
と
、東
洋
大
学
卒
業
生
対
象
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
と
同
日
開
催
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
ま

す
。

同
日
開
催
に
よ
り
、O
B
と
父
母
・
保
護
者
と
を
分
け

ず
、オ
ー
ル
東
洋
大
学
デ
ー
と
し
て
相
互
間
の
連
携
交

流
を
図
り
な
が
ら
、効
率
的
な
運
営
を
考
え
て
い
ま
す
。

近
年
就
職
に
つ
い
て
は
好
転
し
て
い
る
傾
向
で
す
が
、

学
生
本
人
の
努
力
に
も
拘
ら
ず
厳
し
い
現
実
は
未
だ
解

決
に
は
至
っ
て
ま
せ
ん
。

甫
水
会
と
し
て
も
重
要
な
課
題
と
し
て
捉
え
、大
学
の

就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
の
ス
タ
ッ
フ
や
卒
業
生
等
に

協
力
依
頼
し
、就
職
の
情
報
収
集
と
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、東
洋
大
学
は
1
8
8
7
年（
明
治
20
年
）

９
月
に
学
祖
井
上
円
了
先
生
が
私
立
哲
学
館
と
し
て
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
創
立
1
2
7
年
の
長
い
歴
史
を
持
ち
、数
多

く
の
有
望
な
人
材
を
社
会
に
送
り
出
し
、来
年
３
月
に

は
卒
業
生
が
30
万
人
を
数
え
ま
す
。

　
今
後
18
歳
人
口
の
減
少
等
、大
学
を
取
り
巻
く
環
境

は
更
に
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
、大
学
2
0
1
8
年

問
題
と
し
て
、マ
ス
コ
ミ
か
ら「
私
立
大
学
淘
汰
の
時

代
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
甫
水
会
と
し
て
は
、東
洋
大
学
創
立
1
2
5
周
年
未

来
宣
言
に
鑑
み
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
・
国
際
水
準

を
ク
リ
ア
ー
し
た
大
学
を
目
指
し
て
、興
隆
発
展
に
努

め
、オ
ー
ル
東
洋
一
体
と
な
っ
た
学
生
支
援
を
推
進
い

た
し
ま
す
。最
後
に
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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会

長

副

会

長

副

会

長

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

監

事

監

事

理
事（
北
海
道
）

理
事（
東
北
）

理
事（
関
東
）

理
事（
甲
信
越
）

理
事（
北
陸
）

理
事（
東
海
）

理
事（
近
畿
）

理
事（
中
国
）

理
事（
四
国
）

理
事（
九
州
）

城    

北

茨

　
　城

栃

　
　木

大
学
推
薦

埼

　
　中

埼    

東

埼    

南

神 
奈 
川

多    
摩

神 

奈 
川

千 

葉 

東

札    

幌

秋

　
　田

中

　
　央

山    

梨

福    

井

三    

重

和 

歌 

山

岡    

山

愛    

媛

鹿 

児 

島

村
田

　
　薫

須
田

　龍
一

茂
木

　明
男

大
熊

　廣
一

末
継

　宏
樹

菅
原

　勝
朗

山
本

　光
男

鳥
越

　
　剛

恩
田

　
　実

小
笠
原
信
子

増
田

　
　茂

近
藤

　明
美

佐
々
木
昌
人

目
黒
由
美
子

河
野

　利
之

菅
野

　
　博

東
瀬

　嘉
章

若
田 

 

康
子

赤
木

　將
城

武
村

　秀
行

長
井

　秀
一

近
藤

　明
美

児
玉  

英
一

吉
田

　勝
弘

大
坪

　昌
広

今
野  

博
之

田
中  

昌
之

渡
邊

　千
代

菅
原

　真
一

平
間
奈
緒
美

佐
々
木
昌
人

横
山

　貴
洋

太
田

　信
和

宮
川

　
　崇

石
井

　盛
児

桒
原

　
　準

高
柳

　
　勤

佐
藤
千
代
子

森
本  
　進

永
井

　博
之

早
川

　
　聡

櫻
井

　亨
子

山
内  

　弘

野
口
は
る
ね 

目
黒
由
美
子

本
島

　信
一

下
田

　美
樹

小
笠
原

　誠

市
島

　清
貴

河
野

　利
之 

酒
井

　良
育

岩
城

　
　稔

八
藤

　定
順

菅
野

　
　博

小
川

　竜
生

松
本

　里
美

湯
田

　高
光

東
瀬

　嘉
生

　
　
　
　
　

横
谷    

賢

大
川

　泰
司

中
川

　真
一

若
田

　康
子

濱
田

　義
明

石
田

　  

治

赤
木

　將
城

佐
藤

　晴
基

中
野

　泰
守

井
藤

　嘉
憲

天
雲

　和
千

武
村

　秀
行

伊
藤

　
　智

藤
森

　秀
一

原
口

　  

毅

平
野

　俊
男

小
山

　剛
司

吉
良

　  

弘

石
坂

　浩
二

長
井

　秀
一

楚
南

　兼
弘

橋
本

　裕
樹

小
村

　克
彦

野
本
久
美
子

寺
脇    

寛

山
田
由
美
子

西
村

　
　敦

粕
山

　珠
実 

大
島

　和
典

安
光

　葉
子

鈴
木  

　茂

札

幌

函

館

旭

川

北

見

室

蘭

釧

路

青

森

岩

手

宮

城

秋

田

山

形

福

島

茨

城

栃

木

群

馬

埼

北

埼

中

埼

東

埼

南

千
葉
東

千
葉
西

城

東

城

西

中

央

城

北

多

摩

神
奈
川

新

潟

山

梨

長

野

富

山

石

川

福

井

岐

阜

静

岡

愛

知

三

重

滋

賀

京

都

阪

奈

兵

庫

和
歌
山

鳥

取

島

根

岡

山

広

島

山

口

徳

島

香

川

愛

媛

高

知

福

岡

佐

賀

長

崎

熊

本

大

分

宮

崎

鹿
児
島

沖

縄

茨    

城

埼    

中

埼    

東

埼    

南

千 

葉 

東

千 

葉 

西

城    

東

城    

北

多    

摩

神 

奈 

川

永
名

　淳
悟

鐘
撞
眞
由
美

三
宅

　和
宏

千 

葉 

東

城    

東

多

　
　摩
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福
沢

　秀
己

菅
原

　真
一

菊
池

　慶
一

中
島

　
　諭

高
橋

　博
信

安
倍

　一
子

平
間
奈
緒
美

紺
野
由
美
子

三
方

　雅
仁

齋
藤

　禎
子

佐
々
木
勝
美

益
本

　広
信

渡
邊

　高
志

佐
々
木
昌
人

早
津

　一
仁

中
込

　
　晃

山
本

　長
幸

横
山

　貴
洋

増
川

　久
夫

坂
野

　和
弘

大
内

　
　昭

横
山

　里
美

太
田

　信
和

長
澤

　祐
嗣

本
田

　広
行

増
井

　正
秀

鈴
木

　悦
子

宮
川

　
　崇

佐
藤

　
　弘

曽
根

　泰
子

石
井

　盛
児

長
谷

　信
明

荻
原

　克
則

荻
原

　秀
之

桒
原

　
　準

小
熊

　康
弘

小
林

　郁
恵

増
田

　達
朗

田
村

　博
史

高
柳

　
　勤

三
澤

　悦
子

奥
抜

　清
美

工
藤

　博
之

佐
藤
千
代
子

斉
藤
美
枝
子

牧
野

　由
紀

森
本

　
　進

上
野

　範
恵

野
本
久
美
子

中
岡

　君
夫

野
口

　泰
弘

坂
本

　達
夫

岡
戸

　浩
子

永
井

　博
之

寺
脇

　
　寛

田
中

　
　剛

竹
内

　篤
子

早
川

　

  

聡

大
髙

　
　学

佐
久
間
志
保

江
原

　和
美

山
田
由
美
子

大
髙
は
る
み

櫻
井

　亨
子

西
村

　
　敦

西
村

　豊
子

佐
倉

　
　桂

山
内

　
　弘

斎
藤
智
惠
子

市
川

　五
男

網
代

　光
子

近
藤

　明
美

飯
野

　清
視

児
玉

　英
一

北
村  

暢
一

吉
田

　勝
弘

堀
内
真
由
美

上
西

　嘉
雄

大
坪

　昌
広

稲
葉

　一
義

的
場

　哲
平

今
野  

博
之

今
村

　孝
一

田
中

　昌
之

成
田

　隆
則

渡
邊

　千
代

小
舘

　澄
枝

杉
原

　惠
子

奥
田
ひ
か
る

篠
塚

　弥
生

野
口
は
ね
る

柴
田

　妙
子

菅
野

　智
美

目
黒
由
美
子

石
山

　順
子

唐
木

　仁
美

本
島

　信
一

田
胡

　路
代

小
暮

　利
雄

粕
川

　
　登

粕
川

　恵
里

高
野

　善
松

前
田

　
　惠

古
山

　雅
子

桑
原

　素
子

下
田

　美
樹

野
間

　恵
子

肱
岡

　綾
姫

岸
田

　華
子

安
光

　葉
子

小
笠
原

　誠

鈴
木

　
　茂

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

地
区
長（
札
幌
）近
藤

　明
美

地
区
長（
秋
田
）佐
々
木
昌
人

地
区
長（
中
央
）目
黒
由
美
子
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小
川

　竜
生

原
田

　秀
一

早
瀬

　克
夫

武
藤

　伸
介

松
本

　里
美

小
林

　京
子

加
藤

　正
雄

湯
田

　高
光

湯
田
小
百
合

成
瀬

　智
美

高
橋

　邦
広

東
瀬

　嘉
章

原

　
　義
人

横
谷

　
　賢

吉
田

　晴
彦

吉
田
美
佳
子

白
木

　雅
俊

大
川

　泰
司

武
田

　幸
生

中
川

　真
一

桃
井

　活
果

大
野

　隆
之

若
田

　康
子

神
谷
多
江
子

濱
田

　義
明

津
村

　玲
子

那
須

　一
仁

石
田

　
　治

佐
々
木
昭
二

赤
城

　將
城

根
葉
奈
穂
美

中
尾

　
　公

佐
藤

　晴
基

中
本

　俊
之

加
藤

　清
治

中
野

　泰
守

小
笹

　幸
男

古
屋
敷
啓
一
郎

那
須

　一
仁

井
藤

　嘉
憲

岡
本

　
　覚

岡
本
小
百
合

天
雲

　和
千

土
橋

　淑
子

須
藤

　美
保

武
村

　秀
行

伊
藤

　
　智

正
岡

　成
司

石
原

　浩
二

松
尾

　昌
子

渡
邉
志
津
江

藤
森

　秀
一

靍
田

　利
和

原
口

　
　毅

田
崎

　陽
広

大
場

　喜
寿

岩
井

　雅
史

柴

　
　
　章

市
島

　清
貴

外
山

　浩
哉

渡
辺

　克
美

河
野

　利
之

樋
川

　弘
美

古
屋
つ
ぎ
子

酒
井

　良
育

竹
内

　清
江

小
池

　明
美

近
藤
実
智
代

岩
城

　
　稔

老
月

　康
浩

八
藤

　定
順

岡
田

　和
夫

菅
野

　
　博

平
野

　俊
男

瀬
之
口

　浩

小
山

　剛
司

大
仁
田
奈
美

佐
渡

　鋭
子

三
島

　善
照

西
田

　仁
美

津
田

　恵
美

豊
田

　峯
子

吉
良

　
　弘

阿
部

　陸
夫

石
坂

　浩
二

永
山

　博
一

杉
尾

　英
樹

長
井

　秀
一

宗
像

　健
司

楚
南

　兼
弘

赤
堀
由
美
子

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

地
区
長（
三
重
）東
瀬

　嘉
章

地
区
長（
福
井
）菅
野

　
　博

地
区
長（
山
梨
）河
野

　利
之

地
区
長（
和
歌
山
）若
田

　康
子

地
区
長（
岡
山
）赤
木

　將
城

地
区
長（
愛
媛
）武
村

　秀
行

地
区
長（
鹿
児
島
）長
井

　秀
一

（
平
成
26
年
10
月
末
日
作
成
）

京
都
府
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学
校
法
人
東
洋
大
学

　理
事
長

　福
川

　伸
次

東
洋
大
学
が
目
指
す
も
の

　
東
洋
大
学
甫
水
会
会
員
の
皆
様
に
は
、日
頃
か
ら
大
学

の
発
展
に
暖
か
い
ご
支
援
を
た
ま
わ
り
、心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
最
近
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
功
で
経
済
に
明
る
さ
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。し
か
し
、今
後
、人
口
の
減
少
、

高
齢
化
の
進
行
、財
政
構
造
の
悪
化
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

力
の
低
下
、社
会
の
内
向
き
志
向
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、成
長
力
の
鈍
化
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。資
源
の
腑
存
に
恵
ま
れ
な
い
日
本
と
し
て
は
、こ
れ

を
克
服
す
る
道
は
人
材
力
し
か
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
東
洋
大
学
の
創
立
者
、井
上
円
了
は
1
8
8
7
年（
明

治
20
年
）に「
私
立
哲
学
館
」を
設
立
し
ま
し
た
。こ
れ
が

東
洋
大
学
の
起
源
で
あ
り
ま
す
。以
来
1
2
7
年
、創
立

者
が
説
く「
諸
学
の
基
礎
は
哲
学
に
あ
り
」を
教
育
理
念

と
し
て
2
9
万
1
1
9
4
人（
2
0
1
4
年
5
月
現
在
）

の
学
生
を
世
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
井
上
円
了
は
、哲
学
研
究
は
も
と
よ
り
日
本
社
会
の
特

質
の
分
析
に
骨
身
を
削
る
と
と
も
に
、広
く
世
界
の
動
き

に
関
心
を
抱
き
、生
涯
で
3
回
に
わ
た
っ
て
世
界
を
旅
し

ま
し
た
。井
上
円
了
は
、国
際
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、日

本
固
有
の
文
化
、芸
術
、学
術
の
究
明
と
体
得
そ
し
て
そ

の
新
た
な
創
造
、発
信
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

か
つ
学
力
の
み
な
ら
ず
、人
物
を
と
も
に
養
成
す
る
と
い

う
考
え
を
説
い
て
い
ま
す
。東
洋
大
学
は
様
々
な
教
育
や

研
究
活
動
に
こ
の
思
い
を
採
り
入
れ
、人
間
価
値
の
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
人
間
の
価
値
は
、精
神
的
な
充
足
、倫
理
の
重
視
、文
化

の
尊
重
、人
類
愛
の
醸
成
な
ど
を
通
じ
て
高
め
ら
れ
ま

す
。そ
こ
で
は
人
々
の
意
識
の
中
で「
人
の
た
め
に
尽
く

す
」「
世
の
中
の
た
め
に
役
に
立
つ
」、そ
し
て「
世
界
の
た

め
に
貢
献
す
る
」と
い
う
考
え
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
2
0
1
2
年
に
創
立
1
2
5
周
年
を
迎
え
た
際
、東
洋

大
学
は「
未
来
宣
言
」を
発
表
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
は

「
地
球
社
会
の
未
来
に
貢
献
す
る
大
学
の
確
立
を
求
め

て
、私
た
ち
の
手
で
新
し
い
歴
史
を
創
出
し
進
化
し
続
け

る
」こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。そ
し
て
、｢

哲
学
教
育｣

「
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
」「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」を
3
本
の
柱
と
し
て

教
学
の
充
実
を
図
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
と
り
わ
け
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
で
は
、世
界
で
活
躍
で
き

る
挑
戦
的
な
能
力
の
陶
冶
を
目
指
し
て
、英
語
能
力
の
充

実
を
は
じ
め
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
東
洋
大
学
と
し
て
も
挑
戦
す
べ

き
課
題
で
あ
り
ま
す
。日
進
月
歩
の
情
報
通
信
分
野
の
研

究
と
教
育
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。先
導
的

な
研
究
を
進
め
て
い
る
バ
イ
オ
・
ナ
ノ
技
術
は
、広
汎
な

応
用
が
期
待
さ
れ
る
し
、予
防
医
療
が
重
視
さ
れ
つ
つ
あ

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、栄
養
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
研
究
の

充
実
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、政
策
分
野
で
は
、

P
P
P（
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）、P
F
I（
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）な
ど
の
新

し
い
分
野
に
つ
い
て
も
、研
究
を
充
実
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
経
済
界
で
は
、教
養
が
豊
か
で
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍

で
き
、実
社
会
で
役
立
つ
キ
ャ
リ
ア
を
備
え
た
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。そ
う
考
え
る
と
、ア
ジ
ア
を
中
心
に
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
定
着
に
対
応
し
た
教
育
体
系
も
充
実

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
東
洋
大
学
を
め
ぐ
る
環
境
は
、18
歳
人
口
の
減
少
、激

化
す
る
大
学
間
競
争
な
ど
で
今
後
さ
ら
に
厳
し
い
も
の

に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。我
々
は
、役
員
、教
員
、職

員
を
通
じ
て
危
機
意
識
を
共
有
し
つ
つ
、教
育
に
対
す
る

時
代
の
要
請
を
取
り
入
れ
、本
学
の
改
革
に
努
力
す
る
考

え
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、甫
水
会
会
員
の
皆
様
の
ご
健

康
を
お
祈
り
し
て
、私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

125周年記念館
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東
洋
大
学

　学
長

　竹
村

　牧
男

東
洋
大
学
の
心

　
東
洋
大
学
は
、一
昨
年
に
創
立
一
二
五
周
年
を
迎
え
、こ

れ
を
機
に
、種
々
の
大
き
な
改
革
に
取
り
組
み
、未
来
に

向
か
っ
て
前
進
し
て
い
ま
す
。創
立
者
の
井
上
円
了
先
生

は
、優
れ
た
哲
学
者
に
し
て
教
育
者
で
あ
り
、確
か
な
教

育
理
念
の
も
と
、生
涯
を
教
育
活
動
に
捧
げ
ま
し
た
。今

日
、東
洋
大
学
の
建
学
の
精
神
と
し
て
、「
諸
学
の
基
礎
は

哲
学
に
あ
り
」「
知
徳
兼
全
」「
独
立
自
活
」を
掲
げ
て
い
ま

す
。「
知
徳
兼
全
」と
は
、知
性
と
徳
性
と
を
十
全
に
兼
ね

具
え
る
こ
と
、「
独
立
自
活
」と
は
、自
主
性
・
主
体
性
を
大

い
に
発
揮
す
る
こ
と
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
最
初
の
、「
諸
学
の
基
礎
は
哲
学
に
あ
り
」は
、さ
ま
ざ

ま
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
す
が
、や
や
分
り
に
く
い
点
が

な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
し
ょ
う
。そ
こ
で
私
は
、円
了
先

生
の
著
作
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、そ
の
趣
旨
を
解
り
や
す

く
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。【
自
分
の
哲
学
を

持
つ
】多
様
な
価
値
観
を
学
習
し
理
解
す
る
と
と
も
に
、

自
分
の
哲
学（
人
生
観
・
世
界
観
）を
持
つ
人
間
を
育
成
す

る
。【
本
質
に
迫
っ
て
深
く
考
え
る
】先
入
観
や
偏
見
に
と

ら
わ
れ
ず
、物
事
の
本
質
に
迫
る
仕
方
で
、論
理
的
・
体
系

的
に
深
く
考
え
る
人
間
を
育
成
す
る
。【
主
体
的
に
社
会

の
課
題
に
取
り
組
む
】社
会
の
課
題
に
自
主
的
・
主
体
的

に
取
組
み
、よ
き
人
間
関
係
を
築
い
て
い
け
る
人
間
を
育

成
す
る
。

　
さ
ら
に
、円
了
先
生
の
説
か
れ
た
と
こ
ろ
に
従
い
、東

洋
大
学
人
が
心
得
て
お
く
べ
き
こ
と
と
し
て
、次
の
こ
と

を
掲
げ
ま
し
た
。【
他
者
の
た
め
に
自
己
を
磨
く
】自
分
を

磨
く
の
は
、人
々
の
た
め
に
は
た
ら
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
で
あ
り
、そ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
学
業
に

励
む
の
が
東
洋
大
学
の
心
で
あ
る
。【
活
動
の
中
で
奮
闘

す
る
】現
実
社
会
に
お
け
る
活
動
の
中
に
ど
こ
ま
で
も
前

進
し
て
や
ま
な
い
の
が
、東
洋
大
学
の
心
で
あ
る
。

　
こ
の
中
、「
他
者
の
た
め
に
自
己
を
磨
く
」は
、円
了
先

生
最
晩
年
の
著
書『
奮
闘
哲
学
』に
、哲
学
に
は
真
理
を
探

究
す
る
向
上
門
と
、こ
れ
を
社
会
に
応
用
す
る
向
下
門
と

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
き
、さ
ら
に
、「
そ
の
向

上
は
な
ん
の
た
め
か
と
問
わ
ば
、向
下
せ
ん
た
め
な
り
と

答
え
ざ
る
を
得
な
い
。す
な
わ
ち
向
下
せ
ん
た
め
の
向
上

に
し
て
、向
上
門
は
方
便
、向
下
門
は
目
的
と
な
る
で
あ

ろ
う
」と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。こ
こ
に

あ
る
、「
向
下
の
た
め
の
向
上
」と
い
う
言
葉
は
、す
ば
ら
し

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。一
方
、「
活
動
の
中
で
奮
闘
す
る
」

も
、同
じ
く『
奮
闘
哲
学
』に
、「
そ
の
帰
す
る
と
こ
ろ
、人
生

の
目
的
は
活
動
に
外
な
ら
ぬ
と
自
得
し
、哲
学
の
目
的
も

人
生
を
向
上
す
る
に
外
な
ら
ぬ
と
知
り
、爾
来
、活
動
主

義
を
と
り
て
、今
日
に
至
る
も
の
で
あ
る
。『
活
動
は
こ
れ

天
の
理
な
り
、勇
進
は
こ
れ
天
の
意
な
り
、奮
闘
は
こ
れ

天
の
命
な
り
。』こ
れ
が
余
の
主
義
で
あ
る
。す
な
わ
ち
吾

人
の
天
職
は
こ
の
活
動
に
よ
り
て
、人
生
を
向
上
せ
し
む

る
に
あ
り
と
自
信
し
て
い
る
」と
あ
る
の
に
よ
る
も
の
で

す
。私
た
ち
東
洋
大
学
に
学
ぶ
者
は
、日
ご
ろ
か
ら
、人
生

の
向
上
と
他
者
へ
の
資
助
に
向
け
て
、活
動
・
勇
進
・
奮
闘

し
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
今
日
で
は
、以
上
の
ほ
か
に
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
へ

の
視
点
を
加
味
す
べ
き
で
し
ょ
う
。す
で
に
円
了
先
生
自

身
が
、明
治
三
六
年
段
階
で
、そ
の
方
針
を
高
く
掲
げ
て

い
ま
し
た
。本
学
の
学
生
に
は
、「
①
東
洋
大
学
の
建
学
の

精
神
に
基
づ
き
、自
ら
考
え
・
判
断
し
・
行
動
す
る
人
間
と

な
る
こ
と
を
め
ざ
し
、②
基
礎
学
力
・
専
門
学
力
お
よ
び

種
々
の
社
会
人
基
礎
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
と
同
時
に
、

③
語
学
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
豊
か
に
具
え
、④

異
文
化
理
解
・
活
用
力
と
自
文
化
理
解
・
発
信
能
力
を
豊

か
に
具
え
、多
様
な
価
値
観
に
柔
軟
に
対
応
し
つ
つ
そ
の

長
所
を
統
合
す
る
力
を
発
揮
し
、⑤
公
正
で
豊
か
な
未
来

の
地
球
社
会
を
拓
い
て
い
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
富
み
、

他
者
の
た
め
に
奮
闘
・
奉
仕
す
る
人
財
」に
育
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
、そ
の
た
め
の
諸
施
策
を
全
力
で
展
開
し

て
お
り
ま
す
。学
生
に
は
東
洋
大
学
の
心
を
体
得
す
る
と

と
も
に
、ぜ
ひ
大
学
が
用
意
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、未
来
の
時
代
を

創
っ
て
い
く
人
間
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
、ひ
と
え
に
念

願
し
て
い
ま
す
。 
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学
校
法
人
東
洋
大
学
常
務
理
事
・
甫
水
会
常
任
理
事

　大
熊

　廣
一

大
学
改
革
と
甫
水
会

　
甫
水
会
会
員
の
皆
様
に
は
、日
頃
か
ら
東
洋
大
学
の
発

展
に
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
年
は
第
90
回
箱
根
駅
伝
の
総
合
優
勝
で
ス
タ
ー
ト

し
、水
泳
、相
撲
、陸
上
競
技
、ボ
ク
シ
ン
グ
、レ
ス
リ
ン
グ

な
ど
、世
界
大
会
に
お
け
る
本
学
学
生
の
活
躍
に
目
覚
ま

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、10
月
４
日
に
閉
会
し
た

第
17
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
で
は
本
学
水
泳
部
所
属
学
生

の
活
躍
が
テ
レ
ビ
・
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
る
た
び
に
大
変

う
れ
し
く
、皆
様
に
も
感
動
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、本
学
は
文
部
科
学
省
が
平
成

26
年
度
か
ら
新
た
に
実
施
し
た「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
創
成
支
援
」に
応
募
し
採
択
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

加
速
度
的
に
進
む
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
、我
が
国
の
社
会
・

経
済
・
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
中
、高
等
教
育
の

国
際
競
争
力
の
向
上
を
目
的
に
、海
外
の
卓
越
し
た
大
学

と
の
連
携
や
大
学
改
革
に
よ
り
徹
底
し
た
国
際
化
を
進

め
る
た
め
、「
A
タ
イ
プ
：
世
界
レ
ベ
ル
の
教
育
研
究
を
行

う
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ
１
０
０
を
目
指
す
力
の
あ

る
大
学
」や「
B
タ
イ
プ
：
国
際
化
を
牽
引
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
大
学
」に
対
し
文
部
科
学
省
が
重
点
支
援
を
行
う
も
の

で
す
。A
・
B
タ
イ
プ
合
わ
せ
国
公
私
立
１
０
４
校（
１
０

９
件
）の
申
請
が
あ
り
、A
タ
イ
プ
13
校
、本
学
が
申
請
し

た
B
タ
イ
プ
で
は
本
学
を
含
め
て
24
校
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。教
育
・
研
究
力
、教
員
に
占
め
る
外
国
人
比
率
の
向

上
策
、外
国
語
に
よ
る
授
業
を
増
や
す
構
想
な
ど
が
審
査

さ
れ
ま
し
た
。本
学
で
は
、ツ
ー
ル
と
し
て
の
英
会
話
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、異
文
化
理
解
な
ど
を
基
盤

教
育
、専
門
教
育
の
中
で
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。10
年

を
掛
け
て
国
際
化
を
牽
引
す
る
様
々
な
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
が
、こ
れ
に
合
わ
せ
て
大
学
の
組
織
、制

度
も
大
き
な
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
は
少
子
化
の
中
、日
本
の
大
学
が
世
界
に

打
っ
て
出
る
事
業
で
も
あ
り
ま
す
。現
在
、大
学
は
少
子

高
齢
化
の
中
で
、大
変
厳
し
い
運
営
を
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。大
学
に
お
け
る
２
０
１
８
年
問
題
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。18
歳
人
口
は
２
０
１
４
年
で
１
１
９
万
人
と
な

り
、１
９
９
２
年
の
２
０
５
万
人
か
ら
４
割
以
上
減
少
し

て
い
ま
す
。こ
れ
に
も
拘
ら
ず
、大
学
の
数
は
５
２
３
校

か
ら
７
８
２
校
へ
と
増
加
し
て
い
ま
す
。現
在
こ
の
18
歳

人
口
は
横
ば
い
状
態
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、２
０
１
８

年
か
ら
再
び
減
少
に
転
じ
、２
０
３
１
年
に
は
１
０
０
万

人
を
切
り
ま
す
。既
に
定
員
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い

私
立
大
学
は
全
体
の
46
％
に
達
し
、２
０
１
０
年
以
降
、

４
年
制
私
立
大
学
10
校
が
学
生
募
集
を
停
止
し
て
い
ま

す
。

　
大
学
に
於
い
て
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
、研
究

を
通
じ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、経
済
再
生
や
地
域

再
生
・
活
性
化
へ
の
貢
献
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。本
学
で
は
、こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、赤
羽
台

キ
ャ
ン
パ
ス
に
情
報
系
学
部
を
開
設
し
、新
し
い
教
育
体

制
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
大
学
の
新
た
な
展
開
・
発
展
に
向
け
、甫
水
会
と
大
学

が
協
働
し
て
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。甫
水
会
の
皆
様
に
は
、甫
水
会
の
全
国
的

な
組
織
力
を
よ
り
強
化
い
た
だ
き
、保
護
者
の
皆
様
が
一

人
で
も
多
く
大
学
の
行
事
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
支
援

事
業
の
展
開
、あ
る
い
は「
内
向
き
志
向
」の
学
生
の
留
学

を
支
援
す
る
新
規
事
業
の
企
画
な
ど
、多
方
面
に
渡
っ
て

ご
提
案
い
た
だ
き
、協
働
事
業
と
し
て
展
開
し
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、甫
水
会
の
皆
様
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
白
山

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
学
生
食
堂
朝
食
提
供（
提
供
価
格
１
０

０
円
）、板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
朝
カ
フ
ェ（
無
料
コ
ー

ヒ
ー
提
供
）は
、「
朝
早
く
活
動
す
る
事
で
時
間
を
有
効
に

使
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
、朝
食
営
業
は
と
て
も
有
意
義

に
感
じ
た
」な
ど
、学
生
に
大
変
好
評
で
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
甫
水
会
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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文
学
部
主
催
の
年
間
行
事
の
中
に「
文
学
部
伝
統
文
化

講
座
」と
い
う
も
の
が
あ
る
。現
在（
平
成
二
十
六
年
度
）

は「
声
明
」「
能
楽
・
狂
言
」「
雅
楽
」「
歌
舞
伎
舞
踊
」「
新
内

節
」の
五
種
目
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
専
門
家
を
招
い
て
、

実
演
を
し
て
い
た
だ
き
、そ
れ
を
本
学
学
生
・
教
職
員
を

は
じ
め
、さ
ら
に
は
一
般
に
も
開
放
し
て
鑑
賞
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。主
に
秋
学
期
に
集
中
し
て
い
る
。主
催
者

の
狙
い
と
し
て
は
、こ
う
し
た
非
日
常
的
日
本
の
伝
統
芸

能
文
化
に
直
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、現
代
人
に
日
本
の

伝
統
文
化
す
な
わ
ち
生
活
や
精
神
を
心
の
中
か
ら
感
じ

て
ほ
し
い
、と
い
う
意
図
が
あ
る
。こ
の
講
座
は
こ
ん
に

ち
一
般
的
に
も
そ
こ
そ
こ
有
名
に
な
り
、「
能
楽
鑑
賞
教

室
」な
ど
は
会
場
の
井
上
円
了
ホ
ー
ル
が
満
員
に
な
り
補

助
席
も
設
け
る
と
い
う
盛
況
で
あ
る
。他
の
講
座
に
つ
い

て
も
平
均
四
百
名
ほ
ど
の
鑑
賞
者
が
集
ま
っ
て
い
る
。開

講
は
す
べ
て
の
種
目
、土
曜
日
の
二
時
四
十
分
か
ら
四
時

十
分
ま
で
が
原
則
で
あ
る
。時
に
終
演
時
間
が
伸
び
る
こ

と
が
あ
る
。文
学
部
の
主
催
講
座
で
あ
る
た
め
、本
学
文

学
部
学
生
は
優
先
的
に
鑑
賞
で
き
る
。ま
た
文
学
部
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は「
文
学
部
共
通
科
目
」が
あ
り
、そ
の
中

に「
伝
統
文
化
講
座
」と
い
う
正
規
科
目
が
あ
る
。文
学
部

学
生
は
学
科
学
年
を
問
わ
ず
受
講
で
き
、右
の
種
目
を
学

び
な
が
ら
そ
の
実
演
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
。本
年
度
で
三
年
目
の
開
講
で
あ
る
が
、受
講

生
は
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
実
情
で
あ
る
。ゾ

ク
ゾ
ク
し
た
気
分
で
演
者
と
同
一
空
間
に
い
る
こ
と
、そ

の
こ
と
が
観
る
者
聴
く
者
に
と
っ
て
何
物
に
も
代
え
難

い
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、時
で
あ
る
。

　
本
年
度
の
開
講
予
定
は
、①
声
明
・・・
九
月
二
十
七
日
、

②
能
楽
鑑
賞
教
室(

能
・
狂
言)

・・・
十
月
四
日
、③
歌
舞
伎

舞
踊
・・・
十
一
月
八
日
、④
王
朝
の
音
楽（
雅
楽
）・・・
十
二

月
十
三
日
、⑤
新
内
節
演
奏
会
・・・
平
成
二
十
七
年
一
月

十
日
で
あ
る
。「
声
明
」は
、日
本
人
の
古
代
か
ら
の
精
神

的
礎
で
あ
り
、拠
り
所
で
あ
り
、思
想
で
も
あ
っ
た
仏
教

の
祈
り
の
形
式
。「
能
楽
・
狂
言
」は
、日
本
に
長
く
伝
わ
る

伝
統
芸
能
の
最
た
る
も
の
。能
楽
は
、古
く
は
宗
教
的
要

素
が
強
か
っ
た
が
、中
世
に
観
阿
弥
・
世
阿
弥
の
親
子
出

現
か
ら「
幽
玄
」を
旨
と
し
た
精
神
性
を
様
式
美
に
込
め

た
芸
能
で
、現
在
は
世
界
最
古
の
所
作
芸
能
、無
形
文
化

財
と
し
て「
世
界
文
化
遺
産
」と
な
り
、日
本
を
代
表
す
る

芸
能
と
な
っ
た
。狂
言
は
、中
世
末
期
に
能
楽
の
合
間
に

行
わ
れ
始
め
た
滑
稽
を
旨
と
し
た
、人
間
の
会
話
劇
で
あ

る
が
、今
や
独
立
し
た
伝
統
芸
能
と
し
て
の
位
置
を
確
立

し
た
だ
け
で
な
く
、基
本
的
に
二
人
で
演
じ
る
滑
稽
劇

は
、我
が
国
滑
稽
文
化
の
型
を
創
造
し
た
。雅
楽
は
、古
代

の
音
楽
で
、平
安
時
代
の
宮
廷
音
楽
で
あ
る
。貴
族
た
ち

が
彼
ら
の
日
常
生
活
で
も
こ
の
管
弦
は
行
わ
れ
、我
が
国

伝
統
の
優
雅
な
音
楽
で
、そ
こ
に
用
い
ら
れ
る
楽
器
も
珍

重
さ
れ
る
。歌
舞
伎
舞
踊
は
、歌
舞
伎
の
中
の
舞
踊
劇
で

あ
る
。江
戸
時
代
以
降
、浄
瑠
璃
を
基
と
し
た
邦
楽
を
伴

奏
音
楽
と
し
て
発
展
し
た
舞
踊
劇
で
、一
般
的
に
は
日
本

舞
踊
と
い
う
名
称
で
知
ら
れ
て
い
る
。庶
民
風
俗
に
も
演

目
を
求
め
、浮
世
絵
や
他
の
風
俗
画
の
画
題
に
な
っ
た
り

し
て
、学
術
資
料
と
し
て
も
扱
わ
れ
る
。新
内
節
は
、江
戸

時
代
中
期
以
降
昭
和
中
期
に
至
る
ま
で
、江
戸
・
東
京
の

酒
席
を
中
心
と
し
て
流
行
し
た
浄
瑠
璃
音
楽
の
一
種
で

あ
る
。江
戸
で
流
行
し
た
浄
瑠
璃
は
音
楽
浄
瑠
璃
と
呼
ば

れ
る「
語
り
」を
主
と
し
た
浄
瑠
璃
で
、そ
の
多
く
は
歌
舞

伎
の
音
楽
と
し
て
そ
の
生
命
を
長
ら
え
て
き
た
が
、新
内

節
の
み
酒
席
の
芸
事
と
し
て
流
行
し
た
。庶
民
の
悲
恋
を

題
材
に
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、庶
民
の
間
で
流
行
を
見
た
の

で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、日
本
あ
る
い
は
日
本
人
が
過
去
の
時

代
ご
と
に
ど
う
い
っ
た
精
神
と
生
活
文
化
と
を
持
っ
て

こ
ん
に
ち
に
い
た
っ
た
か
を
知
る
に
は
恰
好
の
題
材
の

実
演
を
体
感
し
な
が
ら
学
ぶ
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
学
習
形
式
は
、教
室
で
教
員
の
講
義
聴
講

や
、ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
発
表
と
そ
の
質
疑
応
答
と
い
う
形

式
の
授
業
と
は
異
な
り
、一
種
の
実
地
踏
査
的
講
座
で
あ

る
。こ
ん
に
ち
で
は
日
常
的
に
は
ほ
と
ん
ど
接
す
る
こ
と

の
な
い
芸
能
文
化
で
あ
る
一
方
、国
際
化
時
代
に
お
け
る

我
々
は
、こ
の
日
本
あ
る
い
は
日
本
人
を
世
界
に
発
信
す

る
義
務
が
あ
る
。大
学
生
を
始
め
と
し
た
年
代
の
人
々
に

は
そ
れ
が
よ
り
強
く
要
請
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。そ
う
し

た
時
に
伝
統
文
化
を
知
っ
て
、各
時
代
の
人
々
の
暮
ら
し

や
思
い
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
有
益
な
こ
と
で
あ
る
。そ

の
時
に
こ
の
講
座
は
必
ず
や
役
立
つ
に
違
い
な
い
。

学
部
だ
よ
り

学
部
だ
よ
り

文
学
部
長

　中
山

　尚
夫

文
学
部
教
授

東
洋
大
学
文
学
部
卒
業
。同
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
満
期
退
学
。

博
士（
文
学
）。専
門
は
、日
本
近
世
文
学
。

著
書
に『
十
返
舎
一
九
研
究
』『
十
返
舎
一
九
集（
一
〜
十
一
）』等

文
学
部
伝
統
文
化
講
座
に
つ
い
て
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（
１
） 

国
際
会
議
の
様
子

　
９
月
18
日
か
ら
21
日
ま
で
中
国
の
北
京
で
開
催
さ
れ

た
第
４
回
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
学
会（
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ｅ
）ア
ジ
ア
大
会
に
参
加
し
た
。エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問

題
を
幅
広
く
議
論
す
る
ア
ジ
ア
で
の
こ
の
国
際
会
議
は
、

こ
れ
ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、台
湾
、日
本
で
開
催
さ
れ

て
お
り
、今
回
が
４
回
目
と
な
る
。

　
今
回
の
会
議
は
中
国
科
学
研
究
院
が
主
催
者
で
あ
っ

た
が
、き
わ
め
て
モ
ダ
ン
な
開
会
式
が
同
院
の
オ
ー
デ
ィ

ト
リ
ア
ム
に
あ
る
円
形
会
議
室（
写
真
１
）で
行
わ
れ
た
。

中
国
各
地
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
ア
ジ
ア
、ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
世
界
中
か
ら
3
0
0
人
を
超
え
る
会

議
参
加
者
が
あ
り
、大
変
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
初
日
午
前
中
の
開
会
式
と
全
体
会
合
以
外
の
会
議
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
に
近
い
北
京
地
質
大
学
で
す
べ
て

開
催
さ
れ
た
。多
く
の
中
国
の
大
学
で
は
、大
学
構
内
で

教
職
員
、学
生
の
生
活
が
営
ま
れ
て
お
り
、こ
の
た
め
の

諸
々
の
施
設
と
き
わ
め
て
広
い
敷
地
を
有
し
て
い
る
。会

議
参
加
者
も
構
内
の
優
れ
た
宿
泊
施
設
に
滞
在
し
た
。

　
こ
の
国
際
会
議
で
は
、筆
者
は
初
日
の
並
行
分
科
会
で

司
会
を
務
め
、二
日
目
に
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
経
済
性
と

普
及
可
能
性
の
分
析
に
関
す
る
研
究
発
表
を
行
っ
た
。パ

ス
モ
の
よ
う
な
カ
ー
ド
に
研
究
発
表
の
要
旨
や
論
文
な

ど
が
収
納
さ
れ
、Ｕ
Ｓ
Ｂ
と
同
じ
方
法
で
パ
ソ
コ
ン
の
閲

覧
が
で
き
た
こ
と
に
は
び
っ
く
り
し
た
。

（
２
）北
京
市
内
の
様
子

　
今
回
の
出
張
で
は
、北
京
空
港
か
ら
初
め
て
機
場
快
速

を
利
用
し
て
30
分
ほ
ど
で
北
京
中
心
部
ま
で
出
た
後
、地

下
鉄
を
乗
り
継
い
で
北
京
地
質
大
学
の
最
寄
り
駅
で
あ

る
地
下
鉄
13
号
線
の
五
道
口
駅（
写
真
２
）で
下
車
し
た
。

地
下
鉄
網
の
充
実
で
空
港
か
ら
北
京
地
質
大
学
ま
で
最

終
的
に
要
し
た
時
間
は
１
時
間
強
で
済
ん
だ
。

　
機
場
快
速
は
片
道
25
元（
約
4
0
0
円
）で
あ
っ
た
が
、

地
下
鉄
は
１
回
の
乗
車
に
２
元（
約
36
円
）を
払
え
ば
乗

り
換
え
フ
リ
ー
で
改
札
を
出
る
ま
で
ど
こ
ま
で
も
行
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。地
下
鉄
は
す
で
に
16
号
線
ま

で
開
通
し
て
お
り
、北
京
の
か
な
り
広
範
な
範
囲
を
地
下

鉄
の
活
用
で
安
価
に
楽
し
め
る
と
い
え
る
。

　
折
角
の
機
会
で
あ
っ
た
の
で
、最
終
日
は
早
起
き
を
し

て
会
議
の
開
始
前
に
、北
京
市
内
の
歴
史
的
遺
物
を
訪
問

し
た
。１
つ
は
北
京
中
央
部
の
北
海
公
園
で
、今
１
つ
は

南
部
の
天
壇
公
園
で
あ
る
。北
海
公
園
は
初
め
て
で
あ
っ

た
が
、天
壇
公
園
は
35
年
前
に
見
た
き
り
で
あ
っ
た
の

で
、非
常
に
印
象
深
い
再
見
と
な
っ
た
。

　
北
京
市
内
は
相
変
わ
ら
ず
人
が
多
く
喧
騒
と
し
て
い

た
が
、日
本
人
だ
か
ら
と
特
別
に
気
に
留
め
る
人
も
な

く
、欧
米
の
町
と
同
様
に
自
分
の
気
ま
ま
に
動
き
回
る
こ

と
が
で
き
た
。地
下
鉄
の
駅
の
入
り
口
で
は
、バ
ッ
ク
等

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
チ
ェ
ッ
ク
が
必
ず
あ
る
の
で
、む
し

ろ
安
心
で
き
る
面
も
感
じ
た
。

（
３
）終
え
る
に
あ
た
っ
て

　
経
済
学
部
で
は
、来
年
３
月
に
学
生
を
引
率
す
る
10
日

間
ほ
ど
の
中
国
研
修
を
予
定
し
て
い
る
。中
国
と
い
う

と
、日
本
と
の
深
い
国
際
的
対
立
に
伴
う
反
日
感
情
の
高

ま
り
と
大
気
汚
染
の
悪
化
に
よ
る
健
康
問
題
を
大
い
に

懸
念
す
る
向
き
が
あ
る
が
、今
回
の
私
自
身
の
直
接
体
験

か
ら
は
そ
れ
ほ
ど
の
心
配
は
な
い
と
感
じ
た
。

　
21
世
紀
に
入
っ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
経
済
発
展
を
遂

げ
る
中
国
の
実
態
を
、自
分
の
肌
身
を
通
じ
て
学
生
が
実

感
で
き
る
10
日
間
の
経
験
は
学
生
に
と
っ
て
掛
け
替
え

の
な
い
も
の
に
な
る
こ
と
は
む
し
ろ
想
像
に
難
く
な
い
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
も
学
生
が
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
獲
得

す
る
こ
と
へ
の
ご
理
解
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

国
際
会
議
で
訪
ね
た
北
京
の
様
子

経
済
学
部
教
授

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
科
学
博
士
課
程
修
了
　
理
学
博
士（
東
京
大
学
）

（
財
）日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
勤
務
を
経
て
、２
０
０
４
年
か
ら
経
済
学
部
教
授
、

環
境
経
済
学
専
攻

趣
味
は
歴
史
も
の
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
も
の
の
読
書
、ス
キ
ー
、ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
鑑
賞

経
済
学
部
長
　
小
川

　芳
樹

（写真１：オーディトリアムの開会式） （写真２：地下鉄13号線の五道口駅ホーム）
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大
学
を
活
用
す
る

　
経
営
学
部
で
は「
幅
広
い
視
野
に
立
っ
て
、経
営
学
諸

分
野
の
学
習
お
よ
び
研
究
を
通
じ
て
培
っ
た
専
門
的
知

識
と
能
力
を
活
か
し
、急
速
に
進
展
す
る
経
済
・
社
会
に

お
い
て
活
躍
す
る『
有
為
な
人
材
』を
育
成
す
る
こ
と
」を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
実
現
す
る
た
め「
成
果
と

結
果
を
実
現
す
る
教
育（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
山
構
想
）」を

掲
げ
、講
義
や
体
験
学
習（
基
礎
実
習
講
義
、ゼ
ミ
ナ
ー

ル
、研
究
発
表
大
会
、卒
論
）を
主
軸
に
し
て
学
習
成
果
を

高
め
つ
つ
、学
習
支
援
と
資
格
取
得
支
援
に
よ
る
結
果

（
資
格
取
得
）を
実
現
す
る
教
育
体
制
の
構
築
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
教
育
に
関
し
て
は
、一
年
生
導
入
教
育
の
充
実
、質
の

高
い
講
義
、授
業
で
実
務
家
の
話
し
を
聞
い
た
り
、体
験

型
あ
る
い
は
課
題
解
決
型
ゼ
ミ
教
育
の
実
施
、他
大
学
と

の
合
同
ゼ
ミ
討
論
会
、企
業
調
査
実
習
、ビ
ジ
ネ
ス
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
哲
学
す
る
心
を
育
て
ま

す
。ま
た
留
学
生
交
流
会
や
英
語
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ

G
B
C（
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
）コ
ー
ス
の
再
構
築
に
よ
る
国
際
化
を
推
進
い
た
し
ま

す
。学
習
支
援
と
し
て
も
、英
語
資
格
のT

O
EIC

受
験
、簿

記
原
理
科
目
の
拡
充
に
合
わ
せ
た
学
習
補
助
員
S
A
や

T
A
の
充
実
、オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
公
表
、単
位
僅
少
者
面

接
や
一
年
生
五
月
欠
席
調
査
等
を
通
じ
た
学
習
支
援
を

行
な
い
、学
生
の
学
習
成
果
を
高
め
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
資
格
取
得
に
関
し
て
は
、学
生
に
よ
る
自
主
的
な
グ

ル
ー
プ
活
動
の
拠
点
と
な
る
会
計
特
別
研
究
室
の
運
営
、

日
商
簿
記
二
級
三
級
、中
小
企
業
診
断
士
、公
認
会
計
士
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技
能
士
な
ど
諸
資

格
取
得
支
援
講
座
を
実
施
し
ま
す
。課
外
講
座
が
授
業
に

対
す
る
学
習
意
欲
を
高
め
、ひ
い
て
は
就
職
に
有
利
と
な

る
よ
う
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
相
乗
効
果
を
生
み
出

す
体
制
に
し
た
い
の
で
す
。詳
細
は
前
回
の
記
事
で
紹
介

い
た
し
ま
し
た
の
で
、以
下
で
日
頃
気
に
な
る
こ
と
を
書

い
て
お
き
ま
す
。

　
一
年
生
は
高
校
と
は
異
な
り
、ど
の
科
目
を
と
る
べ
き

か
を
自
分
で
選
択
し
登
録
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、多
少

の
と
ま
ど
い
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。自
分
の
や
り
た

い
こ
と
が
ま
だ
見
つ
か
ら
な
い
状
態
で
し
ょ
う
が
、で
き

る
だ
け
将
来
の
目
標
・
計
画
を
た
て
て
履
修
登
録
を
し
て

欲
し
い
の
で
す
。授
業
に
つ
い
て
は
、一
つ
の
科
目
を
半

期
学
習
し
、試
験
に
合
格
す
る
と
二
単
位
を
取
得
し
、多

少
制
約
が
あ
り
ま
す
が
卒
業
す
る
ま
で
に
1
2
4
単
位

を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。四
年
生
に
な
る
と
就
職

活
動
と
卒
論
執
筆
が
あ
り
ま
す
の
で
、三
年
間
で
ほ
と
ん

ど
取
得
す
る
勢
い
で
勉
強
す
る
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。

　
基
礎
実
習
講
義（
必
修
）は
主
に
一
年
生
を
対
象
と
し

た
も
の
で
、基
本
的
な
知
識
や
能
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

専
門
科
目
を
受
講
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
知
識
で
す

か
ら
早
め
に
単
位
取
得
し
て
お
い
て
頂
き
た
い
で
す
。経

営
学
部
で
は
特
に
演
習（
ゼ
ミ
）を
重
視
し
て
お
り
ま
す
。

直
感
的
に
言
え
ば
、演
習
は
一
人
の
教
員
に
弟
子
入
り
し

て
そ
の
道
の
専
門
家
に
な
る
た
め
の
修
行
の
場
で
あ
り

ま
す
。二
年
生
か
ら
履
修
で
き
ま
す
が
、実
は
予
約
制
に

な
っ
て
い
ま
す
。一
年
生
十
月
末
に
行
な
わ
れ
る
説
明
会

に
参
加
し
て
希
望
教
員
名
を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
二
年
生
は
授
業
や
ゼ
ミ
で
最
初
は
専
門
用
語
や
新
し

い
概
念
に
と
ま
ど
い
ま
す
が
、仲
間
と
一
緒
に
付
い
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。あ
る
い
は
G
B
C
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。夏
休
み
に
は
海
外
留
学
も
射

程
に
い
れ
て
く
だ
さ
い
。大
学
主
催
の
短
期
研
修
も
あ
り

ま
す
し
、対
象
が
海
外
協
定
校
で
す
と
、一
定
の
英
語
能

力
が
あ
れ
ば
奨
学
金
を
も
ら
う
こ
と
も
可
能
で
す
。そ
の

た
め
に
は
半
年
以
上
前
か
ら
国
際
セ
ン
タ
ー
に
て
情
報

収
集
し
、準
備
し
て
お
く
こ
と
が
肝
心
で
す
。

　
三
年
生
は
、で
き
れ
ば
夏
休
み
に
国
内
・
海
外
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
を
勧
め
ま
す
。就
職
キ
ャ
リ
ア

支
援
部
が
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。秋
に
な
る
と
自
分
を

見
つ
め
就
職
先
の
希
望
を
思
い
め
ぐ
ら
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。今
年
の
三
年
生
か
ら
本
格
的
就
職
活
動
は
三
月
の

春
休
み
か
ら
始
ま
り
ま
す
。四
年
生
は
就
活
と
並
行
に
あ

る
い
は
終
了
後
、卒
業
論
文
を
執
筆
・
提
出
し
ま
す
が
、秋

に
最
低
一
科
目
の
単
位
取
得
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

忘
れ
な
い
で
履
修
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。長
々
と
断
片
的

に
書
き
連
ね
ま
し
た
が
、大
学
は
色
々
な
人
生
経
験
を
得

る
機
会
を
多
数
提
供
し
て
い
る
こ
と
を
言
い
た
か
っ
た

の
で
す
。是
非
と
も
存
分
に
活
用
し
て
頂
き
た
く
願
っ
て

お
り
ま
す
。

経
営
学
部
教
授

昭
和
54
年
東
京
工
業
大
学
理
学
部
数
学
科
卒
業（
理
学
士
）

昭
和
60
年
東
京
工
業
大
学
総
合
理
工
学
研
究
科
シ
ス
テ
ム
科
学
専
攻
博
士
課
程

修
了（
理
学
博
士
）

日
本
情
報
経
営
学
会
会
員（
旧
オ
フ
ィ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
学
会
）

経
営
情
報
学
会
会
員

経
営
学
部
長

　旭

　貴
朗
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　「
花
屋
の
店
先
に
並
ん
だ
い
ろ
ん
な
花
を
見
て
い
た
」

と
い
う
出
だ
し
で
始
ま
る
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
2
0
0
3
年
の

ヒ
ッ
ト
曲『
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
』は
、「
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
」に
な
ら
な
く
て
も
い
い
、一
人
一
人
が「
も
と
も
と

特
別
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」の
存
在
な
の
だ
と
歌
っ
て
い

る
。「
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
」と
い
う
フ
レ
ー

ズ
が
印
象
的
な「
わ
た
し
と
小
鳥
と
す
ず
と
」と
い
う
詩

が
小
学
校
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
、大
正
末

期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
女
流
詩
人
金
子

み
す
ゞ
が
再
評
価
さ
れ
た
の
も
や
は
り
2
0
0
3
年
ご

ろ
の
こ
と
。一
人
一
人
が
互
い
の
尊
厳
や
個
性
を
認
め

合
い
な
が
ら
共
存
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
見
直
さ
れ
て

い
た
頃
、現
代
の
学
生
は
8
歳
か
ら
10
歳
の
頃
を
過
ご

し
、の
び
の
び
と
育
っ
て
き
た
若
者
た
ち
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、教
員
と
し
て
学
生
た
ち
と
接
し
て
い
る
と
、

「
お
や
?
」と
首
を
か
し
げ
た
く
な
る
こ
と
が
よ
く
あ

る
。た
と
え
ば
、学
生
た
ち
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
待
っ
て

い
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
来
る
と
誰
も
教
員
に
先
を
譲
ろ

う
と
す
る
者
が
な
く
我
先
に
乗
り
込
も
う
と
す
る
。講

義
の
た
め
に
教
室
に
入
ろ
う
と
し
て
入
口
で
学
生
と
か

ち
合
う
と
き
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。学
内
で
知
っ
て
い

る
先
生
に
会
っ
て
も
挨
拶
し
な
い（
も
ち
ろ
ん
目
礼
す

る
こ
と
も
な
い
）。郵
便
物
や
メ
ー
ル
に
は「
先
生
」で
は

な
く
殆
ど
の
学
生
が「
様
」を
使
っ
て
い
る
。あ
る
他
大

学
の
先
生
に
聞
い
た
話
で
は
、「
ゼ
ミ
の
合
宿
を
行
う
際

に
、『
学
生
の
予
定
を
き
い
た
ら
一
番
都
合
が
い
い
と
い

う
の
で
こ
の
日
程
を
決
め
た
の
で
す
が
、先
生
は
出
席

さ
れ
ま
す
か
』と
言
わ
れ
て
怒
る
よ
り
先
に
呆
れ
た
。」

と
か
。ゼ
ミ
に
お
け
る
指
導
者
た
る
先
生
に
最
後
に
予

定
確
認
し
て
来
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
、社
会
に
出

て
課
長
や
部
長
相
手
に
し
た
ら
ど
う
な
る
か
・・・
。ま

た
、別
の
あ
る
先
生
は
、「
ゼ
ミ
を
や
め
た
い
と
ラ
イ
ン

で
知
ら
せ
て
来
て
、そ
れ
で
済
ん
だ
」と
思
っ
て
い
る
と

嘆
く
。ま
ず
、相
手
の
先
生
に
会
っ
て
、き
ち
ん
と
理
由

を
説
明
す
る
の
が
筋
だ
と
思
う
が
、そ
ん
な
気
が
サ
ラ

サ
ラ
な
い
の
か
、あ
る
い
は
、先
生
に
会
っ
て
説
明
す
る

勇
気
が
な
い
の
か
。

　
も
う
驚
か
な
い
が
、15
年
ほ
ど
前
に
授
業
中
に「
も
し

や
」と
思
っ
て「
灯
篭（
と
う
ろ
う
）を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
知
ら
な
か
っ
た
ら
黒
板
に
絵
を
か
き
ま
す
か
ら
手

を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
」と
質
問
し
た
ら
、7
、8
人
ほ
ど

が
手
を
あ
げ
た
。そ
の
時
は
、こ
れ
で
は
講
義
中
に
喋
っ

て
い
る
こ
と
が
本
当
に
学
生
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
疑
問
と
驚
き
で
頭
を
強
く
叩
か
れ
た
よ
う

な
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。し
か

し
、年
々
こ
の
学
生
の
数
は
増
え
て
い
き
今
で
は
受
講

生
の
約
４
分
の
１
は
知
ら
な
い
と
手
を
挙
げ
る
。こ
の

よ
う
に
、礼
儀
を
知
ら
な
い
だ
け
で
は
な
く
、常
識
を
知

ら
な
い
若
者
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
気
が
す
る
。

　
と
は
言
い
な
が
ら
、今
度
は
自
分
の
こ
と
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、や
は
り
社
会
体
験
が
少
な
い
若
い
間

は
、い
ろ
い
ろ
失
敗
も
あ
っ
た
と
思
う
。大
学
院
生
の
時

に
指
導
教
授
か
ら
コ
ピ
ー
を
頼
ま
れ
て「
い
つ
で
も
い

い
か
ら
。」と
い
う
言
葉
を
真
に
受
け
て
ず
い
ぶ
ん
後
に

な
っ
て
コ
ピ
ー
を
届
け
た
り
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、今

思
え
ば
、先
生
は
本
当
は
急
い
で
い
た
の
だ
け
れ
ど
も

私
の
都
合
も
考
え
て
い
つ
で
も
い
い
と
い
う
言
葉
を
付

け
加
え
て
く
れ
た
の
だ
と
思
う
。

　
し
か
し
、私
の
時
に
は
、私
の
周
り
の
大
人
が
時
に
は

厳
し
く
怒
り
、と
き
に
は
優
し
く
諭
し
、少
し
ず
つ
社
会

の
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が

あ
っ
た
と
思
う
。何
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
私
を
育
て
て

い
た
だ
い
た
恩
師
や
先
輩
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
れ
に
対
し
て
、今
の
若
者
は
大

人
に
な
る
ペ
ー
ス
が
昔
に
比
べ
て
遅
く
、つ
ま
り
、20
年

ほ
ど
前
の
若
者
に
比
べ
て
ず
い
ぶ
ん
子
ど
も
の
ま
ま
で

あ
る
と
い
う
こ
と
の
責
任
の
一
端
は
、周
り
の
大
人
、親

た
ち
に
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。つ
ま
り
、常
識
や

礼
儀
に
適
っ
た
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
叱
る

こ
と
が
で
き
ず
、子
ど
も
の
ま
ま
で
い
る
こ
と
を
許
し
、

そ
の
成
長
の
芽
を
摘
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
ま
た
、当
の
大
学
生
に
も
問
題
が
あ
る
の
は
、そ
の
よ

う
な
自
分
た
ち
を
顧
み
て
少
し
で
も
成
長
し
よ
う
と
い

う
気
持
ち
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。自
分
ら
し
く
あ
れ
ば

よ
い
と
い
う
こ
と
の
は
き
違
え
で
は
な
い
か
。

　
学
生
に
細
か
い
事
ま
で
い
ち
い
ち
教
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
は
、教
え
る
方
と
し
て
も
教
え
ら
れ
る
方
と

し
て
も
煩
わ
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、そ
れ
も
教
育
の
う

ち
、社
会
に
出
る
前
の
若
者
を
本
当
の
意
味
で
の「
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
」の
社
会
の
役
に
立
て
る
存
在
に
す
る
た
め

に
、「
う
ぜ
ー
ー
ー
」と
思
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思

い
な
が
ら
、気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
て
諭
し
て
い
る
今

日
こ
の
頃
で
あ
る
。

法
学
部
教
授

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
満
期
退
学
。

１
９
９
２―

９
３
イ
タ
リ
ア
政
府
国
費
留
学
生
と
し
て
ミ
ラ
ノ
大
学
留
学
。

２
０
１
１―

１
２
在
外
研
究
と
し
て
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
大
学
留
学
。

趣
味
は
、芸
術
鑑
賞
と
卓
球
、世
界
の
商
店
街
の
散
歩
。

専
門
は
、倒
産
法
、民
事
手
続
法
。

法
学
部
長
　
櫻
本

　正
樹

当
世
学
生
気
質
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安
心
で
き
る
関
係
を
生
み
だ
す
体
験

１
９
５
１
年
愛
知
県
生
ま
れ
、東
洋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
社
会
福
祉
学

専
攻
修
士
課
程
修
了
。１
９
９
４
年
東
洋
大
学
社
会
学
部
准
教
授
、１
９
９
７
年

教
授
。２
０
１
３
年
４
月
か
ら
現
職
。専
門
は
児
童
福
祉
。卒
業
生
た
ち
と
特
定

非
営
利
活
動
法
人
こ
ど
も
福
祉
研
究
所
で
実
践
研
究
を
進
め
る
。東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
で
は
、東
日
本
大
震
災
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
と

し
て
活
動
し
て
い
る
。近
著『
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
第
二
集
』日
本

評
論
社
。『
女
性
と
福
祉
』ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
等
多
数
。

　
社
会
学
部
は
、全
学
科
で
取
り
組
ん
で
い
る
社
会
調
査

や
実
習
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
を
積
極
的
に
推
奨
し
て
い
る
。

　
な
ぜ
、こ
う
し
た
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
か
と
い
う

と
、そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。ま
ず
は
、狭
い

大
学
の
座
学
や
体
験
だ
け
で
、学
生
時
代
を
終
わ
ら
せ
て

ほ
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
社
会
に
出
て
か
ら
の
失
敗
は
、責
任
を
伴
う
が
ゆ
え
に

で
き
れ
ば
避
け
た
い
。だ
が
学
生
時
代
な
ら
ば
、多
少
の

失
敗
は
許
さ
れ
る
。む
し
ろ
、挑
戦
と
失
敗
を
繰
り
返
す

こ
と
で
、見
通
す
力
や
や
り
遂
げ
る
力
が
つ
い
て
く
る
。

だ
か
ら
、で
き
る
限
り
た
く
さ
ん
の
体
験
や
失
敗
は
で
き

る
機
会
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
、教
育
に
あ
た
っ
て
い

る
。

　
学
生
の
具
体
的
な
姿
を
加
え
て
、こ
の
よ
う
な
話
を
先

日
保
護
者
の
み
な
さ
ん
と
の
会
合
で
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
、そ
の
場
で
か
な
り
の
保
護
者
の
方
か
ら

「
自
分
も
そ
う
思
っ
て
い
る
」と
共
感
の
反
応
を
い
た
だ

い
た
。

　
我
が
家
の
子
ど
も
も
同
様
だ
と
い
う
保
護
者
の
方
は
、

「
ア
ル
バ
イ
ト
先
か
ら
と
て
も
重
宝
さ
れ
て
い
て
、そ
の

店
長
が
異
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、遠
い
そ
の
店
ま
で

ア
ル
バ
イ
ト
に
行
く
と
い
う
。い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
、い

ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
い
、い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
も
っ
と
す

れ
ば
い
い
の
に
と
思
う
が
、『
め
ん
ど
う
』と
い
う
の
で
す

よ
ね
」と
い
わ
れ
る
。ま
た
他
の
方
は
、「
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
経
験
、海
外
研
修
や
留
学
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
積
極

的
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う
も
腰
が
重
い
」

と
い
わ
れ
る
。実
に
理
解
あ
る
保
護
者
の
方
々
で
あ
る
。

こ
れ
ほ
ど
子
ど
も
の
成
長
を
願
い
、多
様
な
体
験
を
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
お
ら
れ
、育
て
て
お
ら
れ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、な
ぜ
学
生
た
ち
は
新
し
い
関
係
や
場
を
作
り
出

す
こ
と
に
保
守
的
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　
今
私
が
関
わ
っ
て
い
る
東
日
本
大
震
災
子
ど
も
支
援

の
場
面
で
で
あ
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
語
り
が
、そ
の
な
ぞ

を
解
く
カ
ギ
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
、紹
介
し
て

み
た
い
。

　
そ
れ
は
、宮
城
県
石
巻
市
に
住
む
ひ
な
こ
さ
ん（
中
２
）

の
話
で
あ
る
。

　
ひ
な
こ
さ
ん
は
、東
日
本
大
震
災
で
祖
父
母
を
失
っ
て

い
る
。彼
女
は
震
災
後
、石
巻
市
を
拠
点
に
子
ど
も
支
援

と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る「
日
日
こ
ど
も
新
聞
」の
３
年

の
記
者
活
動
に
よ
っ
て
、よ
う
や
く
祖
父
母
を
震
災
で
亡

く
し
た
こ
と
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。取
材
活
動
で
は
、相
手
が
震
災
を
ど
の
よ
う
に
考

え
、ど
の
よ
う
な
被
害
を
受
け
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が

分
か
る
。相
手
の
こ
と
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

な
語
り
方
を
す
れ
ば
自
分
の
こ
と
を
受
け
入
れ
て
も
ら

え
る
か
わ
か
る
の
で
、自
分
の
体
験
を
整
理
し
、言
葉
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、次
に
動
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
と
て
も
優
し
い
若
者
た
ち
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、相
手
が

ど
の
よ
う
な
体
験
を
し
、傷
つ
き
、考
え
て
い
る
の
か
が

よ
く
わ
か
ら
な
い
中
で
は
、相
手
が
ど
の
よ
う
に
自
分
の

話
を
受
け
と
め
て
く
れ
る
か
、自
分
の
話
が
相
手
を
傷
つ

け
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、ま
ず
自
分
の
こ

と
を
語
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。ま
た
自

分
と
い
う
存
在
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
か
が
わ
か
ら
な

け
れ
ば
、ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
か
不
安
で
、語
り

出
せ
な
い
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

　
相
互
の
違
い
を
恐
れ
ず
に
語
り
あ
う
こ
と
が
、お
互
い

の
理
解
に
つ
な
が
る
こ
と
、実
は
そ
れ
以
前
に
人
は
一
人

ひ
と
り
違
う
こ
と
が
当
た
り
前
な
の
で
あ
る
が
、現
代
社

会
で
は
人
が
集
ま
る
場
で
は
、違
う
こ
と
が
許
容
さ
れ
る

空
間
や
人
間
関
係
が
前
提
で
あ
る
と
は
と
て
も
思
え
な

い
の
で
、大
切
な
場
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、自
分
を
出
せ
な

い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、そ
う
し
た
そ
の
ま
ま
の
自
分
を
出
せ
る

空
間
や
関
係
を
作
り
出
す
こ
と
が
学
生
に
と
っ
て
は
、大

学
、職
場
、家
庭
、地
域
な
ど
、ど
こ
に
い
て
も
重
要
な
課

題
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。だ
か
ら
こ
そ
、そ
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、多
様
な
考
え
方
や
価
値
に
出
会

い
、受
け
入
れ
、そ
の
中
で
自
分
を
生
か
す
こ
と
が
で
き

る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
だ
が
そ
の
力
は
、残
念
な
が
ら
い
く
ら
知
識
や
技
術
を

身
に
つ
け
て
も
発
揮
で
き
な
い
。そ
れ
を
具
体
化
で
き
る

の
は
人
が
い
る
場
で
あ
り
、そ
の
中
で
の
体
験
が
育
て
る

の
で
あ
る
。だ
か
ら
こ
そ
、私
た
ち
は
学
生
た
ち
を
様
々

な
体
験
に
誘
い
出
し
て
い
る
。そ
こ
で
学
生
が
安
心
で
き

る
関
係
の
重
要
性
を
実
感
し
、そ
う
し
た
場
や
関
係
を
作

り
出
す
主
体
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
の
で
あ
る
。

社
会
学
部
教
授

社
会
学
部
長
　
森
田

　明
美



2014
TOYO UNIVERSITY13

１
９
５
２
年
、東
京
都
文
京
区
に
生
ま
れ
る
。東
京
大
学
合
成
化
学
科
卒
業
、同
大
学

院
博
士
後
期
課
程
修
了
、工
学
博
士
。東
京
大
学
助
手
、東
洋
大
学
講
師
・
助
教
授
を

経
て
、１
９
９
２
年
東
洋
大
学
応
用
化
学
科
教
授
。２
０
０
６
年
工
学
研
究
科
委
員
長
、

２
０
０
９
年
副
学
長
、２
０
１
１
年
よ
り
理
工
学
部
長
。

専
門
は
高
分
子
化
学
。

主
な
著
書
は
、「
高
分
子
材
料
化
学
」、「
炭
酸
ガ
ス
問
題
解
決
へ
の
展
望
」、「
プ
ラ
ズ

マ
材
料
科
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」、「
化
学
の
夢
」、「
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」、「
専
門
基
礎
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
　
新
編
基
礎
化
学
」。「
専
門
基
礎
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
　
生
命
科
学
　
改
訂
版
」、「
専
門
基
礎
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
　
環
境
科
学
　
改
訂

版
」。

　
甫
水
懇
談
会
や
保
護
者
面
談
に
お
い
て
保
護
者
の

方
々
か
ら
は
就
職
へ
の
強
い
関
心
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。そ
れ
も
当
然
で
は
あ
り
ま
す
が
、大
学
に
入
学
し
て

一
番
大
事
な
こ
と
は
、そ
の
分
野
で
の
実
力
を
つ
け
る

こ
と
で
す
。特
に
、あ
る
入
試
方
法
で
入
学
し
た
学
生
の

六
人
に
一
人
は
退
学
す
る
な
ど
全
学
生
の
修
業
年
限
以

内
の
退
学
率
は
一
割
弱
で
あ
り
、修
業
年
限
卒
業
率
は

約
八
割
前
後
と
、大
学
を
四
年
で
卒
業
で
き
な
い
学
生

が
多
く
お
り
ま
す
。学
生
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
就
職

の
前
に
修
業
年
限
内（
四
年
間
）に
実
力
を
つ
け
て
卒
業

す
る
こ
と
で
す
。こ
こ
で
は
理
工
学
部
の
基
礎
教
育
の

実
情
と
国
際
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　
一
般
的
に
、工
学
系
・
理
工
学
系
学
部
の
原
級
率（
留

年
率
）は
文
系
学
部
よ
り
も
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。工

学
部
は
平
成
二
十
年
度
ま
で
学
生
募
集
し
て
お
り
平
成

二
十
三
年
度
の
修
業
年
限
で
卒
業
し
た
学
生
は
約
七
割

で
あ
り
、平
成
二
十
七
年
度（
八
年
目
）に
お
い
て
も
十

名
前
後
の
学
生
が
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
は
工
学

系
・
理
工
学
系
の
学
部
の
多
く
で「
四
年
次
の
卒
業
研
究

関
連
科
目
」が
必
修
で
あ
り
、そ
の
履
修
に
際
し
て
三
年

次
修
了
ま
で
に
一
定
の
条
件（
一
定
単
位
数
の
取
得
と

特
定
科
目
の
履
修
）を
満
た
さ
な
い
か
ら
で
す
。特
に
こ

の
条
件
に
お
い
て
は
、必
修
科
目
の
数
学
・
物
理
・
英
語

な
ど
の
基
礎
教
育
科
目
の
理
解
が
不
十
分
な
こ
と
か
ら

単
位
不
足
と
な
り
原
級（
留
年
）と
い
う
結
果
に
つ
な
が

り
ま
す
。平
成
二
十
一
年
度
よ
り
工
学
部
か
ら
改
組
し

た
理
工
学
部
で
は
学
生
・
教
職
員
の
努
力
の
結
果
、修
業

年
限
内
の
卒
業
率
が
約
八
割
へ
と
顕
著
に
増
加
い
た
し

ま
し
た
。

　
理
工
学
部
で
は
全
学
科
が
数
学
を
必
修
科
目
と
し
て

い
ま
す
。こ
れ
は
理
工
系
の
全
分
野
が
数
学
を
基
礎
と

し
て
い
る
か
ら
で
す
。こ
の
基
礎
の
数
学
を
春
学
期
に

お
い
て
約
四
割
の
新
入
学
生
が
単
位
を
落
と
し
、秋
学

期
に
履
修
し
て
も
全
体
の
約
二
割
五
分
の
学
生
が
単
位

を
落
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
結
果
は
、学
生
が
大

学
に
お
い
て
も
高
校
時
代
と
同
様
に
勉
強
し
て
い
な
く

と
も
単
位
を
取
得
で
き
る
と
安
易
に
考
え
る
か
ら
で

す
。大
学
は
出
席
率
が
高
く
と
も
教
科
内
容
を
理
解
し

な
い
場
合
に
は
単
位
取
得
が
で
き
ず
卒
業
も
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
を
、早
く
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
留
年
す
る
学
生
の
多
く
は
数
学
・
物
理
・
英

語
の
基
礎
教
育
科
目
で
つ
ま
ず
く
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。講
義
に
つ
い
て
い
け
な
い
学
生
や
理
解
不
足
の
学

生
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設
置
し
た
基
礎
教
育
セ
ン

タ
ー（
学
習
支
援
室
）に
お
い
て
、高
等
学
校
で
の
教
育

経
験
の
あ
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
体
制
に
し
て
お
り
ま
す
。し
か
し
、退
学
・
留
年

す
る
学
生
の
多
く
は
学
習
支
援
室
な
ど
を
利
用
し
な
い

場
合
も
多
く
、そ
の
よ
う
な
学
生
を
ど
の
よ
う
に
指
導

し
て
い
く
か
が
教
員
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、講
義
へ
の
出
席
不
良
学
生
は
全
般
的
に
取
得

単
位
が
不
足
し
原
級（
留
年
）と
な
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。４
月
と
10
月
の
学
期
開
始
時
に
必
修
科
目
へ

の
出
席
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、欠
席
の
多
い
場
合
、学

生
・
保
護
者
の
方
に
連
絡
を
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、例

年
６
月
に
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
る
甫
水
懇
談
会

に
お
い
て
保
護
者
・
学
生
と
の
面
談
や
、９
月
と
３
月
に

単
位
僅
少
学
生（
取
得
単
位
不
足
の
学
生
）を
中
心
に
し

て
保
護
者
の
方
と
の
学
修
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、出
席
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
学
生
を
注
意
し
、

学
期
毎
に
そ
の
成
績
を
学
生
・
保
護
者
・
教
職
員
で
確
認

し
、原
級
率（
留
年
）を
減
ら
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
理
工
学
部
の
国
際
化
の
向
上
の
た
め
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
ペ
イ
ス
大
学
へ
の
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
る
短
期
留
学
を
企
画
し
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、米
国
大
学

で
の
専
門
科
目
研
修
、米
国
学
生
と
の
交
流
や
自
然
史

博
物
館
等
の
見
学
な
ど
を
通
じ
、英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
む
学
生
が
年
々
増
加
し
て
お
り
ま

す
。

　
学
生
の
将
来
の
た
め
学
生
が
実
力
を
つ
け
る
機
会
を

理
工
学
部
は
提
供
・

指
導
し
て
お
り
ま
す

が
、特
に
重
要
な
こ
と

は
学
生
の
自
発
的
な

努
力
で
あ
り
、保
護
者

の
方
々
の
ご
協
力
で

す
。

理
工
学
部
教
授

理
工
学
部
長（
兼
）工
学
部
長
　
吉
田

　泰
彦

理
工
学
部
の
基
礎
教
育
と

国
際
化
へ
の
取
り
組
み
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合
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学
部
教
授

総
合
情
報
学
部
の
再
生
へ
向
け
て
の

施
策
と
そ
の
後
の
経
過
報
告

　
総
合
情
報
学
部
は
2
0
0
9
年
４
月
に
新
設
さ
れ
ま

し
た
。そ
し
て
昨
年
度
と
一
昨
年
度
に
卒
業
生
が
社
会
へ

巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。私
は
昨
年
度
か
ら
総
合
情
報
学

部
長
に
就
任
し
ま
し
た
が
、学
部
に
は
問
題
が
山
積
し
て

お
り
、そ
の
解
決
策
と
し
て
昨
年
度
の
こ
の
甫
水
会
報
に

「
総
合
情
報
学
部
の
再
生
へ
向
け
て
」と
題
し
て
幾
つ
か
の

施
策
を
示
し
ま
し
た
。今
年
度
は
そ
れ
ら
の
施
策
の
実
施

状
況
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

理
系
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭

　
総
合
情
報
学
部
が
基
盤
と
し
て
い
る
情
報
ス
キ
ル
、情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
は
文
系
と
理
系
の
学
生
が
共
に
無
理
な

く
学
べ
る
領
域
で
す
。こ
の
こ
と
を
在
校
生
に
も
、入
学

を
希
望
す
る
高
校
生
に
も
伝
え
る
べ
く
、参
考
図
１
、２

に
示
す
よ
う
な
パ
ン
フ
を
作
成
し
て
広
報
に
務
め
ま
し

た
。そ
の
効
果
も
あ
り
、今
年
度
の
入
学
試
験
に
お
い
て

は
文
系
科
目
で
受
験
し
た
入
学
志
願
者
が
増
え
て
、全
体

と
し
て
も
昨
年
度
よ
り
も
入
学
志
願
者
を
増
や
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

参考図1、2

情
報
ス
キ
ル
教
育
の
徹
底

　
総
合
情
報
学
部
の
教
育
方
針
は
、入
学
学
生
全
員
に
情

報
ス
キ
ル
を
徹
底
し
て
身
に
つ
け
さ
せ
、そ
の
後
に
情
報

科
学
系
、環
境
情
報
系
、心
理
情
報
系
、メ
デ
ィ
ア
文
化
系
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
科
目
群
の
専
門
知
識
と
ス
キ
ル
を
上
乗

せ
し
て
統
合
し
、様
々
な
領
域
で「
情
報
の
創
り
手
・
使
い

手
」と
し
て
活
躍
で
き
る
能
力
を
授
け
る
こ
と
で
す
。こ
の

情
報
ス
キ
ル
教
育
を
徹
底
す
る
た
め
に
、１
年
次
の
プ
ラ

ク
テ
ィ
ス（
基
礎
演
習
）に
お
い
て
I
T
パ
ス
ポ
ー
ト

1
0
0
％
合
格
、基
本
情
報
技
術
者
試
験
30
％
合
格
の
数

値
目
標
を
掲
げ
、そ
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て

い
ま
す
。結
果
は
ま
だ
具
体
的
に
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、学

生
に
は「
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
必
死
に
や
る
」意
識

を
植
え
つ
け
て
厳
し
く
教
育
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

開
講
専
門
科
目
体
系
の「
見
え
る
化
」

　
総
合
情
報
学
科
に
は
４
つ
の
系
、情
報
科
学
系
、環
境
情

報
系
、心
理
情
報
系
、メ
デ
ィ
ア
文
化
系
が
あ
り
ま
す
。こ
の

系
は
専
門
科
目
を
グ
ル
ー
プ
化
し
た
科
目
群
で
あ
り
、一
つ

の
科
目
群
に
は
通
常
の
１
学
科
分
の
専
門
科
目
が
開
講
さ

れ
て
い
ま
す
か
ら
、総
合
情
報
学
科
の
中
に
４
学
科
分
の
専

門
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
ら
の

専
門
科
目
を
科
目
群
ご
と
に
参
考
図
３（
メ
デ
ィ
ア
文
化
系

の
系
統
図
）に
示
す
よ
う
な
系
統
図
に
ま
と
め
、そ
れ
ぞ
れ

の
色
分
け
さ
れ
た
帯
の
系
統
の
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
身
に
付
く
知
識
と
ス
キ
ル
を
具
体
的
に
示
し
ま
し

た
。ま
た
、そ
の
知
識
と
ス
キ
ル
を
持
っ
て
社
会
に
出
て
期

待
さ
れ
る
人
材
像
を
具
体
的
に
示
し
ま
し
た
。

　
こ
の
系
統
図
を
参
考
に
す
る
と
、学
生
は
将
来
の
進
む
べ

き
道
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
、そ
の
た
め
に
学
ぶ
べ

き
科
目
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。そ
し
て
、学
生
自
身
の

履
修
プ
ラ
ン
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
徹
底

　
P
B
L（Problem

 Based Learning

）教
育
の
集
大

成
は
卒
業
研
究
お
よ
び
卒
業
制
作
で
す
。こ
れ
ら
を
履
修

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、文
章
力
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
培
わ
れ
ま
す
。今
年
度
の

春
セ
メ
ス
タ
で
は
教
員
の
指
導
に
よ
っ
て
卒
業
研
究
Ⅰ
と

卒
業
制
作
Ⅰ
を
あ
わ
せ
て
の
履
修
率
62
％（
2
7
0
名
中

1
6
8
名
履
修
）と
成
り
ま
し
た
。目
標
の
75
％
に
は
及

び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、来
年
度
に
は
目
標
を
達
成
で
き
る

で
し
ょ
う
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
高
校
生
か
ら
大
学
生
へ
の
移
行
を
促
し
、大
学
で
の
学

習
・
生
活
に
対
す
る
基
本
姿
勢
を
身
に
付
け
さ
せ
、最
後

に
大
学
生
か
ら
社
会
人
へ
の
移
行
の
準
備
と
し
て
就
職

意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、就
職
率
1
0
0
％
を
目
指
し
、

就
職
活
動
を
せ
ず
に
、い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
る
学

生
を
ゼ
ロ
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た「
育
て
る
教
育
」を
掲
げ
て
ク
ラ
ス
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。こ
れ
は
教
員
一
人
に
10
名
ほ
ど
の
学

生
を
割
り
当
て
て
、Face to face

あ
る
い
はM

an to 
m

an

の
教
育
・
生
活
指
導
を
行
う
制
度
で
す
。キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
ク
ラ
ス
制
度
と
が
相
俟
っ
て
学
生

の
意
識
改
革
に
多
い
に
役
立
つ
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

総
合
情
報
学
部
長
　
杉
本

　富
利

１
９
５
１
年
、宮
崎
県
日
南
市
に
生
ま
れ
る
。１
９
７
５
年
に
電
気
通
信
大
学
電
気

通
信
学
部
電
波
通
信
学
科
を
卒
業
。１
９
７
８
年
に
同
大
学
大
学
院
電
気
通
信
学

研
究
科
経
営
工
学
専
攻
修
士
課
程
を
修
了
。１
９
９
８
年
に
東
洋
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
よ
り
博
士（
工
学
）取
得
。１
９
７
８
年
か
ら
２
０
０
８
年
ま
で
に
東
洋
大

学
工
学
部
情
報
工
学
科
の
助
手
、講
師
、助
教
授
、教
授
を
経
て
、２
０
０
９
年
東
洋

大
学
総
合
情
報
学
部
教
授
と
な
る
。専
門
領
域
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
、

認
知
心
理
学
で
あ
る
。

参考図3
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
す
る
国
際
地
域
学
部

１
．国
際
地
域
学
部
の
特
色

　
国
際
地
域
学
部
は
国
際
化
を
推
進
す
る
東
洋
大
学
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
担
っ
た
、い
わ
ば
テ
ー
マ
型
の
学
部
で

す
。「T

hink Globally, A
ct Locally

」を
標
榜
し
て
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
つ
つ
、現
場
に
赴
き
、「
地
域
づ
く

り
」や「
観
光
振
興
」を
目
的
と
し
て
、地
域
の
活
性
化
に

貢
献
で
き
る
創
造
的
な
人
材
を
社
会
に
向
け
て
輩
出
す

る
の
が
学
部
の
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
長
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
東
洋
大
学
の
中
で
は
、比
較
的

新
し
い
学
部
で
す
が
、今
年
で
創
設
以
来
十
七
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。昨
年
度
か
ら
新
た
に
整
備
さ
れ
た
白
山
キ
ャ
ン
パ

ス
に
移
転
し
ま
し
た
。一
昨
年
の
九
月
に
は
全
国
の
国
公
私

立
大
学
の
三
一
学
部
の
一
つ
と
し
て
、文
部
科
学
省
の「
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
事
業
」に
採
択
さ
れ
ま
し
た
の

で
、様
々
な
活
動
を
開
始・推
進
し
て
い
ま
す
。国
際
地
域
グ

ロ
ー
バ
ル
オ
フ
ィ
ス
を
甫
水
会
館
１
階
に
設
置
し
、海
外
研

修
の
拡
大
や
語
学
力
の
強
化
を
行
い
、交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
て
国
際
化
に
対
応
す
る
人
材
の
輩
出
に
努
め
て

い
ま
す
。さ
ら
に
、タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
に
海
外
展
開
の
た
め

の
オ
フ
ィ
ス
を
設
け
ま
し
た
。大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
欄
を
設
け
、逐
次

活
動
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

２
．国
際
地
域
学
と
は

　
さ
て
、学
部
の
名
称
で
あ
る「
国
際
地
域
学
」は
新
し
い
学

際
領
域
で
す
。実
は
、学
部
着
任
以
前
に
九
州
で
磯
村
英
一

元
学
長（
故
人
）に
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の

際
、「
地
域
」と
い
う
概
念
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
御
示
唆

を
い
た
だ
い
た
の
を
、今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。近

年
、あ
る
い
は
震
災
の
直
後
か
ら
か
、「
地
域
」や「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」を
再
考
す
る
風
潮
が
強
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。こ
の「
地
域
」に
つ
い
て
、国
際
的
な
ひ
ろ
が
り
か
ら

身
近
な
環
境
ま
で
を
対
象
と
し
て
捉
え
、生
起
す
る
生
活
、

文
化
、経
済
、環
境
な
ど
様
々
な
分
野
を
実
践
的
、横
断
的
に

追
究
す
る
の
が「
国
際
地
域
学
」で
す
。急
速
に
変
化
し
て
い

る
現
代
の
経
済・社
会
で
す
が
、地
球
環
境
か
ら
相
隣
環
境

ま
で
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、現
場（
生
活
の
場
）と
し
て
の
地

域（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）に
依
拠
す
る
こ
と
で
、従
来
の
タ
テ
割

り
の
学
系
を
ヨ
コ
に
繋
い
だ
将
来
の「
新
し
い
学
び
」が
発

展
し
て
い
く
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

３
．国
際
地
域
学
部
の
活
躍

　
近
年
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
の
進
展
に
よ
り
先
進
国
で
は

若
者
の
就
職
が
次
第
に
困
難
に
な
る
傾
向
が
伺
え
ま
す

が
、本
学
部
を
構
成
す
る
国
際
地
域
学
科
と
国
際
観
光
学

科
の
２
学
科
で
見
ま
す
と
、前
者
は
国
際
展
開
に
つ
な
が

る
科
目
の
配
分
と
ツ
ー
ル
と
し
て
の
語
学
力
の
習
得
、後
者

は
好
調
な
観
光
産
業
と
の
連
携
な
ど
に
よ
り
、幸
い
な
こ

と
に
比
較
的
高
い
就
職
率
を
維
持
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
年
度
の
学
部
の
教
育・研
究
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
ま
ず
、国
際
化
に
つ
な
が
る
活
動
に
つ
い
て
、①
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
カ
ー
テ
ィ
ン
大
学
の
学
生
を
招
い
て
、東
京
の
ま

ち
歩
き
を
実
施
し
、学
生
間
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。韓
国
か
ら
来
校
し
た
学
生
と
の

交
流
会
も
行
い
ま
し
た
。夏
期
期
間
に
は
、モ
ン
ゴ
ル
に
出
か

け
、モ
ン
ゴ
ル
科
学
技
術
大
学
の
学
生
と
本
学
部
学
生
に
よ

る
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
共
同
開
催
し
て
い
ま
す
。各
教
員
に
よ
る
ゼ
ミ
単
位
で
の

専
門
を
活
か
し
た
タ
イ
、フ
ィ
ー
ジ
ー
な
ど
で
の
海
外
研
修

も
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。②
学
部
主
催
の
研
修
も
、オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア・カ
ー
テ
ィ
ン
大
、イ
ギ
リ
ス・ボ
ー
ン
マ
ス
大
で
の

語
学
と
地
域・観
光
研
修
、フ
ィ
リ
ピ
ン・Ｕ
Ｐ
セ
ブ
大
学
で

の
地
域
開
発
の
研
修
、サ
ウ
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
で
の
語
学

研
修
、韓
国・建
国
大
学
で
の
地
域
づ
く
り
と
文
化
を
学
ぶ

研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。③
国
際
地
域
学
科
で
は
英

語
で
学
ぶ
専
門
科
目
を
学
科
専
門
科
目
全
体
の
３
割
と
し
、

意
欲
的
な
学
生
を
対
象
に
し
て
グ
ル
ー
プ
化
し
、彼
ら
が
英

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
場
所
も
確
保
し
て
、統
一

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
を
推
進
し
て
い
ま
す
。④
す
で
に

７
年
目
に
な
り
ま
す
が
、各
国
の
大
使
を
招
聘
し
、大
使
リ

レ
ー
講
座
を
継
続
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、国
内
の
活
動
で
は
、各
地
か
ら
の
要
請
に
基

づ
き
、大
震
災
被
災
地
な
ど
で
地
域
づ
く
り
や
観
光
振
興

に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。一
昨
年
度
か
ら
は
合
同
ゼ
ミ
に
よ

る「
能
登
ゼ
ミ
」を
組
織
し
て
能
登
の
中
山
間
地
域
で
現

地
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
様
子
は
連
日
地
元
の
新

聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

４
．国
際
地
域
学
部
の
将
来

　
21
世
紀
は
大
き
な
変
革
の
世
紀
と
な
り
ま
す
。資
源
の

限
界
を
基
調
と
し
た
地
球
環
境
問
題
、持
続
的
な
開
発
の

模
索
、格
差
と
貧
困
の
拡
大
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
私
た
ち
の
前
に
あ
り
ま
す
。こ
れ

ら
難
問
の
解
決
に
向
か
う
と
き
、国
際
地
域
学
部
へ
の
期

待
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
こ
と
は
容
易
に
予
想
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。複
雑
で
多
様
に
展
開
す
る「
地
域
」

か
ら
の
発
想―

そ
こ
に
は
集
ま
っ
て
住
む
人
々
と
、そ
の

よ
っ
て
立
つ
環
境
と
が
紡
ぎ
だ
す
無
限
の
可
能
性
が
秘

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
創
設
当
初
か
ら
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
つ
つ
、豊
か
な

地
域
の
未
来
を
拓
く
国
際
地
域
学
部
の
研
究
・
教
育
活
動

に
、関
係
各
位
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

国
際
地
域
学
部
長
　
藤
井

　敏
信

早
稲
田
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
卒

同
大
学
院
建
設
工
学
博
士
課
程
満
期
退
学
。博
士（
工
学
）。

１
９
９
７
年
、国
際
地
域
学
部
の
創
設
と
共
に
着
任
。

専
攻
は
都
市
・
地
域
計
画
、ま
ち
づ
く
り
。
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生
命
科
学
部
応
用
生
物
科
学
科
教
授

生
命
科
学
部
と
食
環
境
科
学
部

　
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、生
命
科
学
部（
生
命
科
学
科
、応

用
生
物
科
学
科
）、食
環
境
科
学
部（
食
環
境
科
学
科
、健
康

栄
養
学
科
）の
２
学
部
４
学
科
体
制
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、生
命
科
学
部
３
学
科
体
制（
旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）

食
環
境
科
学
科
の
３
〜
４
年
生
は
、「
生
命
科
学
部
食
環
境

科
学
科
」の
学
生
と
し
て
卒
業
ま
で
勉
学
に
励
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。

学
習
支
援

　
若
手
の
教
員
に
よ
っ
て
学
習
支
援
室
が
運
営
さ
れ
、講

義
の
予
習
・
復
習
サ
ポ
ー
ト
、お
よ
び
、バ
イ
オ
技
術
者
認

定
試
験
の
受
験
指
導
等
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、学

習
支
援
室
の
開
室
時
間
を
１
限
の
授
業
の
準
備
が
で
き

る
よ
う
に
、午
前
８
時
に
繰
り
上
げ
、開
室
時
間
延
長
に

よ
る
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
板
倉
図
書
館
で
は
、蔵
書
検
索
以
外
に
も
利
用
で
き
る

P
C
の
設
置
、ゼ
ミ
単
位
な
ど
で
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

を
開
設
す
る
な
ど
い
っ
そ
う
の
利
便
性
の
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
資
格
取
得
の
促
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。高
等
学
校
・
中

学
校
教
諭
免
許（
理
科
）取
得
の
た
め
教
育
実
習
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
強
化
、バ
イ
オ
技
術
者
認
定
試
験（
中
級
・
上

級
）に
つ
い
て
は
、授
業
科
目『
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎

Ⅰ
・
Ⅱ
』の
中
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
と
と
も
に
専
門
科
目
間

の
連
携
を
強
化
し
て
高
い
合
格
率
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、全
学
的
に
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
専
任
の
職
員
を
配
置

し
た「
教
職
支
援
室
」を
設
置
し
、履
修
・
就
職
相
談
、就
職

試
験
対
策
と
し
て
模
擬
面
接
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
卒
業
、就
職
活
動
を
踏
ま
え
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
初
年
次
導
入
教
育
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る「
キ
ャ
リ

ア
ー
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ
・Ⅱ
」に
お
い
て
、大
学
生
活
設
計
、自
分

自
身
を
知
る
の
他
、ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
の
習
得
、学
習

目
標
・
動
機
の
獲
得
、キ
ャ
リ
ア
観
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
育
成
を
行
い
、進
路
検
討
、就
活
に
ス
ム
ー
ズ
に

入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。来
年
度
の
就

職
活
動（
現
３
年
生
）は
、開
始
時
期
な
ど
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。

語
学
力
向
上

　
英
語
学
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て「
英
語
に
よ
る
専
門
講

義
初
級
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
導
入
し
、ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
基

礎
用
語
の
習
得
、海
外
情
報
収
集
能
力
、国
際
学
会
発
表
、

海
外
留
学
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
図
る
よ
う

に
し
、専
門
的
か
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、TO

EIC

テ
ス
ト
の
導
入
に
よ
り
自
分
の

英
語
力
を
常
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。大
学

院
生
命
科
学
研
究
科
で
実
施
さ
れ
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
へ
の
学
部
生
の
積
極
的
な
参
加
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

女
子
運
動
部
の
活
躍

〔
陸
上
部
〕

　
９
月
28
日
に
全
日
本
大
学
女
子
駅
伝
の
関
東
地
区
予
選

会
が
千
葉
県
で
実
施
さ
れ
、板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
本
拠
地

を
置
く
陸
上
部
女
子
長
距
離
部
門
が
２
年
連
続
で
そ
の
大

会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。10
月
26
日（
日
）に
第

31
回
全
日
本
大
学
女
子
駅
伝
が
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催
さ

れ
、出
場
し
ま
す
。

〔
サ
ッ
カ
ー
部
〕

　
創
部
２
年
目
の「
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
」は
、関
東
リ
ー
グ

２
部
上
位
に
位
置
し
、１
部
リ
ー
グ
昇
格
を
目
指
し
て
健

闘
し
て
い
ま
す
。ご
声
援
く
だ
さ
い
。

１
９
４
９
年
宮
城
県
仙
台
市
生
ま
れ
、１
９
５
５
年
よ
り
浦
和
在
住
。東
洋
大
学

工
学
部
応
用
化
学
卒
業
、同
大
学
院
博
士
課
程
修
了
、工
学
博
士（
東
洋
大
学
）。

（
株
）ア
リ
ミ
ノ
を
経
て
、１
９
９
７
年
生
命
科
学
部
助
教
授
、２
０
０
８
年
同
教

授
、２
０
１
２
年
12
月
生
命
科
学
部
長
、地
域
活
性
化
研
究
所
長
歴
任
。専
門
分
野

は
、応
用
微
生
物
学
、酵
素
科
学
、香
粧
品
化
学
。

生
命
科
学
部
の
取
り
組
み

生
命
科
学
部
長
　
岡
崎

　渉
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新
設
２
年
目
を
迎
え
た

「
食
環
境
科
学
部
」の
近
況

食
環
境
科
学
部

　教
授

１
．食
環
境
科
学
部
の
概
要

　
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
1
9
9
7
年
に
創
設
さ
れ
た
生

命
科
学
部
は
、当
初
は
生
命
科
学
科
の
み
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。2
0
0
9
年
に
は
、バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

対
す
る
関
心
の
高
ま
り
を
う
け
、応
用
生
物
科
学
科
と
食

環
境
科
学
科
が
創
設
さ
れ
３
学
科
と
な
り
ま
し
た
。そ
し

て
2
0
1
3
年
に
は
、新
た
に「
健
康
栄
養
学
科
」を
新
設

し
、生
命
科
学
部
か
ら
分
離
し
た
食
環
境
科
学
科
と
と
も

に
、２
学
科
で
構
成
さ
れ
る「
食
環
境
科
学
部
」が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
学
部
が
創
設
さ
れ
た
社
会
的
背
景
は
、言
う
ま

で
も
無
く「
食
と
健
康
」で
す
。平
均
寿
命
の
延
伸
と
出
生

率
の
長
期
的
な
低
下
に
よ
り
、2
0
5
0
年
に
は
、ほ
ぼ

３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
と
な
る
超
高
齢
社
会
を
迎
え

る
と
と
も
に
、食
生
活
の
多
様
化
に
よ
る
食
習
慣
の
乱
れ

や
運
動
不
足
等
に
よ
り
生
活
習
慣
病
が
増
加
し
、食
と
健

康
に
関
わ
る
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、食
環
境
科
学
部
で
は
、食
品
の
機
能
科
学
や

栄
養
・
健
康
科
学
を
総
合
的
に
探
究
し
、こ
れ
を
高
度
な

栄
養
指
導
に
発
展
さ
せ
、生
命
と
健
康
、食
の
安
全
に
係

る
分
野
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、国
民
が
生
涯
に

わ
た
り
健
康
で
明
る
く
、活
力
あ
る
生
活
が
送
れ
る
社
会

づ
く
り
、国
際
社
会
の
先
駆
け
と
な
る
健
康
長
寿
社
会
の

実
現（
健
康
寿
命
の
延
伸
）に
貢
献
し
て
行
き
ま
す
。

２
．食
環
境
科
学
科
の
近
況

　
食
環
境
科
学
科（
入
学
定
員
1
2
0
名
）は
、フ
ー
ド
サ

イ
エ
ン
ス
専
攻（
入
学
定
員
70
名
）と
ス
ポ
ー
ツ
・
食
品
機

能
専
攻（
入
学
定
員
50
名
）の
２
専
攻
で
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
で
は
、こ
れ
ま
で
の
生
命
科

学
部
食
環
境
科
学
科
の
教
育
を
踏
襲
し
、食
品
の
機
能
科

学
、栄
養
・
健
康
科
学
、食
品
の
安
全
な
ど
の
専
門
知
識

や
、食
育
を
通
し
た
食
文
化
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
る

学
問
領
域
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、先
端
的
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
基
礎
と
し
た
食
品
機
能
に
つ
い
て
の
知
識
や

食
品
の
安
全
を
高
度
に
追
及
で
き
る
専
門
能
力
、さ
ら
に

は
健
康
の
視
点
か
ら
食
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
総
合

力
の
育
成
を
行
う
こ
と
で
、地
球
規
模
で
の
食
糧
生
産
や

加
工
お
よ
び
流
通
等
の
食
環
境
を
、総
合
的
に
理
解
し
食

の
安
全
を
追
及
す
る
食
品
技
術
者
を
養
成
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
・
食
品
機
能
専
攻
で
は
、生
命
科
学
の
知
識

を
基
礎
に
、栄
養
学
、食
品
学
、衛
生
学
、人
体
の
構
造
と

機
能
、健
康
増
進
の
た
め
の
運
動
と
食
品
が
持
つ
機
能

（
栄
養
）の
関
係
を
学
び
、身
体
活
動
に
伴
う
食
事
・
栄
養

の
摂
り
方
な
ど
の
専
門
知
識
を
修
得
し
、食
品
機
能
が
人

体
に
お
よ
ぼ
す
影
響
か
ら
生
命
の
営
み
を
科
学
的
に
探

究
す
る
食
品
機
能
科
学
、ス

ポ
ー
ツ
栄
養
科
学
を
熟
知
し

た
食
品
技
術
者
を
養
成
し
ま

す
。ま
た
、こ
の
専
攻
で
は
、板

倉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
陸
上

競
技
部
女
子
長
距
離
部
門
及

び
サ
ッ
カ
ー
部
女
子
部
と
連

携
し
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
中
で

の
学
部
教
育
に
つ
い
て
も
実

践
し
て
い
ま
す
。

　
両
専
攻
と
も
、倫
理
観
を
も

ち
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
お
り
ま

す
の
で
、会
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

３
．健
康
栄
養
学
科
の
近
況

　
健
康
栄
養
学
科（
入
学
定
員
1
0
0
名
）で
は
、生
命
科

学
分
野
の
幅
広
い
知
識
を
有
し
、健
康
と
食
と
の
間
を
つ

な
ぐ
専
門
的
知
識
と
技
術
を
修
得
し
、医
療
・
福
祉
・
栄
養

行
政
の
分
野
の
専
門
職
を
目
指
し
て
、社
会
に
貢
献
で
き

る
高
度
な
知
識
と
技
術
力
を
も
っ
た
管
理
栄
養
士
と
し

て
、地
域
社
会
に
参
画
し
、人
々
の
生
活
の
質（
Q
O
L
：

Q
uality of Life

）の
向
上
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
養
成

し
ま
す
。管
理
栄
養
士
の
活
躍
の
範
囲
は
今
後
、給
食

サ
ー
ビ
ス
か
ら
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
へ
と
移
行
の
時

期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
、今
後
の
職
業
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
本
学
科
は
２
年
目
と
な
り
、２
年
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
は
講
義
に
加
え
実
験
・
実
習
科
目
が
多
く
、体
験
を
通

し
て
学
ぶ
科
目
が
増
加
し
て
い

ま
す
。３
年
秋
学
期
か
ら
４
年
次

に
学
外
の
病
院
や
保
健
セ
ン

タ
ー
等
で
指
導
を
受
け
る「
臨
地

実
習
」や
、管
理
栄
養
士
国
家
試

験
受
験
対
策
シ
ス
テ
ム（A

ctive 

L
M
S 

）に
よ
る
学
習
支
援
も

開
始
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
学
生
の
夢
の
達
成
に

向
け
、サ
ポ
ー
ト
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

４
．さ
い
ご
に

　
食
環
境
科
学
部
で
は
、食
品
の
機
能
を
総
合
的
に
探
究

し
、こ
れ
を
高
度
な
栄
養
指
導
に
発
展
さ
せ
、健
康
格
差

を
生
ま
な
い
社
会
創
り
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
し

ま
す
。ま
た
、板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
併
設
さ
れ
て
い
る
生

命
科
学
部
と
の
協
働
に
よ
り
、再
生
医
療
、革
新
的
医
療

診
断
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
、総
合
大
学
の
強
み
を
生
か

し
て
健
康
寿
命
の
延
伸
に
取
り
組
み
ま
す
。さ
ら
に
、板

倉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
陸
上
競
技
部
女
子
長
距
離
部
門

及
び
サ
ッ
カ
ー
部
女
子
部
と
も
連
携
し
、ス
ポ
ー
ツ
栄
養

科
学
を
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
中
で
実
践
し
、発
展
さ
せ
ま

す
。

　
今
後
と
も
、甫
水
会
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

食
環
境
科
学
部
長
　
林

　清

１
９
５
２
年
　
愛
知
県
刈
谷
市
に
生
ま
れ
る
。名
古
屋
大
学
農
学
部
農
芸
化
学
科

卒
業
。農
林
省
　
食
品
総
合
研
究
所
研
究
員
、農
林
水
産
省
首
席
研
究
開
発
企
画

官
、（
独
）農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
　
理
事
、食
品
総
合
研
究
所
　
所

長
を
へ
て
、２
０
１
３
年
４
月
よ
り
現
職
。

専
門
は
食
品
科
学
、微
生
物
利
用
、酵
素
利
用
。博
士（
農
学
）　

主
な
著
書
は
、食
品
技
術
総
合
事
典（
朝
倉
書
店
）、総
合
　
調
理
用
語
辞
典（
社
団

法
人
　
全
国
調
理
師
養
成
施
設
協
会
）、Biocatalysis and A

gricultural 
B

iotechnology

（C
R

C
 P

ress

）等
多
数
。
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ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
生
活
支
援
学
科
教
授 学

部
開
設
10
年
、新
た
な
挑
戦

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
近
況

   

本
年
は
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
が
開
設
さ
れ
て
10
年

目
に
な
り
ま
す
。こ
の
節
目
の
年
に
新
体
育
館
や
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
建
設
、講
義
棟
の
改
修
に
よ
り
学
生
ホ
ー

ル
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
の
拡
張
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
で
は
週
２
回
、学
修
支
援
も

行
わ
れ
ま
す
。さ
ら
に
本
年
は
、朝
霞
図
書
館
の
改
修
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
朝
霞
キ
ャ

ン
パ
ス
に
是
非
足
を
お
運
び
下
さ
い
。

　
さ
て
、本
学
部
で
は
20
周
年
に
向
け
て
更
な
る
飛
躍

を
期
し
、東
洋
大
学
が
掲
げ
る
哲
学
教
育
、キ
ャ
リ
ア
教

育
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
と
い
う
教
育
目
標
を
踏

ま
え
、「
21
世
紀
の
生
活
を
デ
ザ
イ
ン
し
、創
造
す
る
」た

め
の
学
問
で
あ
る
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
の
理
念
の
教

育
、研
究
、社
会
貢
献
を
通
じ
た
展
開
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。今
回
は
、い
く
つ
か
特
徴
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ご

紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」を
取
り
入
れ
た

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
で
は
、教
職
員
と
学
生
が
一
体

と
な
っ
て
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
中
で
、現
場
で
考

え
つ
つ
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
図
る「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
」を
重
視
し
た
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
は
、

「
子
育
て
サ
プ
リ
」（
子
ど
も
支
援
学
専
攻
な
ど
）、「K

eep

　A
ctive

」・「
志
木
市
子
ど
も
教
室
」（
健
康
ス
ポ
ー
ツ
学

科
）、「
北
区
高
齢
者
の
見
守
り
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
」（
生
活

支
援
学
専
攻
）、「
鯵
ヶ
沢
ま
ち
づ
く
り（
域
学
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
：
総
務
省
）」（
人
間
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）な
ど

が
あ
り
ま
す
。プ
ロ
グ
ラ
ム
は
総
じ
て
行
政
や
近
隣
住
民

の
方
々
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、本
年
は「
子
育
て
サ
プ
リ
」

は「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」、ま
た「K

eep

　A
ctive

」は
新
し
い

タ
イ
プ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
あ
る「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
倶

楽
部A

SA
K

A

」と
し
て
、さ
ら
に
内
容
を
充
実
さ
せ
ま
し

た
。こ
の
ほ
か
に
も
、少
子
高
齢
社
会
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
日
本
が
直
面
す
る
重
要
課
題
に
積

極
的
に
関
与
す
る
中
で
、教
育
成
果
を
上
げ
て
い
く
た
め

の
新
た
な
企
画
を
検
討
中
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育

  

卒
業
生
の
進
路
は
、受
験
生
が
学
部
選
び
の
際
に
大
い

に
参
考
に
す
る
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
で
は
既
に
６
期
生
ま
で
が
社
会
人

と
し
て
巣
立
っ
て
い
ま
す
。「
福
祉
・
介
護
」「
保
育
・
幼
児
教

育
」「
健
康
づ
く
り
」「
運
動
支
援
」「
人
間
と
環
境
を
大
切
に

す
る
デ
ザ
イ
ン
」な
ど
の
専
門
性
と
技
術
を
生
か
し
た
職

場
に
就
職
す
る
学
生
の
他
、い
わ
ゆ
る
一
般
企
業
に
就
職

す
る
学
生
も
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、通

常
の
授
業
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
就
職
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、卒
業
生
と
の
交
流
の

場
と
も
な
る｢

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
セ
ミ
ナ
ー｣

（
生
活
支
援
学

専
攻
）や｢

リ
カ
レ
ン
ト
教
育｣

（
子
ど
も
支
援
学
専
攻
）、教

職
支
援
室
に
よ
る
面
接
、論
文
な
ど
に
関
す
る
実
践
的
指

導（
健
康
ス
ポ
ー
ツ
学
科
な
ど
）、製
品
開
発
に
た
ず
さ

わ
っ
た
一
流
の
講
師
を
招
き
、自
ら｢

デ
ザ
イ
ン
思
考｣

の

過
程
を
体
験
す
る｢

デ
ザ
イ
ン
未
来
塾｣

（
人
間
環
境
デ
ザ

イ
ン
学
科
）な
ど
、学
科
や
専
攻
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
、学
生
を
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応

　
東
洋
大
学
は
、海
外
の
大
学
や
機
関
と
の
国
際
交
流

を
強
化
し
て
い
ま
す
。ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
で
も
、ド

イ
ツ
体
育
大
学
等
へ
の
研
修
、韓
国
で
の
介
護
施
設
研

修
や
中
国
・
韓
国
等
へ
の
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
ゼ
ミ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
語
学
研
修
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。最
近
は
、東
洋
大
学
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
大

学
へ
の
留
学
を
希
望
す
る
学
生
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
国
際
化
の
流
れ
を
意
識
し
、英
語
能
力
の

向
上
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
学
部
で
もT

O
EIC

試
験
を
年
間
１
回
は
受
験
し

て
英
語
力
の
向
上
に
努
め
る
よ
う
、学
生
に
呼
び
か
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、近
い
将
来
留
学
生
の
受
け

入
れ
も
検
討
し
て
い
く
方
向
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、教
員
も
一
層
語
学
力
の
向
上
を
求
め

ら
れ
そ
う
で
す
。

追
記
：

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
で
は
、１
年
遅
れ
て
開
設
さ
れ

た
人
間
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
が
10
周
年
を
迎
え
る
平
成

27
年
に
開
設
10
周
年
の
記
念
行
事
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。詳
細
は
追
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
す
る
予
定

で
す
。多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
長
　
白
石
　弘
巳

1
9
7
9
年
東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
卒
業
。同
大
大
学
院
修
了（
医
学
博
士
）。

専
門
は
精
神
医
学
、精
神
保
健
学
。2
0
0
5
年
４
月
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
開
設

に
伴
い
着
任
。2
0
1
3
年
４
月
か
ら
学
部
長
。精
神
疾
患
に
罹
患
し
た
人
の
地
域

生
活
支
援
、家
族
支
援
、精
神
保
健
福
祉
法
制
度
な
ど
に
関
す
る
研
究
の
傍
ら
、国
や

東
京
都
等
自
治
体
の
精
神
、障
害
分
野
の
各
種
委
員
を
歴
任
。
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平
成
26
年
度
の
白
山
校
舎
甫
水
懇
談
会
は
、天
候
が
悪

い
中
、約
６
０
０
名
の
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
、井
上
円
了
ホ
ー
ル
で
懇
談
会
が

始
ま
り
、竹
村
学
長
の
挨
拶
に
続
き
、大
学
生
に
対
す
る
就

職
支
援
で
著
名
な
福
島
直
樹
氏
の「
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

変
更
で
、お
子
様
の
就
活
は
ど
う
変
わ
る
か
」と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
と
こ
ろ
の
ゆ
る
や
か
な
経
済
状
況
の
改
善
の
も

と
、大
学
生
の
就
職
状
況
も
上
向
き
に
な
っ
て
き
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、企
業
の
厳
選
採
用
の
基
調
は

続
い
て
お
り
、学
生
に
と
っ
て
は
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
状

況
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
よ
う
で
す
。ご
父
母

の
皆
様
も
、お
子
様
の
就
職
活
動
が
ど
の
よ
う
な
流
れ
で

進
ん
で
い
く
の
か
、ど
う
準
備
を
進
め
た
ら
よ
い
か
、ま

た
、企
業
が
学
生
に
求
め
て
い
る
も
の
は
何
か
等
々
に
つ

い
て
、当
然
不
明
な
点
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
し
、ど
の
よ

う
に
お
子
様
と
接
し
、力
添
え
が
で
き
る
か
と
お
感
じ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
講
演
で
は
、福
島
氏
が
採
用
試
験
の
具
体
例
を
取
り
上

げ
な
が
ら
、時
折
参
加
者
の
笑
い
を
誘
い
つ
つ
、皆
様
の
疑

問
点
に
つ
い
て
適
切
に
応
え
ら
れ
た
わ
か
り
や
す
い
お
話

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。毎
日
の
学
業
を
基
本
に
知
識
を

蓄
積
す
る
一
方
で
、分
野
は
問
わ
ず
、ア
ピ
ー
ル
で
き
る
具

体
的
な
活
動
・
体
験
を
有
す
る
こ
と
、さ
ら
に
経
験
を
も
と

に
職
業
に
対
す
る
し
っ
か
り
と
し
た
意
識
が
醸
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
就
職
活
動
の
結
果
を
左
右
す
る
と
感
じ
ま
し

た
。い
ま
大
学
で
は
、企
業
が
求
め
る
人
材
像
と
学
生
の
志

向
を
考
慮
し
た
上
で
、広
範
な
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め

の
行
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。お
子
様
に
は
授
業
を
中
心

に
専
門
性
を
深
め
る
と
同
時
に
、各
種
行
事
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
も
参
加
し
た
上
で
幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
日
の
午
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、甫
水
会
会
長
の
挨

拶
、学
部
長
紹
介
に
引
き
続
き
各
学
部
に
分
か
れ
て
学
部
・

学
科
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。私
が
担
当
す
る
社
会
学

部
で
は
、ま
ず
森
田
明
美
学
部
長
か
ら
、学
部
全
体
の
教
育

方
針
を
は
じ
め
、教
育
内
容
の
特
徴
、教
育
現
場
の
具
体
的

な
事
例
、日
ご
ろ
の
学
生
の
活
動
や
様
子
等
に
つ
い
て
全

体
説
明
と
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、各
学
科
に
分

か
れ
学
科
の
全
体
説
明
に
引
続
き
、教
員
と
の
個
人
面
談

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
多
く
の
父
母
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
面
談
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、成
績
に
関
す
る
こ
と
を
は
じ
め
学
習
面
に

関
す
る
こ
と
、海
外
留
学
、奨
学
金
、就
職
等
々
様
々
な
ご

質
問
が
あ
り
、予
定
時
間
を
延
長
し
行
わ
れ
た
学
科
も
あ

り
ま
し
た
。並
行
し
て
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
諸
施
設
を
め
ぐ
る

校
舎
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、こ
ち
ら
に
も
多
数
の

ご
参
加
が
あ
り
、学
生
の
日
常
空
間
を
感
じ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。最
後
に
、場
所
を
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
に
移
し
、会
員

の
皆
様
と
学
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
教
職
員
が
一
堂
に
会

し
た
懇
親
会
が
開
か
れ
、こ
こ
で
も
多
岐
に
わ
た
る
ご
質

問
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、懇
親
を
深
め
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
久
し
ぶ
り
に
甫
水
懇
談
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、ご
父
母
の
方
々
の
大
学
に
対
す
る
期
待
の

高
さ
を
改
め
て
感
じ
る
と
同
時
に
、様
々
な
疑
問
、不
安
も

持
た
れ
て
お
り
、大
学
か
ら
の
適
切
な
情
報
発
信
の
重
要

性
を
確
認
し
ま
し
た
。近
年
で
は
特
に
、卒
業
後
の
進
路
に

つ
い
て
ご
関
心
が
高
く
、今
回
も
多
く
の
方
が
就
職
に
関

す
る
個
別
相
談
会
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、時
代
の
変
遷
に
伴
い
、皆
様
方
の
ご
期
待

に
応
え
て
い
く
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、そ
の
た
め
に
本
学

が
ど
の
よ
う
な
方
針
で
臨
み
、大
学
教
育
を
展
開
し
て
い

る
の
か
を
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
お
伝
え
し
、皆
様
方
と

の
相
互
理
解
を
は
か
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
今
回
の
懇

談
会
を
通
じ
強
く
感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

教
務
部
社
会
学
部
教
務
課 

課
長

　花
田  

洋
一

白
山
校
舎
甫
水
懇
談
会
に
協
力
し
て

平
成
二
十
六
年
度 

四
校
舎
﹁
甫
水
懇
談
会
﹂

平
成
二
十
六
年
度 

四
校
舎
﹁
甫
水
懇
談
会
﹂
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平
成
26
年
6
月
29
日（
日
）に
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

甫
水
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
11
時
か
ら
受

付
が
開
始
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ず
、ご
父
兄
の
甫
水
懇
談

会
に
か
け
る
熱
心
さ
ゆ
え
か
、は
た
ま
た
川
越
駅
か
ら
15

分
に
1
本
と
い
う
電
車
の
無
さ
か
、受
付
開
始
40
分
以
上

も
前
か
ら
み
え
ら
れ
た
ご
父
兄
も
お
ら
れ
、準
備
後
の
余

裕
も
な
く
受
付
開
始
と
な
り
総
計
2
6
7
名
の
ご
父
兄
が

来
場
さ
れ
ま
し
た
。来
年
は
、も
う
少
し
余
裕
を
持
っ
た
受

付
開
始
と
な
る
よ
う
事
務
局
の
集
合
時
間
を
も
う
少
し
早

め
な
い
と
い
け
な
い
か
と
思
案
し
て
お
り
ま
す
。

　
午
前
中
は
、㈱
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ニ
ン
グ
研
究
所
人

事
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
櫻
井
照
士
氏
の「
就
職
活
動
に
お

い
て
親
が
で
き
る
こ
と
」の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。時
間

も
押
し
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
た
め
質
問
等
の
場
を
設

け
る
こ
と
が
ほ
ぼ
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、残
っ
て
質
問

さ
れ
て
い
た
ご
父
兄
も
お
り
、や
は
り
入
学
後
は
卒
業
・
就

職
へ
の
ご
父
兄
の
関
心
は
強
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、来
場
さ
れ
た
ご
父
兄
よ
り「
学
科
説
明
が
あ
る

と
聞
い
て
い
た
が
、な
い
の
で
し
ょ
う
か
」と
の
質
問
が
数

件
あ
り
、ま
た
事
前
に
い
た
だ
く
質
問
内
容
も「
成
績
表
の

見
方
が
知
り
た
い
」、「
就
職
準
備
は
い
つ
頃
か
ら
し
た
ら

よ
い
の
か
、就
職
ま
で
の
流
れ
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
」

「
就
職
す
る
う
え
で
ど
の
よ
う
な
資
格
を
取
っ
て
お
い
た

方
が
い
い
の
か
」な
ど
今
年
度
も
皆
様
に
共
通
な
質
問
を

多
々
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
た
め
、今
年
度
は
学
科
説
明

を
行
い
、そ
の
中
で
、事
前
の
質
問
に
対
す
る
回
答
や
、カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
、履
修
の
仕
方
、成
績
表
の
見
方
、就
職

状
況
な
ど
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
等
を
利
用
し
て
教
員
か
ら
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、個
人
面
談
の

方
も
比
較
的
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、そ
れ
で
も
15
分
ほ
ど
の
面
談
予
定
時
間
を

学
科
に
よ
っ
て
は
30
分
近
く
、ご
子
息
の
学
校
で
の
様
子

や
履
修
状
況
、成
績
状
況
な
ど
教
員
と
話
さ
れ
て
い
た
ご

父
兄
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、１
年
生
の
ご
父
兄
に
対
し
、「
成
績
も
出
て
い
な

い
状
況
で
は
個
人
面
談
を
行
っ
て
も
あ
ま
り
話
す
内
容
が

な
い
」と
の
教
員
か
ら
の
意
見
も
あ
り
、初
の
企
画
と
し

て
、1
年
生
の
ご
父
兄
と
２
年
生
の
ご
父
兄
の
希
望
者
を

学
科
説
明
後
、別
会
場
で
親
と
子
で
一
緒
に
考
え
る「
学
生

生
活
を
充
実
さ
せ
る
た
め
のPRO

G
テ
ス
ト
活
用
法
」と

題
し
て
、PRO

G

テ
ス
ト
を
行
っ
た
業
者
に
来
て
い
た
だ

き
解
説
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。ご
父
兄
あ
て
に
説
明

を
す
る
の
も
業
者
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た

そ
う
で
す
が
、ご
父
兄
も
熱
心
に
聞
か
れ
て
お
り
ご
子
息

と
の
会
話
の
話
題
提
供
の
一
助
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
総
合
情
報
学
部
に
お
い
て
は
、今
年
度
か
ら
ク
ラ
ス
担

任
制
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
、個
人
面
談
は
自
分
が

担
当
し
て
い
る
ク
ラ
ス
の
ご
子
息
の
ご
父
兄
と
面
談
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。ご
父
兄
に
と
っ
て
も
教
員
に
と
っ
て

も
情
報
交
換
が
出
来
て
良
い
機
会
を
持
て
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
自
由
見
学
に
お
い
て
は
、機
械
工
学
科
製
図
室
、応
用
化

学
科
学
生
実
験
室
、建
築
学
科
製
図
室
や
実
験
室
、総
合
情

報
学
科
実
験
室
、バ
イ
オ
・
ナ
ノ
セ
ン
タ
ー
β
棟
な
ど
、ご

子
息
が
ど
の
よ
う
な
機
器
を
利
用
し
ど
の
よ
う
な
実
験
や

製
図
な
ど
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
見
て
い
た
だ
け
た
か
と

思
い
ま
す
。あ
い
に
く
個
人
面
談
開
始
あ
た
り
か
ら
懇
親

会
開
始
前
ぐ
ら
い
ま
で
大
雨
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、面
談
終
了
後
大
雨
の
中
を
建
物
が
離
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
実
験
室
を
見
に
行
っ
て
く
だ
さ
る
ご
父
兄
も

お
ら
れ
、教
育
に
対
す
る
熱
心
さ
を
痛
感
致
し
ま
し
た
。

　
毎
年
、ど
の
よ
う
な
懇
談
会
の
企
画
に
す
る
の
か
事
務

局
と
甫
水
会
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
が
、打
合
せ
時

期
が
早
す
ぎ
る
の
か
、企
画
が
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
た

め
か
、ご
父
兄
の
皆
様
へ
懇
談
会
の
ご
案
内
を
送
る
ま
で

に
内
容
を
詰
め
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。そ
の
た

め
、事
前
に
お
知
ら
せ
し
て
い
た
内
容
と
異
な
る
こ
と
が

今
年
は
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、少
し
で
も
来
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
来
年
も
足

を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

川
越
事
務
部
教
学
課

　課
長
補
佐

　大
野

　幾
代

川
越
校
舎
甫
水
懇
談
会
に
協
力
し
て
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今
年
度
の
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
甫
水
懇
談
会

は
、６
月
22
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。内
容
と
し
ま
し
て

は
大
学
紹
介
に
始
ま
り
、就
職
講
演
会
・
学
科
別
説
明
会

と
校
舎
見
学
会
・
個
別
面
談
へ
と
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま

し
た
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ
は
充
実
し
た
内
容
で
ご
案
内

で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。年
々
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
保
護
者
の
皆
さ
ま
は
少
し
ず
つ
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、

関
心
の
高
さ
を
感
じ
る
こ
と
で
、私
の
方
も
よ
り
真
剣
な

気
持
ち
で
懇
談
会
へ
と
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
全
体
会
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
就
職
講
演
会
で
は
、㈱

エ
ー
ビ
ー
シ
ー
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
チ
ー
フ
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
山
本
み
ど
り
氏
を
お
招
き
し
て「
採
用
側

か
ら
見
た
就
職
活
動
の
現
状
と
学
生
の
傾
向
」を
テ
ー
マ

と
し
た
講
演
を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。主
な
内
容

と
し
ま
す
と
、２
０
１
６
年
度
の
採
用
で
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
の
説
明
に
始
ま
り
、就
職
に

際
し
て
面
接
時
の
企
業
側
か
ら
見
る
学
生
の
見
方
、企
業

が
求
め
る
人
材
、近
年
の
学
生
に
多
い
傾
向
や
就
職
活
動

ま
で
に
必
要
な
こ
と
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
皆
さ
ま
は
、近
年
の
就
職
状
況
へ

の
不
安
が
大
き
い
ゆ
え
に
特
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
こ
と
と
感
じ
ま
し
た
。保
護
者
の
皆
さ
ま
は
、お

子
様
の
最
も
身
近
な
相
談
先
で
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な

機
会
に
更
に
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き
、是
非
と
も
低
学

年
の
う
ち
か
ら
就
職
活
動
に
大
き
な
力
添
え
を
い
た
だ

け
る
こ
と
を
願
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
。し
か
し
、一
方
で

は
大
学
生
に
な
る
と
社
会
的
に
も
大
人
と
し
て
扱
わ
れ
、

大
学
の
就
学
関
係
諸
手
続
き
や
当
然
就
職
活
動
も
学
生

自
ら
が
主
体
的
に
動
い
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

の
で
、あ
く
ま
で
も
お
子
様
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
て
保

護
者
と
し
て
は
、良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
悩
ん
だ
と

き
の
心
の
支
え
と
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、私
の
方
で
直
接
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

個
別
面
談
で
は
、様
々
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。内

容
の
ひ
と
つ
と
し
て
は
理
系
の
学
部
と
言
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
て
、特
に
低
学
年
で
は
大
学
の
授
業
に
つ
い
て
い

く
こ
と
に
対
し
て
の
不
安
を
お
持
ち
の
保
護
者
様
か
ら

の
ご
心
配
の
声
は
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
れ

に
対
し
て
は
、板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
設
置
し
て
あ
り
ま

す
学
習
支
援
室
の
利
用
を
ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
。各
個

人
の
学
力
レ
ベ
ル
引
上
げ
に
対
し
、学
生
本
人
の
や
る
気

を
大
切
に
し
て
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
有
効
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、保
護
者
様
に
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
成
績
表
に
つ

い
て
は
、修
得
単
位
や
成
績
評
価
的
な
良
し
悪
し
を
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
も
当
然
大
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、継
続
的

に
経
過
を
追
っ
て
い
た
だ
き
、急
激
な
落
ち
込
み
や
続
落

な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
生
活
面
に
お
い
て
も
何
か
変

わ
っ
た
こ
と
が
な
い
か
な
ど
が
ご
注
意
い
た
だ
く
ポ
イ

ン
ト
か
と
思
い
ま
し
た
。こ
の
点
な
ど
で
感
じ
ま
し
た

が
、私
た
ち
も
単
に
成
績
表
の
評
価
だ
け
で
は
な
い
総
合

的
な
見
方
が
出
来
る
個
別
相
談
を
今
後
も
行
な
い
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、敷
地
の
大
き
さ
は
本
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
１
番
で
あ
り
な
が
ら
、学
生
数
は
最
も
少
な
く
、

事
務
局
規
模
も
小
さ
な
組
織
で
、比
較
的
少
人
数
の
ス

タ
ッ
フ
で
運
営
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、学
生

一
人
ひ
と
り
に
よ
り
多
く
の
目
を
配
れ
る
、ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
り
ま
す
。特
に
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
教
員
と
職
員
の
連
携
も
強
く
、学
生
に
親
切
な
指
導

と
案
内
を
よ
り
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
を

と
っ
て
お
り
ま
す
。キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
お
き
ま
し
て
学
業

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
イ
ベ
ン
ト
、キ
ャ
リ
ア
教
育（
就
職
）に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
合
宿
等
様
々
な
企
画
を
行
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、こ
れ
ら
を
ひ
と
つ
で
も
多
く
利
用
し
て

い
た
だ
き
、充
実
度
を
高
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。ま
た
、保
護
者
の
皆
さ
ま
に
も
お
か
れ
ま
し
て
も
、少

し
で
も
多
く
の
方
に
甫
水
懇
談
会
へ
参
加
が
実
り
あ
る

も
の
と
な
る
よ
う
教
員
・
職
員
共
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、今
後
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
す
。今
回
は
、盛
況
な
開
催
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

板
倉
事
務
部
板
倉
事
務
課

　課
長
補
佐

　叶
内

　孝

板
倉
校
舎
甫
水
懇
談
会
に
協
力
し
て



2014
TOYO UNIVERSITY 22

　
平
成
26
年
度
朝
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
甫
水
懇
談

会
は
、6
月
21
日（
土
）、1
0
0
名
を
超
え
る
ご
父
母
を

お
迎
え
し
、盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。ご
父
母
の
皆
さ
ま
、関
係
者
の
方
々
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、改
め
ま
し
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
当
日
の
全
体
会
で
は
、甫
水
会
役
員
の
方
々
の
ご
挨

拶
、白
石
弘
巳
学
部
長
の
挨
拶
に
引
き
続
き
、各
学
科
長
、

専
攻
長
お
よ
び
朝
霞
事
務
部
長
の
挨
拶
と
紹
介
が
あ
り
、

そ
の
後「
就
職
講
演
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。株
式
会
社

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ニ
ン
グ
研
究
所
の
人
事
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
・
櫻
井
照
士
氏
に
よ
る
ご
講
演
は
、「
就
職
活
動
に

お
い
て
親
が
で
き
る
こ
と
」と
題
し
、採
用
選
考
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
に
伴
い
、新
卒
採
用
は
ど
う
変
わ
る
の

か
？
採
用
現
場
の
今
を
伝
え
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、保

護
者
と
し
て
、就
職
活
動
に
ど
う
い
う
関
わ
り
方
が
あ
る

の
か
、ご
自
身
の
体
験
等
に
触
れ
な
が
ら
、ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
全
て
の
学
科
・
専
攻
に
お
い
て
は
、身

体
を
使
っ
て
実
践
す
る
幅
広
く
学
べ
る
特
色
が
あ
り
、そ

れ
は
、ど
ん
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
も
対
応
で
き
る
こ
と
、す

な
わ
ち
汎
用
性
の
あ
る
学
び
を
強
み
と
し
て
、様
々
な
就

職
先
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
終
了
後
は
、各
学
科
専
攻
毎
に
会
場
を
分
け
て
、

学
科
・
専
攻
説
明
お
よ
び
個
別
面
談
を
設
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
、多
数
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま

た
、学
生
支
援
に
関
し
て
様
々
な
ご
相
談
等
に
お
答
え
で

き
る
よ
う「
就
職
・
学
生
生
活
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
」を
開

設
い
た
し
ま
し
た
が
、残
念
な
が
ら
利
用
さ
れ
た
方
々
は

ご
く
少
数
で
あ
り
ま
し
た
。次
回
の
甫
水
懇
談
会
で
は
、

個
別
面
談
の
実
施
方
法
を
含
め
て
、工
夫
・
改
善
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
校
舎
見
学
会
で
は
、図
書
館
、図
書
館
地
下
実
習
室
、図

書
館
１
階
工
房
、人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
、３
月
に
竣
工
し

た
体
育
館
お
よ
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、保
育
実
習
室
、音
楽

実
習
室
、学
生
食
堂
、学
生
ホ
ー
ル
等
を
ご
案
内
さ
せ
て

い
た
だ
き
、ご
子
女
の
学
習
環
境
や
学
生
生
活
の
現
場
を

直
接
ご
覧
い
た
だ
け
た
か
と
存
じ
ま
す
。ま
た
、今
秋
、朝

霞
図
書
館
は
２
階
を「
動
」の
ゾ
ー
ン
、３
階
を「
静
」の

ゾ
ー
ン
と
す
る
次
世
代
型
図
書
館
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。２
階
は
、多
様
な
学
習
環

境
に
対
応
で
き
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
及
び
Ｐ
Ｃ

コ
ー
ナ
ー
等
利
用
目
的
に
応
じ
た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
学

習
エ
リ
ア
と
し
て
、３
階
エ
リ
ア
に
は
、グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
可
能
な
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
及
び
個
人
学
習
の
可
能
な
ス
タ
デ
ィ
ル
ー

ム
を
そ
れ
ぞ
れ
新
設
し
、さ
ら
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム

を
設
置
す
る
等
、長
時
間
滞
在
が
可
能
な
図
書
館
と
な
り

ま
し
た
。図
書
館
の
豊
富
な
資
料
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
を
基
に
、積
極
的
に
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存

じ
ま
す
。

　
今
年
度
、朝
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
、教
職
課
程

履
修
者
へ
の
指
導
・
相
談
対
応
の
窓
口
と
し
て
、教
職
支

援
室
を
開
設
し
、さ
ら
に
、海
外
留
学
相
談
な
ど
も
含
め
、

英
語
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
を
中
心
に
学
修
支
援
を
行
う

ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
L
S
C
）を
開
設
い

た
し
ま
し
た
。今
後
も
、ご
子
女
か
ら
の
学
び
の
疑
問
や

相
談
を
受
け
て
、様
々
な
形
で
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
、

平
成
27
年
度
に
開
設
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。様
々
な
記
念

事
業
並
び
に
記
念
行
事
の
計
画
に
つ
い
て
、準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
が
、詳
細
が
決
定
し
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
学
生
と
の
意
見
交
換
会
等
を
通
じ
、学
生

と
教
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
た
学
部
・

キ
ャ
ン
パ
ス
運
営
を
行
な
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
、ご
父
母
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、引
き
続

き
ご
理
解
、ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

朝
霞
事
務
部

　次
長

　佐
久
間

　孝
行

朝
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
甫
水
懇
談
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
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板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
懇
談
会
に
は
、生
命
科
学
部
、食
環
境

科
学
部
に
在
学
し
て
い
る
学
生
の
保
護
者（
首
都
圏
支
部
）

１
１
１
名
の
参
加
者
で
あ
っ
た
。

　
大
学
か
ら
大
熊
廣
一
教
授・本
学
常
務
理
事
、生
命
科
学

部
長・岡
崎
歩
教
授
、食
環
境
科
学
部
長・林
清
教
授
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
大
熊
廣
一
教
授
、本
学
常
務
理
事
か
ら
大
学
の
近
況
に
つ

い
て
ご
説
明
が
あ
り
、
25
年
度
就
職
率（
就
職
者
率

7
7
.
2
%
、就
職
率
9
6
.
9
%
）、卒
業
率（
8
6
.
2
%
）、

と
も
に
昨
年
度
を
上
回
っ
た
こ
と
、次
に
26
年
度
第
１
部
一

般
入
試
志
願
者
数
の
お
話
の
中
で
、今
年
度
は
６
０
４
９
０

名
の
志
願
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。今
年

度
の
特
徴
は
、最
後
の
ゆ
と
り
世
代
で
あ
る
た
め
、「
安
全
志

向
」、就
職
に
有
利
な
理
系
人
気「
理
高
文
低
」、家
計
負
担
を

考
慮
し
た「
地
元
志
向
」の
３
点
が
挙
げ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、保
護
者
が
気
に
な
る
本
学
の
一
般
入
試
志
願
者
数
の

全
国
順
位
は
、第
10
位
で
あ
り
ま
し
た
。１
位
は
近
畿
大
学
、

２
位
は
早
稲
田
大
学
、３
位
明
治
大
学
、４
位
日
本
大
学
、５

位
法
政
大
学
と
続
き
ま
す
。ま
た
、本
学
は
前
年
度
よ
り
志

願
者
の
減
少
は
あ
り
ま
し
た
が
、偏
差
値
ラ
ン
ク
は
同
等
以

上
の
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
あ
と
就
職
講
演
が
あ
り
、（
株
）エ
ー
ビ
ー
シ
ー
エ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、チ
ー
フ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
山
本
み
ど
り
様

の「
採
用
側
か
ら
見
た
就
職
活
動
の
現
状
と
学
生
の
傾
向
」

に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。２
０
１
６
年
度
採

用（
現
在
の
３
年
生
か
ら
）の
就
職
活
動
時
期
が
変
更
に
な

り
ま
す
。企
業
の「
広
報
活
動
」が
、３
年
生
の
12
月
か
ら
３

年
生
の
３
月
へ
。企
業
の「
選
考
活
動
」が
、４
年
生
の
４
月
か

ら
４
年
生
の
８
月
へ
。企
業
の「
選
考
期
間
の
短
縮
」内
定
式

（
10
月
１
日
）ま
で
２
ヶ
月
、卒
業
式
ま
で
８
ヶ
月
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
に
伴
い
起
こ
り
う
る
影

響
は
、「
選
考
期
間
短
縮
に
よ
り
受
験
で
き
る
企
業
数
が
減

る
」、「
大
手
企
業
に
ま
す
ま
す
応
募
者
が
殺
到
し
、書
類・筆

記
選
考
の
重
要
性
が
高
ま
る
」、「
企
業
は
、広
報
活
動
前
か

ら
動
く
」イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
広
報
活
動
前
か
ら
の
準

備
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。と
い
う
こ
と
は
、日
々
の
大
学
生

活
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、こ
の
講
演
で
あ

ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
護
者
の
皆
様
に
は
、就
職
活
動
に
際
し
ま
し
て
は
、大

学
の
就
職・キ
ャ
リ
ア
支
援
部
の
活
用
を
ご
子
女
に
促
し
て

く
だ
さ
い
。本
学
の
就
職・キ
ャ
リ
ア
支
援
部
の
職
員
は
、「
時

に
は
厳
し
く
、時
に
は
優
し
く
」学
生
が
希
望
就
職
先
に
合

格
で
き
る
よ
う
に
親
身
に
な
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。就
職・

キ
ャ
リ
ア
支
援
部
を
活
用
し
て
い
る
学
生
は
、企
業
が
求
め

る「
人
間
力
」の
形
成
が
成
長
で
き
ま
す
。ま
た
、数
社
企
業

を
受
験
し
、疲
れ
た
り
、悩
ん
だ
り
し
た
時
は
、山
本
み
ど
り

様
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、就
職
活
動
に
疲
れ
て
悩
ん
で
い
た

ら
、「
休
ま
せ
て
も
、止
め
さ
せ
な
い
」。ま
た
、「
働
く
こ
と
に

憧
れ
を
」。一
番
身
近
な
社
会
人
と
し
て
の
存
在
は
保
護
者
で

す
。保
護
者
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
年
度
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
懇
談
会

を
開
催
す
る
に
際
し
実
施
本
部
長
と
し
て
、大
学
関
係
者
、

保
護
者
の
皆
様
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

東
洋
大
学
甫
水
会
副
会
長

　茂
木

　明
男

板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
懇
談
会
に
出
席
し
て
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７
月
12
日（
土
）福
島
支
部
、７
月
13
日（
日
）山
形
支
部

総
会（
甫
水
懇
談
会
）に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。３
年
連
続

し
て
の
両
支
部
へ
の
参
加
で
あ
り
ま
し
た
。多
く
の
ご
父

母
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、学
業
の
こ
と
、卒
業
後
の
進

路
の
こ
と
な
ど
ご
子
息
へ
の
心
配
、大
学
へ
の
期
待
な
ど

が
多
方
面
か
ら
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。保
護
者
の
方
と
教
職

員
と
の
交
流
、説
明
会
の
開
催
は
、非
常
に
有
意
義
な
も

の
で
あ
り
、全
国
規
模
で
行
わ
れ
て
い
る
甫
水
懇
談
会
は

東
洋
大
学
の
姿
勢
を
、参
加
の
方
々
か
ら
も
大
き
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
両
支
部
と
も
大
学
側
か
ら
、大
学
の
教
育
方
針
、理
念
、

成
績
表
の
見
方
、キ
ャ
リ
ア
支
援
部
に
よ
る
就
職
活
動
の

状
況
と
来
年
度
の
変
更
点
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、ま

た
、併
行
し
て
希
望
者
に
職
員
に
よ
る
個
別
面
談
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
大
学
の
現
状
に
つ
い
て
は
、D
V
D
、配
付
資
料（「
東

洋
大
学
は
い
ま 

２
０
１
４
」、「
大
学
の
学
習
・
学
生
生

活
・
キ
ャ
リ
ア
ー
サ
ポ
ー
ト
」な
ど
）を
用
い
て
東
洋
大
学

の「
哲
学
教
育
」、「
国
際
化
」お
よ
び「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」に

つ
い
て
、ま
た
、各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
現
状
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。キ
ャ
リ
ア
支
援
部
職
員
よ
り
、就
職

支
援
の
現
状
、就
職
率
、来
年
度
の
採
用
開
始
時
期
が
８

月
と
な
る
こ
と
に
対
す
る
対
応
な
ど
の
お
話
と
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。な
お
、大
学
の
現
況
に
つ
い
て
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
個
別
面
談
の
合
間
を
利
用
し
て
、自
由
に
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。小
生
か
ら
は
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
を
例
に
、

①
７
月
の
時
期
で
の
内
定
状
況
は
、複
数
内
定
を
持
っ
て

い
る
学
生
と「
０
」の
学
生
に
２
極
化
し
て
い
る
傾
向
が

あ
り
、前
者
の
場
合
に
は
、明
る
く
元
気
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
る
、後
者
の
場
合
は
、お
と
な

し
く
一
歩
引
い
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
、②
高
校
で
化

学
の
履
修
が
少
な
く
講
義
に
つ
て
い
け
な
い
場
合
に
は
、

学
習
支
援
室
の
利
用
を
進
め
い
て
い
る
こ
と
、③
学
内
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、学

生
と
教
員
の
交
流
の
場
を
設
け
て
い
る
こ
と
、気
楽
に
何

で
も
話
の
で
き
る
教
員
を
見
つ
け
て
お
く
こ
と
、な
ど
を

お
話
し
ま
し
た
。ま
た
、ご
父
母
か
ら
は
、ご
子
息
に
で
き

る
だ
け
実
家
に
近
い
と
こ
ろ
で
就
職（
Ｕ
タ
ー
ン
）を
希

望
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、都

道
府
県
、自
治
体
ご
と
に
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
説
明
会
が
行
わ

れ
て
い
る
の
で
、学
内
の
掲
示
な
ど
を
見
る
と
共
に
就
職

担
当
課
員
に
相
談
す
る
こ
と
、ご
子
息
が
帰
省
し
た
際
に

は
、お
互
い
に
構
え
ず
気
楽
な
場
を
作
っ
て
意
思
の
疎
通

を
図
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
こ
と
も
お
す
す
め
し
ま
し

た
。総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、テ
ー
ブ
ル
間
を
移
動

し
な
が
ら
、総
会
で
は
意
見
交
換
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
有
意
義
に
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、ご

出
席
の
ご
父
母
の
ご
子
息
が
父
親
か
ら
懇
談
会
の
話
し

を
聞
い
て
３
日
く
ら
い
し
て
研
究
室
に
来
訪
し
て
き
た

こ
と
は
、望
外
の
喜
び
で
し
た
。山
形
支
部
で
は
、東
洋
大

学
出
身
の
ご
父
母
も
参
加
さ
れ
て
お
り
、小
生
も
本
学
の

卒
業
生（
工
学
部
・
応
化
）で
あ
る
こ
と
か
ら
、ミ
ニ
同
窓

会
と
い
っ
た
感
じ
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　
大
学
と
し
て
こ
の
よ
う
な
甫
水
会
行
事
へ
の
参
加
は
、

大
学
の
活
動
を
保
護
者
の
方
々
に
ご
理
解
い
た
だ
く
と

共
に
、保
護
者
の
方
々
の
ご
希
望
、要
望
な
ど
を
伺
う
良

い
機
会
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
い

ま
す
。「
将
来
を
担
う
若
者
」を
育
成
す
る
上
で
も
保
護
者

の
方
々
と
大
学
教
職
員
が
一
致
し
て
理
解
・
協
力
す
る
こ

と
が
益
々
の
発
展
に
繋
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

生
命
科
学
部
長

　岡
崎

　渉

福
島
支
部
・
山
形
支
部
総
会
に
出
席
し
て

平
成
二
十
六
年
度

支
部
総
会︵
甫
水
懇
談
会
︶に
出
席
し
て

平
成
二
十
六
年
度

支
部
総
会︵
甫
水
懇
談
会
︶に
出
席
し
て
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平
成
26
年
度
の
首
都
圏
を
除
く
甫
水
懇
談
会
は
、全
国

46
箇
所
の
会
場
で
、1
、0
0
0
名
を
超
え
る
ご
父
母（
保

護
者
）の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
、事
務
局
と
し
て
全
国
各
地
の
甫
水
懇
談
会
に
参

加
し
ま
し
た
が
、地
域
の
特
徴
、会
員
数
、支
部
役
員
の
お

考
え
な
ど
に
よ
っ
て
、支
部
ご
と
に
い
ろ
い
ろ
な
特
色
が

あ
り
、そ
れ
に
対
し
て
き
め
細
か
く
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、参
加
者
の
自
己

紹
介
か
ら
始
ま
っ
た
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
支
部
、学
生
ス

ポ
ー
ツ
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
支
部
、活
発
な
質
疑
応

答
が
な
さ
れ
た
支
部
な
ど
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。あ
る

支
部
で
は
、個
人
面
談
の
順
番
を
待
た
れ
る
間
、各
自
の

自
己
紹
介
と
お
子
様
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
く

場
面
が
あ
り
、懇
談
会
の
場
が
、ご
父
母
同
士
が
情
報
を

共
有
で
き
る
場
所
、共
感
で
き
る
場
所
と
し
て
も
機
能
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。当
日
の

運
営
・
進
行
に
当
た
っ
て
は
、プ
ロ
グ
ラ
ム
ど
お
り
き
わ

め
て
円
滑
に
進
行
さ
れ
て
い
る
支
部
が
あ
っ
た
一
方
で
、

そ
の
場
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、進
行
の
な
か
で
適
宜
打
合

せ
を
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
支
部
も
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、ど
こ
の
支
部
に
お
い
て
も
、ご
父
母

は
大
学
代
表
者
で
あ
る
教
授
や
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
部

の
職
員
の
お
話
を
熱
心
に
聞
か
れ
て
お
り
、個
人
面
談
を

希
望
さ
れ
る
方
も
多
く
、大
切
な
お
子
様
の
様
子
を
心
配

し
、教
育
を
託
し
た
大
学
へ
の
高
い
関
心
を
示
さ
れ
る
ご

父
母
に
対
し
て
、甫
水
懇
談
会
が
、大
学
か
ら
の
情
報
発

信
と
情
報
共
有
の
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、改

め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

　
支
部
総
会
に
つ
い
て
は
、多
く
の
支
部
で
粛
々
と
総
会

が
行
わ
れ
る
中
で
、質
問
が
挙
が
る
場
面
も
見
ら
れ
、支

部
運
営
に
対
し
て
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ら
れ
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。懇
親
会
で
は
、大
学
の
日
頃
の
教
育
活

動
に
対
し
て
感
謝
を
さ
れ
て
い
る
方
、大
学
に
対
し
て
熱

い
思
い
を
述
べ
ら
れ
る
方
、ご
父
母
お
二
人
で
参
加
さ
れ

て
い
る
熱
心
な
方
、そ
れ
ほ
ど
期
待
は
し
て
い
な
か
っ
た

が
参
加
し
て
み
て
大
変
に
良
か
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ

る
方
、そ
の
他
多
く
の
方
々
と
お
話
が
で
き
て
、事
務
局

に
と
っ
て
も
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
支
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
支
部
役
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、数
か
月
前
か
ら
本
日
ま
で
、次
第
の
検
討
、

会
場
の
手
配
、本
部
及
び
大
学
と
の
事
務
連
絡
、資
料
の

受
け
渡
し
、当
日
の
進
行
と
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。参
加
者
減
と
い
う
予
想
に
直
面

し
て
、と
り
わ
け
参
加
者
が
少
な
い
支
部
に
お
い
て
は
、

昨
年
に
比
べ
て
一
人
で
も
多
く
の
参
加
者
を
増
や
す
た

め
の
働
き
か
け
を
支
部
長
に
お
願
い
し
、大
変
ご
苦
労
を

お
か
け
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、甫
水
会

と
大
学
が
魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
示
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
ご
父
母
の
参
加
者
が
増
え
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

事
務
局
と
し
て
も
、今
年
度
の
懇
談
会
の
中
身
を
検
証
し

て
、多
く
の
ご
父
母
の
皆
さ
ん
が
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
た
い

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
革
を
検
討
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。例
え
ば
、大
学
の
現
況

説
明
や
就
職
説
明
の
充
実
、個
人
面
談
の
待
ち
時
間
を
活

用
し
た
大
学
と
父
母
、父
母
相
互
の
対
話
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
甫
水
会
は
、来
年
度
に
向
け
て
、今
ま
で
に
い
た
だ
い

て
い
る
ご
父
母
の
皆
様
や
各
支
部
か
ら
の
ご
意
見
ご
要

望
、当
日
の
懇
談
会
の
様
子
、ご
父
母
の
皆
様
か
ら
い
た

だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
大
学
と

と
も
に
よ
り
よ
い
懇
談
会
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。今

後
と
も
、お
子
様
の
健
全
な
成
長
の
た
め
に
甫
水
懇
談
会

を
は
じ
め
と
す
る
甫
水
会
行
事
に
対
し
て
、ご
理
解
と
ご

関
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、甫
水
懇
談
会
が
、事
前
の
準

備
や
当
日
の
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
た
支
部
長
を
は
じ
め

と
し
た
役
員
の
皆
様
、そ
し
て
大
学
に
関
心
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
参
加
さ
れ
た
多
く
の
父
母
の
皆
様
に
よ
っ
て
成

立
し
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
痛
感
す
る
と
と
も

に
、今
回
、こ
の
懇
談
会
携
わ
っ
た
全
て
の
方
々
に
、事
務

局
と
し
て
、こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

甫
水
会
事
務
局

平
成
26
年
度
甫
水
懇
談
会
実
施
に
あ
た
っ
て
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　「･････

25
年
度
新
役
員
候
補
者
は
、お
手
許
の
一
覧
表

の
と
お
り
で
す
。」

私
が
支
部
長
と
し
て
発
言
す
る
最
後
の
言
葉
を
発
し
た

瞬
間
で
し
た
。　

何
か
重
い
荷
が
下
り
た
よ
う
な
安
堵
感
と
、大
き
な
仕
事

を
や
り
遂
げ
た
後
の
充
実
感
と
が
、私
の
脳
裏
を
交
錯
し

ま
し
た
。

　
諸
々
の
事
情
が
あ
っ
て
、私
は
２
年
間
、支
部
長
の
任

を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
、既
に
今
春
、卒
業
し

た
息
子
か
ら
遅
れ
る
こ
と
４
か
月
、よ
う
や
く
私
自
身
の

甫
水
会
か
ら
の
卒
業
式
を
迎
え
た
の
で
す
。

　
思
え
ば
、息
子
と
共
に
歩
ん
だ
４
年
間
、い
ろ
ん
な
事

が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
の
日
本
武
道
館
で
の
華
や
か
な
入
学
式
に
続
き
、板

倉
校
舎
に
て
生
命
科
学
部
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
実
施
さ
れ

た
朝
、緊
張
感
で
顔
を
紅
潮
さ
せ
た
息
子
を
送
り
出
し

て
、間
も
な
く
の
こ
と「
電
車
に
乗
り
遅
れ
ち
ゃ
っ
た

よ
！
」と
息
子
か
ら
の
電
話
を
受
け
ま
し
た
。

　
し
ま
っ
た
！
今
日
は
土
曜
ダ
イ
ヤ
だ
っ
た
！
　
初
日

か
ら
一
時
間
の
大
遅
刻
で
し
た
。

板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
交
通
ア
ク
セ
ス
は
厳
し
く
、ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
乗
遅
れ
久
喜
経
由
で
の
東
武
日
光
線
回
り
と

な
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
ん
な
調
子
で
４
年
間
、通
学
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？
　

私
と
妻
と
は
互
い
に
顔
を
見
合
わ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
２
年
生
の
夏
休
み
、息
子
か
ら「
東
北
の
被
災
地
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
」と
言
わ
れ
た
時
、「
こ
い
つ
も
困
っ

て
い
る
人
の
為
に
、働
く
こ
と
が
出
来
る
の
か
」と
成
長

を
感
じ
、と
て
も
頼
も
し
く
、誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。

２
週
間
ほ
ど
の
活
動
を
終
え
、息
子
は
大
き
な
段
ボ
ー
ル

箱
を
背
負
い
、帰
っ
て
き
ま
し
た
。

「
何
だ
、こ
れ
は
？
」と
尋
ね
る
と「
被
災
者
の
人
か
ら
の

お
土
産
だ
よ
。食
べ
切
れ
な
い
ん
だ
っ
て
」と
、カ
ッ
プ

ラ
ー
メ
ン
の
山
の
理
由
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、い
ま
だ
に
被
災
者
の
人
々
と
の
交
流
は
続
い

て
い
る
様
子
で
す
。

　
４
年
生
に
な
り
、息
子
は
メ
ダ
カ
の
毛
細
血
管
を
研
究

す
る
ゼ
ミ
室
に
入
り
ま
し
た
。

「
な
ん
で
メ
ダ
カ
な
の
？
」と
尋
ね
る
と
、「
何
と
な
く
」と

曖
昧
な
返
答
だ
っ
た
の
で
、卒
業
ま
で
続
く
の
か
な
？
と

不
安
が
過
ぎ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、息
子
は
親
の
心
配
を
よ
そ
に
土
曜
日
や
夏
休

み
も
取
ら
ず
、研
究
に
没
頭
。

就
職
活
動
を
中
断
し
て
、仙
台
で
の「
日
本
ゼ
ブ
ラ
フ
ィ

シ
ュ
学
会
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、「
ゼ
ミ
室
の
研
究
と
就
職
活
動
と
が

両
立
で
き
な
い
よ
」と
相
談
さ
れ
た
時
、私
と
妻
と
は
迷

う
事
な
く「
今
し
か
出
来
な
い
研
究
を
優
先
し
て
、就
職

活
動
は
一
時
休
戦
さ
せ
な
さ
い
」と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し

た
。

　
そ
の
日
を
境
に
気
持
ち
が
吹
っ
切
れ
た
の
か
、息
子
は

ス
ー
ツ
に
着
替
え
、東
京
の
会
社
に
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、現
実
は
厳
し
く「
お
祈
り
メ
ー
ル
」の
連

発
で
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、息
子
が
意
気
揚
々
と
２
階
の
自
室
か

ら
駆
け
下
り
て「
内
定
通
知
も
ら
っ
た
よ
！
」と
地
元
中

小
企
業
の
内
定
を
報
告
し
て
き
ま
し
た
。　

　
皮
肉
な
こ
と
に
入
社
念
書
の
提
出
期
日
は
、第
一
希
望

と
す
る
東
京
の
上
場
企
業
の
面
接
指
定
日
よ
り
前
だ
っ

た
の
で
、息
子
と
相
談
の
う
え
、内
定
企
業
に
理
由
を
説

明
し
て
入
社
念
書
の
提
出
期
日
延
長
を
願
い
出
ま
し
た
。

　
結
果
、翌
日
に
は
内
定
取
消
の
メ
ー
ル
を
受
信
し
ま
し

た
。

「
ど
う
し
て
く
れ
る
ん
だ
よ
！
」息
子
か
ら
詰
め
寄
ら
れ

ま
し
た
が
、「
正
直
に
話
し
た
結
果
だ
か
ら
仕
方
な
い
。　

企
業
も
新
人
確
保
に
必
死
な
ん
だ
か
ら
、お
互
い
様
な
ん

だ
。　

　
但
し
、お
前
の
良
い
と
こ
ろ
、お
父
さ
ん
は
沢
山
知
っ

て
い
る
。だ
か
ら
必
ず
、お
前
を
必
要
と
す
る
企
業
が
あ

る
。　
自
信
を
持
っ
て
堂
々
と
振
る
舞
え
ば
良
い
。つ
い

で
に
面
接
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
本
な
ん
か
、捨
て
ち
ゃ
え
！
」

　
そ
れ
か
ら
数
日
後
、息
子
が
ポ
ツ
リ
と
呟
き
ま
し
た
。

「
明
日
は
東
京
へ
行
っ
て
く
る
か
ら
」

「
東
京
の
会
社
訪
問
か
？
」と
問
う
私
に
、「
う
ん
、最
終
面

接
」

　
い
つ
の
間
に
か
、第
一
希
望
と
す
る
東
京
の
上
場
企
業

で
の
最
終
面
接
ま
で
辿
り
着
き
、そ
の
日
の
う
ち
に
、事

実
上
の
内
定
告
知
を
受
け
ま
し
た
。

　
以
上
、息
子
の
４
年
間
に
終
始
し
ま
し
た
が
、私
の
４

年
間
も
甫
水
会
と
共
に
歩
ん
で
き
た
の
で
、親
子
と
も
ど

も
東
洋
大
学
を
共
通
項
と
し
て
過
ご
し
て
き
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
無
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
学
教
職
員
の
皆
さ
ん
、甫
水
会
の
皆
さ
ん
、私
達
親

子
に
素
晴
ら
し
い
時
間
を
与
え
て
下
さ
り
、有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　
息
子
も
東
洋
大
学
に
入
学
し
て
良
か
っ
た

と
申
し
て
お
り
ま
す
。

甫
水
会
群
馬
県
前
支
部
長

　小
板
橋

　俊
雄

群
馬
県
支
部
総
会（
甫
水
懇
談
会
）を
終
え
て
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N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
軍
師
　
官
兵
衛
で
い
ま
話
題
に

な
っ
て
い
る
姫
路
城
の
す
ぐ
隣
、姫
路
総
社
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
私
も
52
年
東
洋
大
学
文
学
部
英
米
文
学
科
卒
業
で
す
。

E
S
S
所
属
。ア
パ
ー
ト
は
地
下
鉄
都
営
線
の
板
橋
本
町

の
近
く
で
し
た
。ア
リ
ス
　
吉
田
拓
郎
　
か
ぐ
や
姫
の
全

盛
期
白
山
祭
で
は
谷
村
新
司
が
き
て
た
な
あ
。ま
た
長
嶋

の
引
退
試
合
も
後
楽
園
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
さ
し
く
青
春
し
て
ま
し
た
。

　
息
子
は
社
会
学
部
心
理
学
科
４
年
生
で
す
。息
子
も
都

営
線
の
板
橋
に
住
ん
で
い
ま
す
。高
校
時
代
は
甲
子
園
を

目
指
し
大
学
で
は
軟
式
野
球
を
し
て
い
ま
す
。

　
甫
水
会
兵
庫
県
支
部
会
員
は
１
８
５
名
で
す
。兵
庫
県

支
部
は
東
洋
大
附
属
姫
路
高
校
か
ら
の
入
学
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。会
員
、校
友
会
の
方
々
な
ど
52
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
甫
水
会
村
田
会
長
か
ら
東
洋
大
学
、甫
水
会

の
現
状
を
大
変
詳
し
く
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。続
い
て
校
友
会
内
海
副
会
長
か
ら
は
甫
水

会
と
も
っ
と
深
い
絆
を
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、東
洋
大
附
属

姫
路
校
高
橋
校
長
か
ら
は
去
年
か
ら
中
学
校
が
設
立
さ

れ
益
々
注
目
を
あ
び
て
い
る
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
配
布

さ
れ
す
ば
ら
し
い
学
校
を
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
ま
し
た
。続
い

て
議
事
に
入
り
桃
井
副
会
長
が
進
行
、25
年
度
事
業
報
告

決
算
報
告
、26
年
度
予
算
、事
業
計
画
と
進
み
並
行
し
て

個
別
面
談
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
面
接
は
別
室
で
３
カ
所
に
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。父

兄
の
み
な
さ
ん
も
こ
こ
ろ
あ
た
た
ま
る
親
身
に
な
っ
た

説
明
に
は
満
足
さ
れ
ま
し
た
。

　　
か
ん
ぱ
ー
い
　
甫
水
会
理
事
鳥
越
様
の
ユ
ニ
ー
ク
な

ご
挨
拶
か
ら
開
始
で
す
。42
名
の
参
加
で
す
。村
田
会
長

は
東
洋
大
学
の
学
生
で
い
ま
だ
レ
ポ
ー
ト
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
お
話
し
10
月
に
は
出
雲
駅
伝
、11
月
に
は
伊
勢
駅

伝
そ
し
て
お
正
月
に
は
箱
根
駅
伝
に
行
こ
う
と
盛
り
上

が
っ
て
い
る
テ
ー
ブ
ル
も
あ
り
ま
し
た
。こ
う
し
て
東
洋

大
学
を
通
じ
て
新
た
な
出
会
い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
支
部
は
こ
れ
を
機
会
に
高
校
、校
友
会
、甫
水

会
と
オ
ー
ル
東
洋
の
絆
を
も
っ
と
深
い
も
の
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

甫
水
会
兵
庫
県
支
部
長

　中
川

　真
一

兵
庫
県
支
部
総
会
を
終
え
て

　オ
ー
ル
東
洋
を
基
本
に
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Webで成績を各自確認・出力

※経済・経営・国際地域学部および法学部の
　2012年度以降の入学生が対象。

春学期：

秋学期：

文・経
済・経
営・法・社
会・国
際
地
域
学
部

2014
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　授
業
の
内
容
は
大
別
す
る
と
基
盤
教
育
と
専
門
科
目

に
分
け
ら
れ
ま
す
。ま
た
、卒
業
単
位
に
は
な
り
ま
せ
ん

が
、教
員
に
な
る
た
め
の
教
職
課
程
科
目
が
あ
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、授
業
科
目
は
①
必
修
科
目
②
選
択
必
修
科
目

③
選
択
科
目
④
他
学
部
他
学
科
開
放
科
目
に
区
別
さ
れ
、

履
修
で
き
る
年
次（
学
年
）が
指
定
さ
れ
る
な
ど
、ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
体
系
的
な
学
習
が
で
き
る
よ
う
に

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　①
必
修
科
目
と
は
卒
業
要
件
と
し
て
必
ず
修
得
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
授
業
科
目
、②
選
択
必
修
科
目
と
は
特

定
の
科
目
群（
グ
ル
ー
プ
）の
中
か
ら
所
定
の
科
目
数（
単

位
数
）を
選
択
し
修
得
す
る
こ
と
が
卒
業
要
件
に
な
っ
て

い
る
授
業
科
目
、③
選
択
科
目
と
は
任
意
に
選
択
で
き
修

得
単
位
を
卒
業
要
件
の
単
位
数
に
算
入
す
る
授
業
科
目

と
な
り
ま
す
。

　ま
た
、④
他
学
部
他
学
科
開
放
科
目
と
は『
学
生
が
所

属
し
て
い
る
学
部
の
教
育
課
程
表
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

他
学
部
な
ど
の
授
業
科
目
』で
、卒
業
単
位
と
し
て
算
入

さ
れ
ま
す
。他
学
部
他
学
科
開
放
科
目
は
各
学
科
・
コ
ー
ス

の
専
門
科
目
と
併
せ
て
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、専
門
性

が
高
ま
り
、資
格
試
験
に
も
役
立
ち
ま
す
。
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 12～ 16～ 16～ 16～ 14～ 16～ 16～ 16～ 16～  16～

 16～ 16～ 14～ 18～ 20～ 18～ 16～ 14～ 16～  16～
 38 36 36 14 30 38 28 42 18 14 28
 26 38 42 56 18 8 12 40 48 56 12
 24    16 24 32    32 
 88～ 74～ 78～ 70～ 64～ 70～ 72～ 82～ 74～ 70～ 72～

 16 8 4 12 6  
4

  8  8

■文学部　2004～2007年度入学生
第　　　　1　　　　部 第　　2　　部

学　科

科目区分

諸 資 格 関 連 科 目
インターンシップ・ボランティア活動
学 習 支 援 特 別 講 座
小 計
必 修 科 目
選 択 必 修 科 目
選 択 科 目
小 計

文 学 部 演 習 科 目
文学部基礎専門科目

英 語
ド イ ツ 語
フ ラ ン ス 語
中 国 語
　 日 本 語

哲

共 通 総 合 科 目

文 

学 

部 

共 

通 

科 

目

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

専
門
科
目

卒 業 必 要 単 位

卒 業 必 要 単 位

英
米
文

史
教

　育

教

　育

イ
ン
ド
哲

イ
ン
ド
哲

英
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

中
国

哲
学
文

日
本
文
学

文
化

日
本
文
学

文
化

124

8 8 104

4 4

●第２部日本文学文化学科：　と　の合計で34単位以上　●史学科：国際コミュニケーション科目は左側＝１年次、右側＝２年次
●　設定なし　●　留学生科目

 12～ 16～ 16～ 16～ 14～ 16～ 16～ 16～ 16～ 16～  16～

 16～ 16～ 14～ 18～ 20～ 18～ 16～ 16～ 14～ 16～  16～
 34 32 36 14 30 38 　　 32 48 42 12 14 32
 30 44 42 56 18 8   14 40 58 56 
 24    16 24  42 20     42
 88～ 76～ 78～ 70～ 64～ 70～  74～ 82～ 82～ 74～ 70～ 74～

 16 
8

 4 
12

 
6

  
4

 
4

  
4

  
4

■文学部　200８～2011年度入学生
第　　　　1　　　　部 第　　2　　部

学　科

科目区分

諸 資 格 関 連 科 目
インターンシップ・ボランティア活動
学 習 支 援 特 別 講 座
小 計
必 修 科 目
選 択 必 修 科 目
選 択 科 目
小 計

文 学 部 演 習 科 目
文学部基礎専門科目

英 語
ド イ ツ 語
フ ラ ン ス 語
中 国 語
　 日 本 語

哲

共 通 総 合 科 目

文 

学 

部 

共 

通 

科 

目

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

専
門
科
目

英
米
文

史
教

　
　育

（
人
間
発
達
専
攻
）

教

　
　育

（
初
等
教
育
専
攻
）

教

　育

イ
ン
ド
哲

イ
ン
ド
哲

英
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

中
国

哲
学
文

日
本
文
学

文
化

日
本
文
学

文
化

124

8 88 104

44

●第２部日本文学文化学科：　と　の合計で34単位以上　●史学科：国際コミュニケーション科目は左側＝１年次、右側＝２年次
●　設定なし　●　留学生科目

学　科

卒 業 必 要 単 位

■文学部　2012年度以降入学生
 第　　2　　部第　　　　1　　　　部

科目区分

諸 資 格 関 連 科 目
キ ャ リ ア 教 育
小 計
必 修 科 目
選 択 必 修 科 目
選 択 科 目
小 計

文 学 部 教 育
文学部基礎専門科目

英 語
ド イ ツ 語
フ ラ ン ス 語
中 国 語
　 日 本 語

哲

共 通 総 合 科 目

文 

学 

部 

共 

通 

科 

目

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

専
門
科
目

英
米
文

史
教

　
　育

（
人
間
発
達
専
攻
）

教

　
　育

（
初
等
教
育
専
攻
）

教

　育

イ
ン
ド
哲

イ
ン
ド
哲

東
洋
思
想

文
化

東
洋
思
想

文
化

英
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

中
国

哲
学
文

日
本
文
学

文
化

日
本
文
学

文
化

124

●第２部日本文学文化学科：　と　の合計で34単位以上　●史学科：国際コミュニケーション科目は左側＝１年次、右側＝２年次
●　設定なし　●　留学生科目
※第1部東洋思想文化学科と第2部東洋思想文化学科は、2013年度以降入学生

12～ 16～ 16～ 16～ 16～ 14～ 16～ 16～ 16～ 16～ 16～ 16～ 16～

16～ 16～

4 4 4 4

16～ 14～ 18～ 20～

8 8 8 10

18～ 16～ 16～ 14～ 16～ 16～ 16～
34

16

34～ 32 38 14 30 26～ 32 48 42 34～ 12 14 32
30～ 20～ 44～ 42～ 54～ 18～ 20～ 14～ 40～ 20～ 58～ 54～
24～ 16～ 24～ 42～ 16～ 42～
88～ 74～ 76～ 80～ 68～ 64～ 70～ 74～ 82～ 82～ 74～ 74～ 68～ 74～

4 8 4 12 6 44

4

4 4 4 4 4
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 28～ 40～ 24～ 16～

 22 23 48 26

 52④ 45 36

    66

 74～ 68～ 84～ 92～

 12 12

 16  16

■経済学部　2004～2007年度入学生
学　科

科目区分
人 間 探 究 分 野

スポーツ健康科学分野

他 学 部 開 放 科目

必 修 科 目

選 択 科 目 A

選 択 科 目 B

選 択 科 目

小 計

第
1
部
経
済

第
2
部
経
済

一
般
教
養
的
科
目

専
門
科
目

社
会
経
済

シ
ス
テ
ム

国
際
経
済

124

①1年次配当科目→1ヵ国語8単位　
②２年次配当科目→１年次履修言語から１ヵ国語８単位
③３年次配当科目→２年次履修言語から１ヵ国語４単位　
④3・4年次配当科目28単位以上を含む

■経済学部　2008～2011年度入学生 ■経済学部　2012年度以降入学生

■経営学部　2012年度以降入学生

「専門科目」と「一般教養的科目」で最低条件を修得した場合、
卒業要件124単位までの残り単位を、選択科目A、選択科目B、
一般教養的科目の中から自由に選択できます。

英 語

ド イ ツ 語

フランス語

中 国 語

情 報 分 野

小 計

文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
分
野

卒 業 必 要 単 位

8

8
①

12
②
③

 20～ 26～ 16～ 16～

 20 20 38 8

 54④ 46 46 10

    54

 74～ 70～ 84～ 72～

  

 8  

学　科

科目区分
共 通 教 養 科 目

社 会 人 基 礎 科目

留 学 支 援 科 目

他 学 部 開 放 科目

必 修 科 目

選 択 科 目 A

選 択 科 目 B

小 計

第
1
部
経
済

第
2
部
経
済

基
盤
教
育

専
門
科
目

国
際
経
済

総
合
政
策

124

英 語

ド イ ツ 語

フランス語

中 国 語

小 計

語
学
系
科
目

卒 業 必 要 単 位

14
②

16
③

16
①

12
①

12
①

基
盤
教
育

 28～ 40～ 24～ 16～

 20 22 38 6

 54③ 46 46 10

    56

 74～ 68～ 84～ 72～

 12 12

 16  16

学　科

科目区分
教 養 科 目

他 学 部 開 放 科目

必 修 科 目

選 択 科 目 A

選 択 科 目 B

小 計

第
1
部
経
済

第
2
部
経
済

一
般
教
養
的
科
目

専
門
科
目

総
合
政
策

国
際
経
済

124

①1年次配当科目→1ヵ国国語8単位　
②２年次配当科目→１年次履修言語から１ヵ国語８単位
③３・4年次配当科目36単位以上を含む

英 語

ド イ ツ 語

フランス語

中 国 語

小 計

文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
分
野

卒 業 必 要 単 位

8

8
①

8
②

①共通教養科目（哲学・思想分野から選択必修2単位を含む）
②１年次配当科目→ 「英語Ⅰ」４単位および「ドイツ語Ⅰ」、

「フランス語Ⅰ」、「中国語Ⅰ」の中から１ヵ国語４単位必修
２年次配当科目→ 「英語ⅡＡ」２単位および「ドイツ語ⅡＡ」、

「フランス語ⅡＡ」、「中国語ⅡＡ」の３ヵ国語から1ヵ国語２単位選
択必修、「英語ⅡＢ」、「ドイツ語ⅡＢ」、「フランス語ⅡＢ」、「中国語Ⅱ
Ｂ」から２単位選択必修
③基盤教育16単位の中に語学系科目英語の必修８単位を含む
④３・４年次配当科目３６単位以上を含む

■経営学部　2008～2011年度入学生
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 12 12 

 10 10 
 ＊ ＊ 

  26 12

   4

   60

   76以上

■法学部　2004～2007年度入学生
第1部  第2部学　科

科目区分
人 間 探 究 分 野

文化間コミュニケー
ション分野（外国語）

スポーツ健康分野

情 報 分 野

小 計

必 修 科 目

選 択 必 修 科 目

選 択 科 目

小 計

法学部内他学科開放科目

法学部1・2部相互聴講科目

他 学 部 他 学 科 開 放 科 目

学 部 共 通 科 目 注 ）

卒 業 必 要 単 位 数

法

　律

一
般
教
養
的
科
目

専
門
科
目

法

　律

企
業
法

72以上

28以上

124以上

※上記コースは、1年次に希望調査を実施し、2年次から各コースに分かれて履修します。（2012年度以降入学生、第2部法律学科にはこの制度はありません。）

①総合政策コース　②法職コース
③企業法務コース　④国際企業コース
＊2ヵ国語10単位
　（ただし履修方法の詳細については
　 履修要覧を参照）
注）2006～2007年度入学生対象

①24
②36
①20
②12
①28
②24

③24
④30

③22
④16

 12 12 

 10 10 
 ＊ ＊ 

  24 12

   4

   56

第1部  第2部学　科

科目区分
人 間 探 究 分 野

文化間コミュニケー
ション分野（外国語）

スポーツ健康分野

情 報 分 野

学 部 留 学 科 目

小 計

必 修 科 目

選 択 必 修 科 目

選 択 科 目

小 計

法学部内他学科開放科目

法学部1・2部相互聴講科目

専門開放科目（他学部他学科開放科目）

他 学 部 他 学 科 開 放 科 目

留学支援科目（英語特別教育科目）

教 職 科 目（ 一 部 分 ）

卒 業 必 要 単 位 数

法

　律

一
般
教
養
的
科
目

専
門
科
目

法

　律

企
業
法

28以上

124以上

72以上

①24
②32
①20
②16
①28
②24

③24
④30

③24
④18

■法学部　2008～2011年度入学生

①公共政策コース　②法職コース
③企業法務コース　④国際企業コース
＊1年次英語4単位・第2外国語4単位必修、
　2年次2単位必修

   

 10 10 
 ＊ ＊ 

 16 16  8
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第1部  第2部学　科

科目区分
共 通 教 養 科 目

ス ポ ー ツ と 健 康

社 会 人 基 礎 科 目

文化間コミュニケー
ション科目（外国語）

学 部 留 学 科 目

小 計

必 修 科 目

選 択 必 修 科 目

選 択 科 目

小 計

法学部内他学科開放科目

法学部1・2部相互聴講科目

専門開放科目（他学部他学科開放科目）

他 学 部 他 学 科 開 放 科 目

留学支援科目（英語特別教育科目）

教 職 科 目（ 一 部 分 ）

卒 業 必 要 単 位 数

法

　律

基
盤
教
育

専
門
科
目

法

　律

企
業
法

28以上

124以上

72以上

36 8
24
8
4

A群
B群
C群

必修 2
10

必修 2
10 必修 2

■法学部　2012年度以降入学生

＊1年次英語4単位・第2外国語4単位必修、
　2年次2単位必修

※日本語は外国人留学生用

■社会学部　2012年度以降入学生

 2 2 2 2 2 2 2
 4 4 4 4 4

 4 4 4 4 4

 6 6 6 6 6

 24～36 24～36 24～36 24～36 24～36 20 20

 30 20 16 20 30 26 22
 22 28 36 34 20 8 10
 14 14 14 14 14
 14 14 14 14 14 28 26

 80～ 76～ 80～ 82～ 78～ 62～ 58～

必 修 科 目
選択必修科目
必 修 科 目
選択必修科目

哲 学 ・ 思 想
自然・環境・生命
日本と世界の文化・歴史
現 代 ・ 社 会
スポーツと健康
総 合

カレント・イングリッシュ
英 語
ド イ ツ 語
フランス語
中 国 語
ハ ン グ ル
※ 日 本 語

基

　盤

　教

　育

共 

通 

教 

養 

科 

目

文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
専
門
学
部
共
通

専 

門 

科 

目

第1部学　科

科目区分

社

　会

社

　会

社
会
福
祉

社
会
福
祉

社
会
文
化

シ
ス
テ
ム

メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

社
会
心
理

124

小　　計

小　　　計
キャリア形成科目
卒業必要単位数

社会人基礎
留学支援

（選択）（選択）

 4 4 4 4 4

 
4 4 4 4 4

 12 12 12 12 12

 24～36 24～36 24～36 24～36 24～36 20 20

 28 20 16 20 28 26 18

 24～ 28～ 32～ 34～ 20～ 8 14

 14 14 14 14 14

 14～ 14～ 14～ 14～ 14～ 28 26

 80～ 76～ 76～ 82～ 76～ 62 58

●第２部共通総合科目は人間探究分野（自然・人文・社会）とスポーツ健康分野のみ
（※1）日本語は外国人留学生用
（※2）2007年以前に入学した学生は除く

必 修 科 目

選択必修科目

必 修 科 目

選択必修科目

自 然

人 文

社 会

総 合

実 技

講 義

英 語

ド イツ 語

フランス語

中 国 語

ハングル
（※1）日本語

人
間
探
究
分
野
ス
ポ
ー
ツ

健
康
分
野

文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
分
野

学
科
専
門

学
部
共
通

専 

門 

科 

目

第1部 第2部第2部学　科

科目区分

社

　会

社

　会

社
会
福
祉

社
会
福
祉

社
会
文
化

シ
ス
テ
ム

メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

社
会
心
理

124

■社会学部　2008～2011年度入学生

小　　　計

小　　　計
（※2）留学支援科目

卒業必要単位数

（選択）（選択）

20 20
共 
通 
総 

合 

科 

目 



2014
TOYO UNIVERSITY33

人 文

社 会

自然情報

総 合

外
国
語
科
目

選
択
必
修

専
門
領
域

学　科

科目区分

国
際
観
光

124124

■国際地域学部　2008～2011年度入学生

健康科学 選　　択

選択（上記外国語より）

卒業必要単位数

2

2

2

2

8

22

24

国
際
地
域

2

2

2

2

10

2

2

2

30

28

22 36

共
通
総
合
領
域

中国語

ハングル

フランス語

ドイツ語

スペイン語

マレー・インドネシア語

タイ語

一般教養的
教育科目

哲 学 ・ 思 想

自 然・環 境・生 命

日本と世界の文化・歴史

現 代 ・ 社 会

ス ポ ー ツ と 健 康

総 合

必 　 　 修

選 択 必 修

選 　 　 択

社 会 人 基 盤 科 目

留 学 支 援 科 目

学 部 共 通 教 養 科 目

必 修 科 目

選 択 科 目

専
門
教
育
科
目
群

学　科

科目区分

国
際
観
光

124 124

■国際地域学部　2012年度以降入学生

卒業必要単位数

22

国
際
地
域

44

89

22

43

2628

2830

2822

2

基
盤
教
育
科
目
群

学
部
共
通

教
育
科
目
群

共通教養科目

語学教育科目

英語（必修）

必修科目

国際地域：選択必修科目
国際観光：第1選択科目

国際地域：選択必修科目
国際観光：コース必修・選択必修科目

国際地域：選択科目
国際観光：第2選択科目

キャリア支援科目
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第
１
部
で
は
２
年
終
了
時
ま
で
に
卒
業
に
必
要
な
単
位

の
う
ち
48
単
位
以
上
を
修
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
、３
年
生

へ
の
進
級
は
で
き
ま
せ
ん
。３
年
生
へ
の
進
級
が
で
き
な

か
っ
た
学
生
等
、修
得
単
位
の
少
な
い
学
生
に
対
し
て
は
、教

員
が
面
接
に
よ
る
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、在
学
年
数

４
年
を
過
ぎ
て
も
３
年
生
に
進
級
で
き
な
い
場
合
は
学
則

に
基
づ
き
退
学
と
な
り
ま
す（
休
学
期
間
は
在
学
年
数
に
含

ま
れ
ま
せ
ん
）。

　
第
２
部
に
は
進
級
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
２
０
１
１
年
度
以
前
入
学
生

　
４
年
次
最
初
の
セ
メ
ス
タ
お
よ
び
最
終
セ
メ
ス
タ

で
各
１
科
目
以
上
履
修
し
、か
つ
４
年
次
で
専
門
科
目

を
２
科
目
以
上
修
得

　
第
１
部
経
済
学
科
、第
２
部
経
済
学
科
は
、４
年
次
最

初
の
セ
メ
ス
タ
お
よ
び
最
終
セ
メ
ス
タ
で
１
科
目
以
上

履
修
し
、か
つ
４
年
次
で
専
門
科
目
を
２
科
目
以
上
修
得

　
国
際
経
済
学
科
は
、第
７
セ
メ
ス
タ
に
て
２
単
位
以
上

履
修
し
、か
つ
第
８
セ
メ
ス
タ
以
降
に
お
い
て
専
門
選
択

科
目
Ａ
、専
門
必
修
科
目
ま
た
は
語
学
系
科
目
か
ら
合

計
６
単
位
以
上
修
得

※

２
０
１
２
年
度
以
降
入
学
生
は
48
単
位

　
所
属
の
学
科
に
よ
り
、４
年
次
に
つ
い
て
は
卒
業
要
件
を

満
た
し
た
う
え
で
、以
下
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
と
卒
業
で

き
ま
せ
ん
。

・
２
０
０
５
〜
２
０
１
１
年
度
入
学
生（
総
合
政
策
学
科
除
く
）

・
２
０
１
２
年
度
入
学
生

※

経
済
学
部
・
経
営
学
部

国
際
地
域
学
部

・
２
０
１
２
年
度
以
降
入
学
生
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４
年
次﹇
第
７
セ
メ
ス
タ
以
降
﹈に
は
、卒
業
単
位
と
し

て
認
め
ら
れ
る
科
目
を
春
学
期
２
単
位
、秋
学
期
２
単
位

以
上
履
修
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
り
ま
せ
ん
。

　
国
際
地
域
学
科
国
際
地
域
専
攻
と
国
際
観
光
学
科
は
、

最
終
セ
メ
ス
タ
に
卒
業
論
文
の
執
筆
が
必
要
で
す
。

　
国
際
地
域
学
科
地
域
総
合
専
攻
は
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

特
性
上
最
終
セ
メ
ス
タ
前
に
卒
業
要
件
を
満
た
し
て
し

ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、最
終
セ
メ
ス
タ
で
１
科
目
以

上
の
履
修
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
第
１
部
、第
２
部
と
も
全
学
科
で「
演
習
」が
必
修
科
目

で
す
。ま
た
、第
１
部
社
会
学
科
で
は「
卒
業
論
文
」、第
１

部
社
会
福
祉
学
科
で
は「
卒
業
課
題
研
究
」が
必
修
科
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
第
１
・
２
部
　
２
０
１
２
年
度
以
降
入
学
生

4月 1日（火）～04月25日（金）

4月 1日（火）～ 4月 5日（土）

4月 4日（金）・ 5日（土）

4月 7日（月）

4月 2日（水）～ 4月12日（土）

7月24日（木）

8月 8日（金）～ 9月20日（土）

9月22日（月）

10月 1日（水）～10月15日（水）

11月 1日（土）～11月 2日（日）

12月24日（水）～ 1月 3日（土）

1月21日（水）

1月22日（木）～ 1月28日（水）

2月 5日（木）

2月下旬

3月上旬

3月中旬

3月23日（月）

宮崎県支部総会

国
際
地
域
学
部

■文・経済・経営・法・社会・国際地域学部
2014年度　年間スケジュール（抜粋）
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東
洋
大
学
は
、創
立
当
初
か
ら
多
く
の
教
員
を
輩
出
し

て
お
り
、現
在
も
多
数
の
学
生
が
教
師
を
目
指
し
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
学
生
を
就
職
対
策
の
面
か
ら
援
助
す
る
た

め
、平
成
26
年
春
、白
山
・
朝
霞
・
川
越
・
板
倉
の
４
キ
ャ
ン

パ
ス
に
教
職
支
援
室
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
教
職
支
援
室
で
は
、永
年
、校
長
・
教
頭
と
し
て
学
校
教

育
に
携
わ
り
、ま
た
教
育
委
員
会
等
に
お
い
て
教
育
行
政

に
従
事
さ
れ
る
な
ど
、見
識
豊
か
な
教
育
界
の
プ
ロ
の
方

が
、教
職
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
学
生
の
相
談
に
対

応
し
て
い
ま
す
。ま
た
、教
員
採
用
試
験
の
過
去
問
題
集

や
教
職
関
係
の
雑
誌
・
図
書
な
ど
を
揃
え
、学
生
の
利
用

に
供
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
８
月
ま
で
に
、延
べ
約
2
、0
0
0
名
の
学

生
が
教
職
支
援
室
を
利
用
し
ま
し
た
。学
生
は
採
用
試
験

合
格
に
向
け
て
、各
自
の
試
験
対
策
進
行
状
況
に
応
じ
て

教
職
支
援
室
を
利
用
し
て
い
ま
す
。４
・
５
月
は
、教
職
全

般
に
関
す
る
こ
と
、論
文
対
策
・
添
削
指
導
、面
接
練
習
、

志
願
書
・
面
接
票
の
書
き
方
等
、相
談
内
容
も
多
岐
に
渡

り
ま
し
た
。６
月
か
ら
７
月
前
半
は
、３
年
生
は
介
護
等

体
験
、４
年
生
は
教
育
実
習
に
参
加
す
る
時
期
に
当
た
る

た
め
、利
用
が
減
少
す
る
と
予
想
し
て
い
ま
し
た
が
、引

き
続
き
多
く
の
学
生
が
相
談
に
訪
れ
、キ
ャ
ン
パ
ス
に

よ
っ
て
は
利
用
者
が
増
加
し
ま
し
た
。７
月
後
半
か
ら
８

月
は
採
用
二
次
試
験
間
近
の
た
め
、面
接
や
集
団
討
論
の

練
習
を
希
望
す
る
学
生
が
何
度
も
来
室
し
ま
し
た
。特
に

集
団
面
接
・
集
団
討
論
対
策
で
は
、学
生
自
身
が
自
主
的

に
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、本
番
と
同
じ
雰
囲
気
の
中
で
教
職

支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
念
入
り
な
指
導
を
受
け
る
光
景

が
何
度
も
見
ら
れ
ま
し
た
。近
年
の
採
用
試
験
は
人
物
重

視
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、多
く
の
学
生
と
教
職
支
援
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
一
体
と
な
っ
た
本
番
さ
な
が
ら
の
練
習

「
目
指
せ
教
師
〜
教
職
支
援
室
の
利
用
に
つ
い
て
〜
」

　
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
学
修
支
援
室
は
、学
生
が
学
修
を
進

め
て
い
く
上
で
支
障
が
な
い
よ
う
、ま
た
意
欲
の
あ
る
学

生
が
さ
ら
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、学
修
環
境
等
を

整
備
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、平
成
26
年
３
月
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
学
修
支
援
内
容
と
し
て
は
、Ｔ
Ａ（
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）で
あ
る
大
学
院
生
に
よ
る
学

修
相
談
を
中
心
に
、「
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
の
書
き
方
相
談
」

「
文
献
・
資
料
の
調
べ
方
相
談
」「
高
校
ま
で
の
基
礎
学
力

向
上
に
係
る
支
援
」「
語
学
系
資
格
取
得
に
係
る
支
援
」

「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
に
係
る
支
援
」「
留
学
希
望
者
へ
の
事

前
学
修
及
び
留
学
後
の
事
後
学
修
に
係
る
支
援
」「
留
学

生
に
対
応
し
た
日
本
語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
支
援
、論
文
の
書

き
方
相
談
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、授
業
以
外
に
お
い
て
も
様
々
な
ス
キ
ル
を
修
得

で
き
る
よ
う
、学
修
支
援
講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
の
講
座
で
は
、「
文
章
力
ア
ッ
プ
講
座
」「
プ
レ
ゼ

「
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
学
修
支
援
室

　
　
　

 

〜
学
び
の
次
ぎ
の
一
歩
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
〜
」

「学修支援講座の様子」

は
、と
て
も
有
効
で
す
。

　
今
後
、採
用
試
験
の
結
果
が
明
ら
か
に
な
っ
て
行
き
ま

す
。学
生
は
合
格
に
向
け
て
努
力
を
続
け
て
き
た
の
で
す

か
ら
、良
い
結
果
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。教
職

支
援
室
の
利
用
者
も
、３
年
生
の
利
用
が
増
え
て
行
く
と

予
想
さ
れ
ま
す
。ま
た
４
年
生
も
、採
用
試
験
合
格
者
に

は
来
年
４
月
に
教
壇
に
立
つ
た
め
の
準
備
等
、引
き
続
き

相
談
に
対
応
し
ま
す
。残
念
な
結
果
と
な
っ
た
学
生
に

は
、来
年
度
の
合
格
に
向
け
て
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
ま

す
。

　
も
し
も
ご
子
女
が
、将
来
、教
職
に
就
く
こ
と
を
希
望

し
て
い
る
の
で
し
た
ら
、ぜ
ひ
教
職
支
援
室
を
利
用
す
る

よ
う
お
伝
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」「
文
献
検
索
に
役

立
つ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ガ
イ
ダ
ン
ス
」「T

O
EIC

対
策
短
期

集
中
講
座
」な
ど
を
実
施
し
、文
章
力
や
表
現
力
、語
学
力

の
成
長
に
資
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、海

外
留
学
に
向
け
た
講
座
な
ど
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、大
学
で
の
学
び
方
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
各
学
部
で
行
わ
れ
て
い
る
履
修
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
教
員

か
ら
の
指
導
に
耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、学
修
支
援
室
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。学
生
皆
さ
ん
の
学
び
に
次
ぎ
の
一

歩
を
進
め
る
こ
と
で
、よ
り
良
い
学
生
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、４
年
間
の
学
び

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、是
非
、一
度
お
子
様
へ
お
話
く

だ
さ
い
。
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川
越
事
務
部
教
学
課

　課
長

　深
町

　浩
之

（平成25年度以降入学生）

自然・環境・生命

スポーツと健康

社会人基礎科目

日本と世界の歴史・文化

教職関係科目
他学部他学科専門科目

　
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、年
度
を
二
学
期
に
分
け
、半

年
単
位
で
授
業
が
完
結
す
る
セ
メ
ス
タ
制
を
採
用
し
て

い
ま
す
。学
生
が
集
中
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、学
生
の
理
解
度
を
把
握
し
や
す
く
す
る
た
め
で
す
。

　
学
習
支
援
の
取
り
組
み
と
し
て
、学
修
相
談
会
の
開

催
、基
礎
科
目（
英
語
・
数
学
・
物
理
）学
習
支
援
室
の
設

置
、学
生
休
暇
中
の
数
学
補
習
講
座
、出
席
不
良
者
へ
の

連
絡
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
理
工（
工
）学
部
で
は
、低
学
年
か
ら
教
養
科
目
と
と
も

に
、教
学
や
物
理
、化
学
等
の
理
工
学
共
通
の
基
礎
科
目

を
学
ぶ
こ
と
で
、上
位
学
年
に
配
さ
れ
た
各
学
科
の
専
門

科
目
へ
と
段
階
的
に
学
習
し
て
い
き
ま
す
。履
修
登
録
で

き
る
単
位
数
は
理
工
学
部
で
は
、一
セ
メ
ス
タ
あ
た
り
24

単
位
、一
年
間
で
は
48
単
位（
工
学
部
で
は
一
セ
メ
ス
タ

あ
た
り
25
単
位
、一
年
間
で
は
50
単
位
）を
上
限
と
し
て

い
ま
す
。

　
総
合
情
報
学
部
で
は
、情
報
を
扱
う
た
め
の
基
礎
と
な

る
科
目
を
一
年
次
に
配
し
て
い
ま
す
。ま
た
、演
習
形
式

の
科
目
を
多
く
配
し
、実
践
的
な
ス
キ
ル
も
磨
き
ま
す
。

学
問
内
容
に
よ
り
４
つ
に
大
別
し
た
専
門
科
目
を
設
け

る
こ
と
で
、学
生
ご
と
に
異
な
る
文
理
を
超
え
た
多
様
な

将
来
の
目
標（
業
種
・
職
種
）に
総
合
的
に
対
応
し
ま
す
。

履
修
登
録
で
き
る
単
位
数
は
、一
セ
メ
ス
タ
あ
た
り
24
単

位
、一
年
間
で
は
、48
単
位
を
上
限
と
し
て
い
ま
す
。

　
理
工（
工
）学
部
で
は
、三
年
生（
第
６
セ
メ
ス
タ
）終
了

理
工（
工
）・
総
合
情
報
学
部

時
に
卒
業
論
文
・
卒
業
研
究
着
手
条
件（
理
工
学
部
に
つ

い
て
は【
表
】を
参
照
く
だ
さ
い
）の
単
位
を
修
得
し
て
い

な
け
れ
ば
、「
卒
業
論
文
・
卒
業
研
究
着
手
不
可
」と
な
り
、

卒
業
関
係
科
目
の
履
修
は
で
き
ま
せ
ん
。四
年
生
に
進
級

し
て
も
研
究
室
に
配
属
さ
れ
ず
、そ
の
時
点
で
原
級（
留

年
）が
確
定
し
ま
す
。

　
総
合
情
報
学
部
は
、卒
業
論
文
・
卒
業
研
究
着
手
条
件

は
な
く
、卒
業
要
件（【
表
】を
参
照
く
だ
さ
い
）を
満
た
せ

ば
卒
業
と
な
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
学
部
も
、し
っ
か
り
し
た
目
標
を
持
っ
て
学

習
計
画
を
立
て
、努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（平成21～24年度入学生）
科目区分

一
般
教
養
科
目

専
門
科
目

自　　然

人　　文
人間探究分野

社　　会

総　　合

文化間コミュニケーション分野

他学部他学科聴講科目

2

16

26

4

92

124

要件単位数科目区分

基
盤
教
育

英
語
科
目

専
門
科
目

4
6
21

10
14
6

77

124

要件単位数
哲 学・思 想

現 代・社 会

総 　 　 合
留学支援科目

小 　 　 計

合 計 合 計

必 修 科 目
選択必修科目
小 　 　 計
必 修 科 目
選択必修科目
選 択 科 目
小 　 　 計

小 　 　 計

人間形成分野

ウ ェ ル ネ ス

留学支援科目

必 修 科 目

選択必修科目

選 択 科 目

小 　 　 計
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（平成21～24年度入学生）

（平成21～24年度入学生）

（平成25年度以降入学生）

2

2
10
10
10
10
10
10

9
6
6
4
6
6

6
2
6
4
2
4

2
2

6
2

2
3
3
3

2

6
6
6
6
6
6

26
28
25
24
24
24

15
14
28
30
12
21

24
24
16
ー

ー

ー

ー

4

70
70
74
70
70
70

124
124
124
124
124
124

2

2
10
10
10
10
10
10

9
6
6
4
6
6

6
2
6
4
2
4

2
2

6
2

2
3
3
3

2

6
6
6
6
6
6

26
28
25
24
24
24

7
14
20
20
4
12

24
16
14

53
50
56
60
60
50

104
104
104
104
104
104

（平成 25年度以降入学生）

哲学・
思想

自然・
環境・
生命

現代・
社会

スポー
ツと健
康

留学
支援
科目

社会
人基
礎科
目

日本
と世
界の
歴史・
文化

哲学・
思想

自然・
環境・
生命

現代・
社会

スポー
ツと健
康
総合
教養

総合
教養

科目区分

科目区分

科目区分

科目区分

留学
支援
科目

社会
人基
礎科
目

副専
攻科
目群

副専
攻科
目群

日本
と世
界の
歴史・
文化

※誌面の都合上、工学部の卒業要件、卒着条件を掲載できません。入学時に学生に配付している履修要覧をご確認ください。

基盤教育群 理工学共通科目群 専門科目群

基盤教育群 理工学共通科目群 専門科目群
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原
則
と
し
て
授
業
科
目
は
、春
学
期
ま
た
は
秋
学
期
の

い
ず
れ
か
に
開
講
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
授
業
時
間
は
左
記
の
通
り
で
す
が
、実
験
の
よ
う

に
１
日
に
２
〜
３
時
限
連
続
で
行
う
科
目
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、短
期
間
に
集
中
し
て
開
講
さ
れ
る
科
目
も

あ
り
ま
す
。

　
例
年
甫
水
懇
談
会
で
は
、新
入
生
の
保
護
者
に
対
し
て

は
、学
生
が
ど
の
よ
う
な
授
業
を
履
修
し
て
い
る
の
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る「
履
修
登
録
確
認
表
」を
、２
年
生

以
上
の
学
生
の
保
護
者
に
対
し
て
は「
甫
水
会
用
成
績
表
」

を
作
成
し
、説
明
資
料
と
し
て
い
ま
す
。今
回
は
１
年
を
春

学
期
・
秋
学
期
に
分
け
て
授
業
、試
験
お
よ
び
成
績
評
価

を
行
う
セ
メ
ス
タ
制
の
仕
組
み
や
履
修
方
法
な
ど
を
次
に

掲
載
し
ま
す
。

　
な
お
、今
後
の
学
年
暦
に
つい
て
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　
　
冬
季
休
暇
期
間
　
12
月
24
日

（水）
〜
１
月
３
日

（土）

　
　
授
業
再
開
　
１
月
５
日

（月）

　
　
秋
学
期
授
業
終
了
　
１
月
26
日

（月）

　
　
秋
学
期
試
験
期
間
　
２
月
３
日

（火）
〜
２
月
９
日

（月）

　
　
春
季
休
暇
期
間
　
２
月
10
日

（火）
〜
３
月
31
日

（火）

　
　
３
月
卒
業
単
位
充
足
者
発
表
　
２
月
23
日

（月）

　
　
３
月
卒
業
決
定
者
発
表
　
３
月
13
日

（金）

　
　
卒
業
式
　
３
月
23
日

（月）

　
　
在
校
生
秋
学
期
成
績
発
表
　
３
月
中
旬

　
生
命
科
学
部
・
食
環
境
科
学
部
で
は
、セ
メ
ス
タ
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
。こ
の
制
度
は
、１
年
を
春
学
期
と
秋
学

期
の
２
つ
の
学
期（
セ
メ
ス
タ
）に
分
け
、４
年
間
で
８
つ
の
セ

メ
ス
タ
を
段
階
的
に
積
み
上
げ
て
卒
業
す
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。半
年
単
位
で
授
業
が
完
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、授
業

効
果
を
高
め
、学
生
が
集
中
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、学
生

の
理
解
度
を
把
握
し
や
す
く
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

板
倉
事
務
部
板
倉
事
務
課

　宮
崎

　研
介

生
命
科
学
部
・
食
環
境
科
学
部

　
履
修
で
き
る
単
位
数
は
各
学
期
24
単
位
ま
で
で
す
。学

期
ご
と
の
定
め
ら
れ
た
期
間
に
W
E
B
履
修
登
録
を
行

う
こ
と
に
よ
り
授
業
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
次
に
説
明
す
る
卒
業
論
文
着
手
条
件
等
を
３
年
次
終

了
ま
で
に
満
た
す
よ
う
、１
年
生
の
う
ち
か
ら
計
画
的
に

履
修
し
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。生
命
科

学
部
・
食
環
境
科
学
部
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、定
め
ら
れ

た
学
年
の
必
修
科
目
を
き
ち
ん
と
修
得
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
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平
成
25
年
度
４
月
、こ
れ
ま
で
の
生
命
科
学
部
食
環
境
科

学
科
を
基
礎
と
し
た
食
環
境
科
学
科
と
管
理
栄
養
士
を
養

成
す
る
健
康
栄
養
学
科
の
２
学
科（
２
専
攻
）を
擁
す
る
、東

洋
大
学
の
11
番
目
の
学
部
と
し
て
食
環
境
科
学
部
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
平
均
寿
命
の
伸
長
と
出
生
率
の
低
下
で
、２
０
５
０
年
に

は
、ほ
ぼ
３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
老
年
人
口
と
な
る
超

高
齢
化
社
会
が
到
来
し
ま
す
。さ
ら
に
、糖
尿
病
や
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
増
加
す
る
昨

今
、生
活
習
慣
の
改
善
、特
に
食
生
活
の
改
善
が
社
会
的
に

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
と
ニ
ー
ズ
に
対
し
、食
環
境
科

学
部
で
は
、食
品
の
機
能
科
学
や
栄
養・健
康
化
学
を
総
合

的
に
探
求
し
、こ
れ
を
高
度
な
栄
養
指
導
に
発
展
さ
せ
、生

命
と
健
康
、食
の
安
全
に
係
る
分
野
で
活
躍
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
で
、国
民
が
生
涯
に
わ
た
り
健
康
的
で
明
る

く
、活
力
あ
る
生
活
が
送
れ
る
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

食
環
境
科
学
部
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

食
環
境
科
学
科
フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻

　
先
端
的
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
基
礎
に
、食
品
機
能
と

安
全
、未
利
用
資
源
の
有
効
活
用
、最
新
の
分
析
技
術
を
修

得
し
ま
す
。食
品
の
安
全・安
心
を
高
度
に
追
求
で
き
る
、食

品
技
術
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
し
ま
す
。新
規
食
品
や

素
材
の
開
発
研
究
、検
査
業
務
、食
品
産
業
分
野
な
ど
各

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

食
環
境
科
学
科
ス
ポ
ー
ツ・食
品
機
能
専
攻

　
運
動
と
食
品
が
持
つ
機
能（
栄
養
）の
関
係
を
学
び
、身
体

活
動
に
伴
う
食
事・栄
養
の
摂
り
方
な
ど
の
専
門
知
識
を
修

得
し
、食
品
機
能
が
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
か
ら
生
命
の
営
み

を
化
学
的
に
探
求
す
る
食
品
機
能
学
、ス
ポ
ー
ツ
栄
養
科
学

学
科（
専
攻
）の
特
色

　
食
環
境
科
学
部
に
つ
い
て
は
、３
年
次
終
了
ま
で
に
各
学

科
・
専
攻
の
所
定
の
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
、卒
業
時
期

が
延
期
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
食
環
境
科
学
科
フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
に
つ
い
て
は
、３

年
次
終
了
ま
で
に「
卒
業
論
文
着
手
条
件
」の
項
目
１
〜
７

を
満
た
さ
な
け
れ
ば
、卒
業
研
究
・
卒
業
論
文
に
着
手
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、卒
業
時
期
が
延
期
と
な
り
ま
す
。

　
食
環
境
科
学
科
ス
ポ
ー
ツ
・
食
品
機
能
専
攻
に
つ
い
て

は
、３
年
次
終
了
ま
で
に「
４
年
次
必
修
授
業
受
講
条
件
」

の
項
目
１
〜
７
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
、４
年
次
開
講
の
必

修
科
目
を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、卒
業
時
期
が
延
期

と
な
り
ま
す
。

食
環
境
科
学
部
卒
業
論
文
等
着
手
条
件

　
卒
業
論
文
・
卒
業
研
究（
必
修
）に
着
手
す
る
の
は
４
年

次
の
は
じ
め
か
ら
で
す
が
、着
手
す
る
た
め
に
は
３
年
次
終

了
ま
で
に
所
定
の
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。条
件
が
ひ
と
つ
で
も
足
り
な
け
れ
ば
、卒
業
論
文
・
卒

業
研
究
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、卒
業
時
期
が
延
期

と
な
り
ま
す
。な
お
、修
得
単
位
は
、卒
業
に
必
要
な
科
目

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
ま
す
。各
領
域
の
分
類

は
42
ペ
ー
ジ
以
降
の「
卒
業
要
件
一
覧
」の
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

を
熟
知
し
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

健
康
栄
養
学
科

　
管
理
栄
養
士（
栄
養
士
）養
成
施
設
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。資
格
取
得
だ
け
に
重
き
を
お
か
ず
、研
修
能
力
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
兼
ね
備
え
、チ
ー
ム
医
療
や
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
栄
養
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
強
化
し
、「
食
と
健

康
」の
未
来
を
見
据
え
た
専
門
性
の
高
い
栄
養
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
で
き
る
管
理
栄
養
士
の
養
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
健
康
栄
養
学
科
に
つ
い
て
は
、３
年
次
終
了
ま
で
に「
総

合
演
習
受
講
条
件
」の
項
目
１
〜
７
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
、

４
年
次
開
講
の
総
合
演
習
を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

卒
業
時
期
が
延
期
と
な
り
ま
す
。こ
の
ほ
か「
臨
地
実
習
履

修
条
件
」も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
条
件
区
分
お
よ
び
必
要
単
位
数
等
は
次
項「
食
環
境
科

学
部
４
年
次
開
講
科
目
履
修
条
件
一
覧
」の
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

総修得単位数
一般教養的教育科目
外国語科目

専攻領域の
必修科目
専攻領域の
選択必修科目

専攻領域の選択科目、
各要件単位を
上回って修得した科目

105単位以上

25単位

34単位

26単位以上

21単位

24単位

40単位以上

実験科目9単位を
含めて２１単位以上

26単位

38単位以上

人文４単位以上を含む１２単位以上
必修４単位および選択必修４単位以上を含む８単位以上

生命科学科
2009～2012年度

入学生

応用生物科学科
2009～2012年度

入学生

食環境科学科
（生命科学部）
2009～2012年度

入学生

2009～2012年度入学生生命科学部卒業論文着手条件
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生命科学部卒業論文着手条件　2013年度以降入学生
生命科学科 応用生物科学科

1.総修得単位数
2.共通教養科目の哲学・思想
3.共通教養科目の自然・環境・生命
４.共通教養科目の文化間コミュニケーション
５.基盤教育科目
６.専門科目
７.専門科目の必修科目

８.専門科目の選択必修科目

９.専門科目の選択必修科目（生命科学科）
10.専門科目の選択科目、各要件単位を上回って
修得した科目（応用生物科学科）

105単位以上
4単位以上
4単位以上

必修4単位を含む６単位以上
20単位以上

70単位以上
28単位

上記7・8を含め３２単位以上

基礎科学および４分野
すべてについて

それぞれ４単位以上

基礎科学16単位
各自のコース６単位を

含む２２単位

26単位

42単位以上

110単位以上

̶

　生
命
科
学
部・食
環
境
科
学
部
で
は
次
の
資
格
を
取
得
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。な
お
、各
資
格
の
取
得
に
は
、そ
れ
ぞ

れ
条
件
が
あ
り
ま
す
。

諸
資
格
に
つ
い
て

生命科学部・食環境科学部取得可能資格

教育
職員
免許状

高等学校
教諭１種理科

中学教諭１種理科

栄養教諭１種

危険物取扱者（甲種）受験資格

食品衛生管理者及び
食品衛生監視員（任用資格）

管理栄養士（栄養士）

バイオ技術者認定試験受験資格
フードスペシャリスト受験資格

生命科学部

応用生物
科学科

健康栄養
学科フード

サイエンス
専攻

スポーツ・
食品機能

専攻

食環境科学科
（2013年度以降入学生）

食環境科
学科

（2009～
2012年度
入学生）

生命
科学科

食環境科学部

○ ○ ○ ○ ○

○
○

○

○
○

○

○
○

○○

○
○
○ ○ ○

○
○
○

○
○

○
○

食環境科学部４年次開講科目履修条件一覧
食環境科学科

健康栄養学科

１．総修得単位数
２．共通教養科目の
　 哲学・思想

３．共通教養科目の
　 自然・環境・生命

４．共通教養科目の
　 文化間コミュニケーション
５．基盤教育科目

６．専門科目の必修

７．専門科目の選択必修

フードサイエンス
専攻

スポーツ・
食品機能専攻

105単位以上修得

必修4単位を含む6単位以上修得

4単位以上修得

20単位以上修得

22単位以上修得20単位以上修得 26単位以上修得

実験科目10単位を含む
38単位以上修得

実験科目11単位を含む
45単位以上修得 24単位以上修得

4単位以上修得

各種条件 卒業論文
着手条件

４年次必修授業
受講条件

総合演習
受講条件
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生命科学部卒業要件 2009～2012年度入学生

人文
社会

自然情報
総合
必修

選択必修
中国語
ハングル
フランス語

選択必修

選択科目
英語特別
教育科目

留学支援
科目
開放領域（他学科）

一般教
養的
教育科目
１２単位

外国語
科目
８単位
以上

共
通
総
合
領
域

　20
単
位
以
上

専
攻
領
域

　90
単
位
以
上

授業科目区分 卒業要件単位数 卒業要件単位数 卒業要件単位数

基礎科学 基礎科学
基礎科学

専門科学

16単位
以上

10単位
以上

細胞利用

生物利用

環境保全

細胞制御
科学

ゲノム・情報
科学
生命環境
科学

26単位以上

10単位以上
（３コースの
中から
１分野を
選択）

16単位以上

10単位以上
（３コースの
中から
１分野を
選択）

必修科目

31単位
１年次6単位
２年次１２単位
３年次7単位
４年次6単位

27単位
１年次6単位
２年次8単位
３年次7単位
４年次6単位

31単位
１年次4単位
２年次１２単位
３年次9単位
４年次6単位

合計 12４単位 12４単位 12４単位

選択
健康
科学
科目

４単位
４単位以上

４単位
４単位以上

４単位
４単位以上

１２単位
（人文から
４単位以上）

１２単位
（人文から
４単位以上）

１２単位
（人文から
４単位以上）

生命科学科
2009～
2012年度
入学生

応用生物科学科
2009～
2012年度
入学生

2009～
2012年度
入学生

食環境科学科
（生命科学部）

選
択

　管
理
栄
養
士
と
は
、指
定
養
成
施
設
を
修
了
し
、管
理

栄
養
士
国
家
試
験
に
合
格
し
、厚
生
労
働
大
臣
よ
り
免
許

を
受
け
た
者
と
栄
養
士
法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の

専
有
業
務
は
、病
院
や
福
祉
施
設
、事
務
所
に
お
け
る
給

食
管
理
・
栄
養
指
導
、個
人
の
栄
養
指
導
に
い
た
る
ま
で
、

そ
の
専
門
性
と
範
疇
は
と
て
も
広
範
で
す
。さ
ら
に
、近
年

の
少
子
高
齢
化
社
会
を
背
景
に
、予
防
医
学
や
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
、介
護
医
療（
Q
O
L
）な
ど
、医
療
の
場
に
お
い
て

も
栄
養
士
法
に「
傷
病
者
に
対
す
る
背
景
に
、療
養
の
た
め

必
要
な
栄
養
の
指
導
」と
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、管
理

栄
養
士
が
医
師
や
看
護
師
と
手
を
携
え
て
果
た
せ
る
役

割
は
大
き
い
も
の
で
す
。

管
理
栄
養
士
免
許

2 栄養士養成施設

修業年限２年
修業年限３年
修業年限４年

1 管理栄養士養成施設
修業年限４年 栄

養
士
免
許
取
得

管
理
栄
養
士
国
家
試
験

実務経験３年以上
実務経験２年以上
実務経験１年以上

管
理
栄
養
士
に
つ
い
て
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2013年度以降入学生食環境科学部卒業要件

授業科目区分

基盤
教育
科目

専門
科目

自然・環境・生命

哲学・思想

日本と世界の文化・歴史

現代・社会

スポーツと健康

総合

文化間コミュニケーション

社会人基礎科目

英語特別教育科目

日本語科目
留学支援
科目

共通教養
科目

合計

選択

選択必修

必修

生命科学科

卒業要件単位数

応用生物科学科

卒業要件単位数

124単位 124単位

20単位 20単位

90単位

6単位

4単位

4単位

6単位

4単位

4単位

34単位

40単位以上 90単位

36単位

22単位以上

2013年度以降入学生生命科学部卒業要件

授業科目区分

基盤
教育
科目

専門
科目

自然・環境・生命

哲学・思想

日本と世界の文化・歴史

現代・社会

総合

スポーツと健康

文化間コミュニケーション

社会人基礎科目

英語特別教育科目

日本語科目

留学
支援
科目

共通
教養
科目

合計

選択

選択必修

必修

食環境科学科
フードサイエンス専攻

食環境科学科
スポーツ・食品機能専攻 健康栄養学科

卒業要件単位数 卒業要件単位数 卒業要件単位数

124単位 124単位

20単位 20単位

90単位

6単位

4単位

4単位

6単位 6単位

4単位

4単位

55単位

20単位以上 90単位

46単位

22単位以上

124単位

20単位

4単位

4単位

90単位

31単位

26単位以上
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朝
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
生
活
支
援

学
科
、健
康
ス
ポ
ー
ツ
学
科
、人
間
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

の
3
学
科
で
構
成
さ
れ
、そ
の
う
ち
生
活
支
援
学
科
は
生

活
支
援
学
専
攻
と
子
ど
も
支
援
学
専
攻
の
2
専
攻
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。ど
の
学
科
、専
攻
で
も
多
く
の
資
格
を

目
指
す
こ
と
が
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
お

り
、学
生
の
資
格
取
得
に
向
け
た
意
欲
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
1
年
を
4
月
か
ら
9
月
ま

で
の
春
学
期
と
10
月
か
ら
3
月
ま
で
の
秋
学
期
に
分
け

て
授
業
を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
期
末
に
成
績
を
発
表
し

ま
す
。こ
れ
を
セ
メ
ス
タ
制
と
呼
び
ま
す
。セ
メ
ス
タ
制

の
利
点
は
半
期
毎
に
授
業
や
成
績
評
価
が
完
結
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
授
業
効
果
を
高
め
、集
中
し
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、幅
広
い
科
目
選
択
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
学
期
の
開
始
時
に
、学
生
は
履
修
登
録
を

行
い
ま
す
。学
生
は
各
自
、自
分
の
興
味
・
関
心
や
資
格
取

得
に
必
要
な
授
業
を
選
択
し
て
登
録
を
行
い
ま
す
。春
・

秋
と
も
最
大
24
単
位
ま
で
履
修
登
録
を
す
る
こ
と
が
で

き
、年
間
で
48
単
位
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、各

学
科
と
も
学
年
ご
と
に
必
修
科
目
を
配
置
す
る
こ
と
で
、

大
学
に
必
ず
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

な
っ
て
い
ま
す
。な
お
、資
格
取
得
に
配
慮
す
る
た
め
、生

活
支
援
学
科
生
活
支
援
学
専
攻
で
介
護
福
祉
士
コ
ー
ス

に
配
属
す
る
学
生
は
各
学
期
に
お
い
て
最
大
28
単
位
履

修
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、教
職
課
程
を
履

修
す
る
学
生
は
、教
育
職
員
免
許
状
取
得
の
た
め
の
科
目

に
限
り
、最
大
24
単
位
の
制
限
を
越
え
て
履
修
登
録
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
で
は
出
席
を
重
視
す
る
授
業

が
多
く
、単
位
の
認
定
に
際
し
て
は
授
業
回
数
の
2
/
3

以
上
の
出
席
を
条
件
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、休
講
と

な
っ
た
科
目
は
必
ず
補
講
を
行
っ
て
お
り
、そ
の
実
施
率

は
1
0
0
％
で
す
。

　
2
0
1
3
年
に
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
が
行
わ
れ
、

す
べ
て
の
学
科
・
専
攻
に
お
い
て
基
盤
教
育
と
し
て
社
会

人
基
礎
科
目
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、従
来

よ
り
も
さ
ら
に
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
意
識
し
た
授

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
養

成
は
社
会
の
急
務
で
あ
る
と
考
え
、選
択
科
目
の
外
国
語

に
従
来
の
英
語
、中
国
語
、韓
国
語
に
ド
イ
ツ
語
、フ
ラ
ン

ス
語
が
加
わ
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、T
O
E
I
C
試
験
の

対
策
授
業
を
開
講
し
、合
わ
せ
て
一
部
の
学
科
で
は
英
語

の
必
修
科
目
の
時
間
数
を
増
や
し
、英
語
力
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
で
は
単
位
の
修
得
状
況
に
関

わ
ら
ず
４
年
生
ま
で
進
級
し
て
い
き
ま
す
。た
だ
し
、人

間
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
に
お
い
て
は
卒
業
研
究
・
卒
業
制

作
の
着
手
条
件
を
設
け
て
い
ま
す
。こ
の
条
件
を
充
足
で

き
な
い
場
合
、卒
業
研
究
・
卒
業
制
作
を
履
修
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、必
然
的
に
４
年
間
で
の
卒
業
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

進
級
と
卒
業

人
間
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
卒
業
研
究
・
卒
業
制
作
着
手
条
件

3
年
生
6
セ
メ
ス
タ
終
了
時
ま
で
に
1
・
2
年
次
専
門
科
目
の
必
修

科
目
を
す
べ
て
修
得
し
て
い
る
こ
と
、か
つ
、卒
業
要
件
単
位
を
１

０
０
単
位
以
上
修
得
し
て
い
る
こ
と
。

4
年
生
7
セ
メ
ス
タ
終
了
時
ま
で
に
各
自
が
所
属
す
る
コ
ー
ス
の

デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅱ
Ａ
を
修
得
し
て
い
る
こ
と
。

卒業するために最低限修得しなければならない単位数（2012年度以前入学生） （単位）

生活支援学科
子ども支援学
専攻

健康スポーツ
学科

人間環境
デザイン
学科

生活支援学科
生活支援学
専攻

一
般
教
養
的
科
目

専
門
科
目

人間探究分野

授業科目区分

8

12

4

16

22

46

76
124

12

4

16
8

18

46

72
68 64

124

12

4
2

18
8

36
5
30
74
90
124

12

4

16
8

14
2
53
69
77
124

文化間コミュニケーション分野
スポーツ健康分野
留学支援科目

学部共通科目

学科専門科目

小　　計

小　　計
計

合　　計

経営と管理の知識

読解と表現

必修科目
選択科目
必修科目
選択必修科目
選択科目

人間と生活の理解

総　　合

社会と自然の理解

朝
霞
事
務
部
朝
霞
事
務
課

　原

　千
晶

各
学
期
の
終
了
時
に
単
位
の
修
得
状
況
が
芳
し
く
な
い

学
生
に
対
し
て
は
専
任
教
職
員
に
よ
る
面
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
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資
格
取
得
に
つ
い
て

　ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
で
は
下
記
の
表
に
記
載
さ
れ

て
い
る
資
格
を
取
得
、ま
た
は
受
験
資
格
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。資
格
に
は
そ
れ
ぞ
れ
取
得
の
た
め
の
条

件
が
あ
り
、一
部
の
資
格
は
入
学
直
後
の
1
年
次
の
春
学

期
か
ら
継
続
的
に
学
修
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
資
格
の
取
得
と
卒
業
を
同

時
に
目
指
す
た
め
に
は
、漠
然
と
い
く
つ
も
の
資
格
を
目

指
す
よ
り
も
、本
当
に
自
分
の
将
来
に
必
要
な
資
格
は
何

か
を
よ
く
考
え
、そ
の
た
め
に
授
業
に
集
中
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
す
。ま
た
、資
格
取
得
を
目
指
す
学
生

卒業するために最低限修得しなければならない単位数（2013年度以降入学生） （単位）

取得可能な資格

社会福祉士 受験資格取得

受験資格取得

資格取得

受験資格取得

受験資格取得

生活支援学科
生活支援学

専攻

受験資格取得

受験資格取得

資格取得

生活支援学科
子ども支援学

専攻

受験資格取得

受験資格取得

受験資格取得

受験資格取得

受験資格取得 受験資格取得 受験資格取得

資格取得 資格取得 資格取得

資格取得

資格取得

資格取得

資格取得

資格取得

資格取得

資格取得

資格取得

資格取得

資格取得

資格取得

資格取得

健康スポーツ
学科

受験資格取得

受験資格取得

受験資格取得

資格取得

資格取得

任用資格取得 任用資格取得 任用資格取得 任用資格取得

人間環境
デザイン学科

精神保健福祉士

保育士

A.D.I.

健康運動指導士

健康運動実践指導者

障害者スポーツ指導員

レクリエーション・インストラクター

第一種衛生管理者

公認スポーツ指導者

一級建築士

二級建築士

木造建築士

社会福祉主事

高等学校教諭１種（福祉）※2

※1  生活支援学科生活支援学専攻介護福祉士コース所属学生のみ取得可能。
※2  社会福祉士受験資格取得希望者のみ取得可能です。

介護福祉士
※1

幼稚園教諭１種

高等学校教諭１種（保健）

中学校教諭１種（保健）

高等学校教諭１種（保健体育）

中学校教諭１種（保健体育）

養護教諭１種

高等学校教諭１種（工業）

高等学校教諭１種（工芸）

2011年度以前入学生

2012年度以降入学生

教
育
職
員
免
許
状

は
そ
の
他
の
学
生
と
比
較
し
た
場
合
、授
業
の
時
間
割

に
制
約
が
生
じ
ま
す
。そ
の
た
め
、資
格
取
得
に
必
要
な

授
業
は
一
度
の
履
修
で
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、予
習
、復
習
を
欠
か
さ
ず
、毎
回
授
業
に
出
席
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

基
盤
教
育

専
門
科
目

共通教養科目

生活支援学科
生活支援学

専攻

8

12

4

16

18

48
74

124

生活支援学科
子ども支援学

専攻

12

4

16
8

18

46
72

124

健康
スポーツ

学科

12

8

22
8

38

30
81

124

2

人間環境
デザイン

学科

12

6

18
8

14
10
24 1

43
77

124

文化間コミュニケーション
スポーツと健康

留学支援科目
社会人基礎科目

学部共通科目

学科専門科目

小　　計

小　　計
合　　計

現代・社会

哲学・思想

必修科目
選択科目
必修科目
コース別必修科目
選択必修科目
選択科目

自然・環境・生命

総　　合

日本と世界の文化・歴史

授業科目区分
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な
ら
ず
日
常
の
人
間
関
係
な
ど
様
々
な
場
面
で
助
言
を
求

め
て
く
る
学
生
、継
続
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
学
生
、情

緒
不
安
定
で
予
約
外
で
の
対
応
が
必
要
な
学
生
、障
が
い
を

持
つ
学
生
な
ど
、学
生
生
活
を
送
る
上
で
学
生
相
談
室
以
外

の
関
係
部
署
と
の
連
携
が
必
要
な
ケ
ー
ス
や
学
生
が
増
え

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。特
に
関
係
部
署
と
の
連
携
は
、

障
が
い
を
持
つ
学
生
へ
の
支
援
が
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と

に
よ
り（
二
〇
一
三
年
四
月
に
、白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
東
洋
大

学
障
が
い
学
生
支
援
室（
通
称：バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
室
）が

開
設
）、よ
り
細
や
か
な
援
助
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
理

由
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
室

は
、東
洋
大
学
に
お
け
る
障
が
い
学
生
の
教
育
お
よ
び
学
生

生
活
等
の
支
援
を
行
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
場
と

し
て（
障
が
い
学
生
が
直
接
に
関
係
部
署
に
支
援
を
求
め
な

く
て
も
、こ
の
支
援
室
が
支
援
窓
口
と
な
り
、必
要
に
応
じ

て
関
係
部
署
と
連
携
す
る
た
め
の
調
整
な
ど
を
行
い
ま

す
）、そ
し
て
修
学
環
境
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設

置
さ
れ
ま
し
た（
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
と
他
キ
ャ
ン
パ
ス
間
で

は
、必
要
に
応
じ
た
連
携
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
）。

　
利
用
者
の
相
談
内
容
は
九
五
．三
％
が「
適
応
相
談
」で
す

が
、学
生
相
談
員
に
よ
る
と
学
業
や
進
路
な
ど
他
の
動
機
を

持
っ
て
学
生
相
談
室
に
来
室
し
た
場
合
で
も
、背
景
に
精
神

的
不
調
や
性
格
特
性
上
の
問
題
が
想
定
さ
れ
る
学
生
が
増

加
し
た
た
め
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
ま
す（
東
洋
大
学
学
生

相
談
室「
学
生
相
談
室
報
告
書
　
第
一
五
号
」二
〇
一
四
年

六
月
発
行
）。

　
学
生
相
談
員
の
分
析
に
拠
れ
ば
、近
年
、学
生
気
質
が
大

き
く
変
化
し
、悩
み
や
葛
藤
を
自
己
の
内
に
抱
え
る
こ
と
が

難
し
く
、ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
で
暴
発
し
た
り
、危
機

的
事
態
を
生
じ
さ
せ
る
学
生
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
そ

う
で
す
。そ
れ
ら
の
悩
み
を
悩
み
と
し
て
抱
え
、最
初
か
ら

自
発
的
に
学
生
相
談
室
を
訪
れ
る
学
生
は
、援
助
の
必
要
な

学
生
の
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。残
り
の
要
援
助
学
生
に
つ
い

て
は
、そ
の
時
々
の
学
生
に
関
わ
っ
た
教
職
員
が
、そ
れ
ぞ
れ

の
現
場
で
、立
場
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ

の
際
に
、こ
れ
は
難
題
で
あ
る
と
か
、こ
の
よ
う
な
学
生
を

ど
の
よ
う
に
理
解
し
、ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
良
い
の

か
、ど
の
よ
う
な
配
慮
が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
か
な
ど
と

い
っ
た
戸
惑
い
を
覚
え
る
教
職
員
が
出
て
く
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
学
生
相
談
室
で
は
、今
ま
で
継
続
し

て
発
行
し
て
き
た「
困
っ
た
と
き
の
学
生
対
応
Ｑ
＆
Ａ
」を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、教
職
員
に
向
け
て
そ
の
よ
う
な
学
生

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
学
生
支
援
が
よ
り
円
滑
に
な

る
よ
う
に
、「
教
職
員
の
た
め
の
学
生
対
応
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

（
仮
）を
作
成
中
で
す
。同
書
が
学
生
相
談
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
と
し
て
、学
生
対
応
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。そ
し
て
必
要
に
応
じ
て
、「
保
護
者
向
け
の
学
生
対

応
Ｑ
&
A
」も
作
成
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
学
修
支
援
に
関
し
ま
し
て
は
、白
山
で
は
学
修
支
援
室
、

川
越
と
板
倉
は
学
習
支
援
室
、朝
霞
は
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
て
、学
生
諸
君
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
学
修

（
学
習
）の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
東
洋
大
学
学
生
相
談
室
は
、白
山・朝
霞・川
越
そ
し
て
板

倉
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
さ
れ
、専
門
の
職
員（
一
四
名
の

臨
床
心
理
士
）が
学
生
の
個
性
を
は
じ
め
キ
ャ
ン
パ
ス
の
環

境
や
学
部
の
特
徴
な
ど
を
踏
ま
え
て
学
生
相
談
員
と
し
て

対
応
し
て
い
ま
す
。学
生
に
は
、「
学
生
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」で
相

談
室
の
利
用
案
内
な
ど
を
掲
載
し
て
周
知
に
努
め
て
い
ま

す
。学
生
相
談
員
は
、学
生
相
談
の
み
な
ら
ず
教
職
員
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
習
の
講
師
を
務
め
た
り
し
て
い
ま
す
。学

生
援
助
活
動
と
し
て
は
、自
発
的
あ
る
い
は
依
頼
さ
れ
て
来

室
す
る
学
生
に
対
し
て
は
、学
生
自
身
が
抱
え
る
問
題
の
整

理
や
問
題
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
の
サ
ポ
ー

ト
で
す
が
、緊
急
性
の
高
い
問
題
の
場
合
に
は
危
機
介
入
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
こ
と
を
行
う
際
に
は
、

当
該
学
生
の
了
解
を
得
て
か
ら
必
要
に
応
じ
て
教
職
員
や

保
護
者
と
の
連
絡
を
取
り
合
う
あ
る
い
は
地
域
医
療
機
関

や
関
係
機
関
の
照
会
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
二
〇
一
三
年
度
学
生
相
談
室
の
利
用
件
数
総
数
は
九
，五

四
四
件
あ
り
、そ
の
う
ち
個
人
相
談
の
利
用
者
実
数
は
八
九

二
人
、延
べ
面
接
回
数
は
八
，七
二
一
回
で
し
た
。一
人
あ
た

り
の
平
均
面
接
回
数
も
二
〇
一
〇
年
度
は
九
回
を
越
え
、二

〇
一
三
年
度
は
一
〇
回
に
迫
る
と
い
う
、年
々
増
加
の
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
。こ
れ
は
、年
間
を
通
じ
て
大
学
生
活
の
み

最
近
の
学
生
事
情
と
サ
ポ
ー
ト
体
制

学
生
部
長（
法
学
部
教
授
）   

小
林  

秀
年
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め
し
ま
す
。「
東
洋
大
学
の
学
生
を
採
用
し
た
い
」と
い
う

意
思
を
も
っ
て
送
ら
れ
て
く
る
情
報
で
す
。ま
た
企
業
採

用
担
当
者
の
来
訪
を
受
け
、私
ど
も
就
職
担
当
者
が
直
接

い
た
だ
く
情
報
も
多
く
あ
り
ま
す
。ま
た
、「
学
内
会
社
説

明
会
」「
内
定
獲
得
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
」な
ど
、活
動
中

の
学
生
の
進
捗
状
況
に
添
っ
た
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、お
子
様
に
は
是
非
、各
キ
ャ
ン
パ
ス

の
就
職
支
援
室
と
、職
員
・
相
談
員
に
よ
る
個
別
相
談
を

利
用
す
る
よ
う
お
伝
え
く
だ
さ
い
。な
お
、学
生
向
け

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト 「T

oyoN
et-G

の
就
職
情
報
」は
、自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

３
年
生
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

　
現
在
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、本
格
的
な
就
職
活
動
に
向

け
て
準
備
を
す
る
た
め
の「
就
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

が
進
行
中
で
す
。例
年
、充
分
な
準
備
を
し
な
い
ま
ま
本

番
に
臨
み
内
定
を
得
ら
れ
ず
苦
戦
す
る
学
生
が
い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、就
職
活
動
の
流
れ
を
掴
む
と
と
も
に

ワ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
内
定
獲
得
の
た
め
に
必
要
な

エ
ッ
セ
ン
ス
を
修
得
し
ま
す
。具
体
的
に
は
、自
分
の
将

来
と
就
職
活
動
を
結
び
つ
け
る
自
己
分
析
、企
業
の
見
つ

け
方
、面
接
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
準
備
、人
事
担
当
者

の
視
点
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
内
容
を
学
び
ま
す
。ま
た
、

業
界
・
職
種
研
究
、Ｓ
Ｐ
Ｉ
・
一
般
常
識
テ
ス
ト
・ｗ
ｅ
ｂ

テ
ス
ト
対
策
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
並

行
し
て
行
い
ま
す
。い
ず
れ
も
授
業
の
空
き
時
間
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
無
理
な
く
就
活
の
準
備
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
時
点
で
進
路
を
決
め
て
い
な
い
学
生
も
、公
務
員
・

教
職
を
希
望
す
る
学
生
も
、こ
れ
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。自
立
し
た
大
人
と
し
て

社
会
で
働
く
た
め
の
準
備
に
き
っ
と
役
に
立
つ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

就
職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
に
つ
い
て

　
既
に
ご
存
知
か
と
は
存
じ
ま
す
が
、２
０
１
６
年
４
月

入
社
の
就
職
活
動
は
、こ
れ
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
よ
り

繰
り
下
げ
に
な
り
ま
す
。具
体
的
に
は
、企
業
の
会
社
説

明
会
な
ど
の
採
用
に
関
わ
る
広
報
活
動
は
３
年
生
の
３

月
か
ら
、面
接
な
ど
の
採
用
選
考
は
４
年
生
の
８
月
か
ら

と
な
り
ま
す
。変
更
１
年
目
と
な
る
学
生
に
は
、２
年
生

の
１
月
時
点
か
ら
周
知
し
て
い
る
と
と
も
に
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
合
同
会
社
説
明
会
、Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
の
連
携
な

ど
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
に
即
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。実
際
に
は「
繰
り
下
げ
」は
就
職
活
動
期
間
の
短
縮
に

な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
以
上
に
準
備
を
整
え
情
報
収
集
を

怠
る
こ
と
な
く
選
考
に
望
む
こ
と
が
大
切
で
す
。ま
た
、

外
資
系
企
業
な
ど
の
経
団
連
に
属
さ
な
い
企
業
は
、先
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、今
年
並
み
の
早
い
動

き
出
し
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、早
目
の
動
き
に
も

充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
就
職
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に
重
要
な
こ

と
は
、低
学
年
か
ら
意
欲
的
・
積
極
的
に
学
生
生
活
を
送

る
こ
と
で
す
。お
子
様
に
は
、ゼ
ミ
、国
内
外
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
多
様
な
経
験
に
チ
ャ
レ
ン
す
る
よ
う
促
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
保
護
者
の
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
、就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
の
活
動
に
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。本

年
も
６
月
後
半
に
開
催
さ
れ
た
、首
都
圏
地
区
甫
水
懇
談

会
を
皮
切
り
に
、全
国
各
地
で「
甫
水
懇
談
会
・
支
部
総
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
時
々
に
お
い
て
保
護
者
の
皆
様

と
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
も
私
ど
も
就

職
の
担
当
者
は
、お
子
様
が
自
分
の
進
路
を
自
分
で
決
定

で
き
る
よ
う
支
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、保
護
者

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、秋
学
期
が
始
ま
り
各
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、夏
季
休
暇

を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経

験
し
た
学
生
達
の
活
気
で
溢
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
に
あ
ら

た
め
て
４
年
生
及
び
３
年
生
の
状
況
、現
３
年
生
の
就
職

活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

４
年
生
の
就
職
状
況
に
つ
い
て

　
現
４
年
生
の
就
職
内
定
率
は
、10
月
時
点
で
約
７
割
の

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。例
年
よ
り
早
め
の
動
き
と
な
っ
た

企
業
側
の
採
用
活
動
に
よ
り
、こ
の
時
期
と
し
て
は
昨
年

よ
り
や
や
良
好
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

ま
だ
ま
だ
多
く
の
学
生
が
進
路
決
定
に
向
け
て
活
動
を

し
て
い
ま
す
。特
に
今
年
は
企
業
か
ら
の
求
人
は
届
い
て

い
ま
す
の
で
、学
生
に
は
、粘
り
強
く
最
後
ま
で
諦
め
ず

に
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
特
に
こ
れ
か
ら
は
本
学
の
求
人
ナ
ビ
の
活
用
を
お
勧

就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
部 

部
長

　大
田
　啓
子
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2015年度入学試験情報 

■入学定員を増員する7学部（現行数→改訂数）

2015年度の入学試験情報のトピックスをご紹介いたします。
掲載内容の詳細は、東洋大学入試情報サイトで必ずご確認下さい。 http://www.toyo.ac.jp/nyushi/

7学部25学科の入学定員を見直し、2015年度より、入学定員を合
計512名増やします。過去10年間の志願者数の増加を考慮し、学
びたい人に、さらに広く門戸を開きます。

入学定員を512名増員
TOPICS 1

一般入試において、文系4学部7学科で従来の３教科判定入試に加
え、「4教科（判定）入試」を導入します。幅広く学んできた受験生に
とって、チャレンジできる幅が広がります。

一般入試で「4教科（判定）入試」を導入
TOPICS 2

センター利用入試  の併願に検定料割引を導入

■センター利用入試の併願割引

センター利用入試は、すべての試験において、複数併願すること
が可能です。
従来の検定料は、1出願につき20,000円（併願割引なし）ですが、
2015年度より導入する併願割引では、2出願までは一律20,000
円、3出願目以降は1出願につき10,000円を加算します。2出願
で20,000円割引、3出願では30,000円割引となります。

TOPICS 3

センター利用入試

一般入試

出願時期 出願期間
（郵送・消印有効） 試験日 合格発表日 入学手続

締切日 試験会場

前期 1月5日（月）～1月16日（金）

1月17日（土）
1月18日（日）

2月14日（土） 2月27日（金）

各センター試験会場
（東洋大学個別の学力試験は行いません）

中期 1月5日（月）～2月20日（金） 3月7日（土） 3月12日（木）

後期
（第1部） 1月5日（月）～2月27日（金） 3月16日（月）

3月24日（火）
後期

（イブニングコース） 1月5日（月）～3月9日（月） 3月19日（木）

出願時期 試験日 出願期間
（郵送・消印有効） 合格発表日 入学手続

締切日 試験会場

前期

2月1日（日） 1月5日（月）～1月23日（金） 2月9日（月）

2月27日（金）

東京（白山キャンパス）
埼玉（朝霞キャンパス＊1、川越キャンパス）

2月8日（日）
1月5日（月）～1月30日（金） 2月17日（火）

全国19会場＊2
2月9日（月）

2月10日（火）
1月5日（月）～2月3日（火） 2月19日（木）

2月11日（水）

中期 2月27日（金） 1月5日（月）～2月20日（金） 3月7日（土） 3月12日（木） 全国8会場＊3

後期
3月5日（木）

1月5日（月）～2月27日（金） 3月16日（月） 3月24日（火）
全国8会場＊3

3月6日（金） 東京（白山キャンパス）

＊1…2月1日の朝霞キャンパスは、実技試験を含む試験のみを対象としています。
＊2…東京（白山キャンパス）、埼玉（朝霞キャンパス）、札幌、仙台、郡山、水戸、宇都宮、高崎、千葉、東京（町田）、横浜、新潟、金沢、長野、静岡、名古屋、大阪、広島、福岡
＊3…東京（白山キャンパス）、札幌、仙台、新潟、長野、静岡、大阪、福岡

センター利用入試は複数学科の併願や同一学科を複数の判定型で併願することができます。
後期は第1部とイブニングコース（第2部）で出願期間等が異なりますので、ご注意ください。

センター利用入試・一般入試スケジュール

文学部（480名→566名）、経済学部（575名→616名）
経営学部（520名→532名）、社会学部（550名→750名）
理工学部（720名→811名）、生命科学部（200名→226名）
ライフデザイン学部（400名→456名）
全学部合計：512名増
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東
洋
大
学
は
、2
0
1
3
年（
平
成
25
年
）に
創
立

1
2
6
周
年
を
新
た
に
迎
え
る
に
あ
た
り
、建
学
の
理
念

を
踏
ま
え「
教
育
の
質
」の
向
上
、「
哲
学
教
育
」「
国
際
化
」

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」を
実
践
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
積
極
的

に
推
進
、新
た
な
時
代
に
貢
献
で
き
る
学
生
を
育
成
す
る

た
め
の
改
革
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
3
年
4
月
に
は
、板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
食
環

境
科
学
部
」を
新
設
、ま
た
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
文
学
部

「
イ
ン
ド
哲
学
科
」お
よ
び「
中
国
哲
学
文
学
科
」を「
東
洋

思
想
文
化
学
科
」に
再
編
成
し
、11
学
部
44
学
科
と
な
り

ま
し
た
。

　
甫
水
会
も
、「
大
学
の
興
隆
発
展
と
学
生
の
健
全
な
る

発
達
」の
た
め
、大
学
に
で
き
る
限
り
の
協
力
を
し
て
お

り
ま
す
。ま
た
、大
学
よ
り
甫
水
会
事
業
に
対
す
る
ご
支

援
を
得
な
が
ら
、教
育
の
充
実
強
化
、学
生
の
文
化
・
体
育

活
動
の
援
助
等
の
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
以
下
、平
成
25
年
5
月
25
日
開
催
の
評
議
員
会
で
承
認

さ
れ
た
事
業
計
画
に
基
づ
き
、大
学
の
ご
理
解
ご
協
力
の

も
と
に
執
行
し
た
１
年
間
の
事
業
実
施
概
要
を
報
告
い

た
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
甫
水
会
活
動
報
告

（
平
成
26
年
度
評
議
員
会
資
料
抜
粋
）

平
成
25
年
度
事
業
報
告

評
議
員
会

（1）
　
平
成
25
年
度
評
議
員
会
は
、常
任
理
事
及
び
全
国

59
支
部
支
部
長
と
、1
、0
0
0
名
以
上
の
会
員
を

擁
す
る
支
部
選
出
の
評
議
員
で
構
成
さ
れ
、会
則
第

6
章
評
議
員
第
21
条
に
基
づ
き
、評
議
員
70
名（
定

数
80
名
）、監
事
2
名
が
出
席
し
、平
成
25
年
5
月
25

日
13
時
よ
り
甫
水
会
館
２
階
会
議
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

【
諸
会
議
】

本
部
事
業
関
係

１
．諸
会
議
及
び
行
事

理
事
会

（2）
　
常
任
理
事
と
地
区
長
理
事
で
構
成
さ
れ
、会
則
第
４

章
役
員
第
８
条
に
基
づ
き
、開
催
さ
れ
た
。

      

①
平
成
24
年
度

         

第
２
回
理
事
会         

平
成
25
年
４
月
20
日

      

②
平
成
25
年
度

         

第
１
回
理
事
会         

平
成
25
年
10
月
26
日

　
①
平
成
25
年
９
月
14
日
、本
部
主
催
で
全
国
59
支
部

長（
代
理
含
）の
参
加
に
よ
る
、｢

甫
水
会
諸
規
程
」及
び
、

｢

支
部
関
係
業
務
処
理
に
関
す
る
取
扱
い｣

を
主
と
し
た

支
部
長
研
修
会
を
開
催
し
た
。

常
任
理
事
会

（3）
　
会
則
第
４
章
役
員
第
９
条
に
基
づ
き
、月
１
回
の

定
例
会
議（
但
し
、７
・
８
月
は
除
く
）及
び
臨
時
会

議
を
開
催
し
、業
務
を
執
行
し
た
。

①
平
成
24
年
度

　
第
９
回
常
任
理
事
会     

平
成
25
年
４
月
13
日

　
第
10
回
常
任
理
事
会     

平
成
25
年
５
月
11
日

②
平
成
25
年
度

　
第
１
回
常
任
理
事
会     

平
成
25
年
６
月
８
日

　
第
２
回
常
任
理
事
会     

平
成
25
年
９
月
28
日

　
第
３
回
常
任
理
事
会     

平
成
25
年
10
月
12
日

　
第
４
回
常
任
理
事
会     

平
成
25
年
11
月
16
日

　
第
５
回
常
任
理
事
会     

平
成
25
年
12
月
14
日

　
第
６
回
常
任
理
事
会     

平
成
26
年
１
月
11
日

　
臨
　
時
常
任
理
事
会     

平
成
26
年
２
月
１
日

　
第
７
回
常
任
理
事
会     

平
成
26
年
２
月
22
日

　
第
８
回
常
任
理
事
会     

平
成
26
年
３
月
15
日

常
任
理
事
会
内
委
員
会

（4）
　
必
要
に
応
じ
て
内
部
委
員
会
を
開
催
し
、業
務
を

執
行
し
た
。

役
員
選
考
委
員
会

（5）
　
会
則
第
４
章
役
員
第
６
条
に
基
づ
き
、全
国
59
支

部
よ
り
選
出
頂
き
次
期
役
員
候
補
者
を
選
考
す
る

た
め
、平
成
26
年
１
月
18
日
に
第
一
回
を
開
催
、平

成
26
年
２
月
14
日
に
第
２
回
を
文
書
開
催
し
た
。

評議員会

①
平
成
25
年
５
月
11
日
、関
東
地
区
支
部
長
会
議

地
区
別
支
部
長
会
議

（6）

（
首
都
圏
地
区
13
支
部
）を
甫
水
懇
談
会
開
催
に

伴
う
打
合
せ
会
議
が
行
わ
れ
た
。

②
会
則
第
10
章
第
39
条
に
基
づ
き
、平
成
25
年
２
月

に
地
区
長
主
催
で
全
国
10
地
区
に
お
い
て
本
部
・

支
部
活
動
の
円
滑
な
連
携
と
地
区
の
活
性
化
を

目
的
と
し
、会
議
を
開
催
し
た
。

全
国
59
支
部
長
研
修
会

（7）
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弔
慰
金･･････

「
弔
慰
金
規
程
」に
基
づ
き
、会
員
の

申
請
に
よ
り
４
名
に
支
給
し
た
。

学
生
総
合
補
償
制
度･･････

１
年
生
を
対
象
と
す

る｢

学
生
総
合
補
償
制
度｣

の
傷
害
保
険
へ
の
任
意

加
入
者
は
、5
7
0
名
で
あ
っ
た
。

学
生
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
、学
術
研
究
等
援
助
・
表
彰

制
度･･････

「
援
助･

表
彰
基
準
」に
よ
り
、１
部
体

育
会
・
２
部
体
育
会
の
団
体
及
び
個
人
へ
表
彰
状
と

褒
賞
金
1
9
8
万
円
を
援
助
し
た
。さ
ら
に
学
生
ク

ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル（
文
化
系
サ
ー
ク
ル
）に
対
し
、学

生
部
と
連
携
し
て
申
請
願
い
が
出
さ
れ
た
16
サ
ー

ク
ル
に
32
万
円
援
助
し
た
。な
お
、文
科
系
特
別
援

助
金
と
し
て
、英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
・
中
国

語
弁
論
大
会
等
８
万
円
、ス
ポ
ー
ツ
東
洋
新
聞
等
へ

の
新
聞
広
告
掲
載
料
と
し
て
17
万
円
援
助
し
た
。

2
．学
生
諸
制
度

（1）

（2）（1）（2） （3）（4）
甫
水
会
費

甫
水
会
費
は
、入
学
時
及
び
毎
年
授
業
料
払
込

時
に
5
、0
0
0
円
を
徴
収
し
、本
部
か
ら
所

属
会
員
数
１
人
当
り
、1
、5
0
0
円
を
乗
じ

（
６
月
暫
定
会
員
数
80
％
支
給･

11
月
確
定
会

員
数
20
％
支
給
）各
支
部
へ
支
部
運
営
費
交
付

金
と
し
て
3
7
、5
9
9
、0
0
0
円
を
支
出

し
た
。

会
員
数
割
傾
斜
援
助
金

会
員
数
割
傾
斜
援
助
金
は
、全
国
59
支
部
の
会

員
数
を
７
ブ
ロ
ッ
ク（
０
か
ら
18
万
円
）に
分

け
、年
１
回
６
月
に
算
定
基
準
に
よ
り
支
出
し

た
。

3
．甫
水
会
費
･
援
助
金
の
交
付

【
行

　事
】

甫
水
懇
談
会

（1）
①
首
都
圏
地
区
13
支
部（
東
京
都
、神
奈
川
県
、埼
玉

県
、千
葉
県
、茨
城
県
）

　
学
生
が
在
籍
す
る
４
校
舎（
白
山
・
川
越
・
板
倉
・

朝
霞
）で
開
催
さ
れ
、大
学
教
職
員
に
よ
る「
報
告

･

個
別
面
談
」を
実
施
し
、支
部
会
員
同
士
の
親
睦

も
深
め
ら
れ
た
。

会
員
の
集
い
・
就
職
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

（2）  

平
成
25
年
度
で
５
回
目
を
迎
え
た「
会
員
の
集
い
・

就
職
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
、大
学
と
の
共
催
に
よ

り
、就
職
関
係
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、白

②
首
都
圏
地
区
以
外
46
支
部

　
全
国
46
支
部
総
会
の
中
で
甫
水
懇
談
会
と
し
て

開
催
し
参
加
者
は
1
、0
7
5
名
で
あ
っ
た
。大

学
教
職
員
及
び
本
部
役
員
が
出
張
し
、会
員
相
互

の
交
流
も
図
ら
れ
無
事
終
了
し
た
。

奨
学
金･･････

「
奨
学
生
規
程
」に
基
づ
き
、常
任
理

事
会
に
お
い
て
選
考
の
結
果
、20
名（
留
学
生
２
名

含
む
）を
採
用
し
た
。

支部名/
日付・校舎

茨　城
埼　北
埼　中
埼　東
埼　南
千葉東
千葉西
城　東
城　西
中　央
城　北
多　摩
神奈川

0801
1101
1102
1103
1104
1201
1202
1301
1302
1303
1304
1305
1401

24
18
8
23
11
2
3
4
2
0
5
2
3

出席者合計

支部
コード 合　計6月22日(土)

板倉校舎
6月22日(土)
朝霞校舎

6月30日(日)
白山校舎

6月30日(日)
川越校舎

105

18
2
9
2
16
2
10
3
5
4
9
8
18

106

56
16
53
45
104
80
94
42
33
17
78
69
109

796

35
14
57
19
48
4
17
10
9
1
16
20
6

256

133
50
127
89
179
88
124
59
49
22
108
99
136

1,263

山
キ
ャ
ン
パ
ス
井
上
円
了
ホ
ー
ル
に
お
い
て
10
月

26
日（
土
）27
日（
日
）の
２
日
間
に
亘
っ
て
４
部
構

成
で
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、台
風
27
号
の
影

響
に
よ
り
10
月
26
日（
土
）第
１
部
講
演
及
び
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
が
中
止
と
な
っ
た
。

　
10
月
27
日（
日
）２
日
目
は
、第
２
部
講
演
会
・
第

３
部
就
職
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
た
。講
演
会

で
は
、硬
式
野
球
部
部
長
新
井
恭
子
准
教
授
よ
り

「
も
し
ア
ラ
・・・
も
し
も
大
学
野
球
部
の
部
長
新
井

が
ド
ラ
ッ
カ
ー
の『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』を
読
ん
だ
ら
」

と
題
し
て
、選
手
の
活
動
内
容
な
ど
に
つ
い
て
講

演
、本
学
名
誉
教
授
講
演
で
は
、井
上
博
文
国
際
地

域
学
部
名
誉
教
授
よ
り
、「
東
洋
大
学
と
観
光
教
育
」

と
題
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
に
向
け
た
国
際
地
域

学
部
の
取
組
み
及
び
今
後
の
国
の
観
光
政
策
と
人

材
育
成
に
お
け
る
国
際
観
光
学
科
の
教
育
目
標
な

ど
に
つ
い
て
講
演
を
頂
い
た
。ま
た
、第
３
部
就
職

活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
深

野
弘
美
部
長
か
ら
東
洋
大
学
の
現
状
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、東
洋
大
学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
講
演
で
は
、経
済

学
部
卒
、巣
鴨
信
用
金
庫
の
福
島
啓
太
氏
、社
会
学

部
卒
、㈱
ク
レ
オ
の
中
村
琴
美
氏
２
名
に
よ
る
卒
業

生
の
就
職
活
動
体
験
な
ど
の
講
演
が
あ
っ
た
。キ
ャ

リ
ア
講
演
と
し
て
、「
現
代
の
学
生
と
社
会
で
求
め

ら
れ
る
人
材
の
ギ
ャ
ッ
プ
」と
題
し
て
、ス
タ
ー
ツ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱
の
杉
山
正
則
氏
よ
り
具
体

的
で
実
践
的
な
お
話
が
あ
っ
た
。平
成
25
年
度
の
参

加
者
は
、3
8
3
名
で
あ
っ
た
。な
お
、５
年
間
実
施

し
た
結
果
、平
成
21
年
度
は
5
4
6
名
、22
年
度
は

3
3
0
名
、
23
年
度
は
2
2
8
名
、
24
年
度
は

4
7
2
名
の
参
加
者
数
で
あ
っ
た
。
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支
部
主
催
の
就
職
説
明(

懇
談)

会
出
張
に
伴
う
大
学

教
職
員
の
旅
費
交
通
費
等
は
大
学
側
に
お
願
い
し
、就

職
説
明
会
開
催
希
望
支
部
に
つ
い
て
講
師
派
遣
な
ど
を

大
学
側
と
協
議
し
ご
支
援･

ご
協
力
を
頂
い
た
。ま
た
、甫

水
会
の
支
部
主
催
行
事
援
助
金
支
給
規
程
に
基
づ
き
、

支
部
総
会
と
同
時
開
催
支
部
に
対
し
て
も
援
助
し
た
。

　
実
施
支
部
に
つ
い
て
は
、後
述
の｢

支
部
主
催
行
事｣

参
照

４
．就
職
問
題

　
会
員
相
互
間
の
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
広
報
活
動
を
実
施
し
、｢

会
員
の
し
お
り｣

及
び｢

会
報
東
洋｣

の
発
送
に
伴
う
経
費
は
、大
学
側
に
お
願

い
し
た
。

新
入
会
員
対
象
の「
会
員
の
し
お
り
」

　
　
平
成
26
年
１
月
発
行

全
会
員
対
象
の「
会
報
　
東
洋
」

　
　
平
成
25
年
12
月
発
行

役
員
及
び
支
部
長
対
象
の「
甫
水
会
ジ
ャ
ー
ナ
ル

第
51
号
、52
号
」

　
　
平
成
25
年
４
月
・
10
月
発
行

大
学
側
に
リ
ン
ク
依
頼
開
示
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
じ
、情
報
活
動
を
強
化
し
た
。

7
．広
報
活
動

平
成
25
年
度
甫
水
会
事
業
計
画
に
基
づ
き
執
行
し
た
。

体
育
後
援
会

体
育
後
援
会
は
、校
友
会・本
会
と
で
構
成
し
、本
部
拠

出
金
と
し
て
4
0
0
万
円
援
助
し
た
。

「
井
上
円
了
が
志
し
た
も
の
と
は
」に
対
す
る
援
助

井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
の
企
画･

実
施
に
、実
行

委
員
会
を
構
成
し
、そ
の
運
営
費
の
一
部
負
担
金

1
5
0
万
円
を
援
助
し
た
。

卒
業
記
念
品

卒
業
記
念
品（
25
年
度
は
今
治
タ
オ
ル
）購
入
代
金
と

し
て
大
学・校
友
会・本
会
の
三
者
負
担
に
よ
る
分
担
金

1
8
0
万
円
を
援
助
し
た
。

全
学
的
な
行
事
に
対
す
る
援
助

大
学
祭（
白
山
祭･

朝
華
祭･

こ
も
れ
び
祭･

雷
祭
）・ス

ポ
ー
ツ
大
会（
川
越･

朝
霞･

板
倉
）に
援
助
し
た
。

留
学
生
に
対
す
る
援
助

大
学
の
国
際
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
、留
学
生
連

合
会
の
活
動
等
に
対
し
援
助
し
た
。

「
東
洋
大
学
教
育
・
研
究
協
力
資
金
」募
金
に
対
す
る
協
力

創
立
1
5
0
周
年
に
向
け
て
国
際
的
に
評
価
さ
れ
る

大
学
を
目
指
し
た
①
育
英
事
業
の
展
開 

②
教
育・研

究
活
動
支
援 

③
学
生
課
外
活
動
の
充
実 

④
教
育
研

究
施
設・設
備
の
拡
充
に
係
る
募
金
の
取
組
み
に
対
し

て
、学
生
へ
の
支
援
と
し
て
平
成
25
年
度
に
つ
い
て
は
、

大
学
へ
1
0
0
万
円
の
援
助
寄
付
を
し
た
。

5
．大
学
事
業（
行
事
）に
対
す
る
協
力

（1）（1） （2）（3）（4）

（1）（2）（3）（4）

（5）（6）　
大
学
・
校
友
会
の
年
間
行
事
と
し
て
実
施
す
る
祭

事･

会
議
に
甫
水
会
代
表
者
を
派
遣
、協
力
し
た
。

　
大
学
・
校
友
会
行
事
に
派
遣
、協
力
し
た
。

6
．大
学
･
校
友
会
行
事
等
に
対
す
る
協
力

校
友
大
会

体
育
後
援
会
第
１
回
運

営
委
員
会

学
祖
祭

第
１
回
井
上
円
了
が
志

し
た
も
の
と
は
実
行
委

員
会

校
友
会「
平
和
祈
念
の

碑
に
集
う
会
」

哲
学
堂
祭

川
越
体
育
会
功
労
者
表

彰
式

留
学
生
連
合
会
年
末
交

流
会

体
育
後
援
会
第
２
回
運

営
委
員
会

一
部
体
育
会
表
彰
式

二
部
体
育
会
表
彰
式

オ
ー
ル
東
洋
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
ク
ラ
ブ
総
会

校
友
会
学
生
研
究
奨
励

基
金
授
与
式

卒
業
式

⑤
平
成
25
年
５
月
19
日

⑥
平
成
25
年
５
月
24
日

⑦
平
成
25
年
６
月
６
日

⑧
平
成
25
年
９
月
27
日

⑨
平
成
25
年
10
月
20
日

⑩
平
成
25
年
11
月
２
日

⑪
平
成
25
年
12
月
４
日

⑫
平
成
25
年
12
月
15
日

⑬
平
成
26
年
２
月
12
日

⑭
平
成
26
年
２
月
25
日

⑮
平
成
26
年
３
月
15
日

⑯
平
成
26
年
３
月
15
日

⑰
平
成
26
年
３
月
20
日

⑱
平
成
26
年
３
月
23
日

入
学
式

2
0
1
3
年
度
新
入
留

学
生
歓
迎
会

箱
根
駅
伝
で
優
勝
さ
せ

る
会
総
会

校
友
会
代
議
員
会

①
平
成
25
年
４
月
６
日

②
平
成
25
年
４
月
21
日

③
平
成
25
年
５
月
８
日

④
平
成
25
年
５
月
18
日

（4） （3）
調
整
金

支
部
運
営
費
と
会
員
数
傾
斜
援
助
金
の
合
計
額

が
会
員
数
の
少
な
い
支
部
よ
り
下
回
る｢

逆
転

現
象｣

が
生
じ
た
場
合
の
是
正
と
し
て
、11
支
部

へ
11
月
の
支
部
運
営
費
支
払
い
時
に
加
算

（
1
3
4
、5
0
0
円
）し
支
給
し
た
。

支
部
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
等
に
対
す
る
援
助
金

支
部
主
催
行
事
に
対
し
、支
部
主
催
行
事
援
助

金
支
給
規
程
に
よ
り
援
助
し
た
。

援助金内訳

500名以上
500名未満
120名未満
80名未満
70名未満
60名未満
30名未満

0円×
11万円×
12万円×
14万円×
15万円×
16万円×
18万円×

17支部=
8支部=
7支部=
0支部=
2支部=

12支部=
13支部=

0円
880,000円
840,000円

0円
300,000円

1,920,000円
2,340,000円
6,280,000円59支部=

会  員  数
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甫
水
会
本
部
で
は
、情
報
開
発
に
よ
る
大
学
の
教

務
部
門
の
情
報
を
利
用
し
、会
費
納
入
処
理
を
行
っ

て
い
る
。会
員
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
情
報
更
新
は
、

本
会
で
確
認
し
大
学
総
務
課
に
依
頼
し
て
い
る
。ま

た
、支
部
要
請
の
宛
名
ラ
ベ
ル
を
本
部
で
作
成
提
供

し
た
。

　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
の「
個
人
情
報
保
護
法
」

施
行
後
は
、情
報
の
使
用
・
管
理
等
に
つ
い
て
は
、引

続
き
支
部
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
大
学
と「
個
人
デ
ー
タ
の
提
供
に
伴
う
個
人
情
報

の
機
密
保
持
及
び
安
全
管
理
に
関
す
る
契
約
書
」を

締
結
し
、申
請
に
基
づ
き
取
り
扱
っ
て
い
る
。な
お
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
、新
し
い
デ
ー
タ
を
加

え
な
が
ら
大
学
側
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
を
依
頼

し
、情
報
化
を
促
進
し
て
い
る
。

　
支
部
総
会
開
催
に
つ
い
て
は
、本
部･

支
部
経
費
の
節
減

と
業
務
処
理
の
合
理
化
の
観
点
か
ら
、前
年
度
同
様
、支

部
総
会（
甫
水
懇
談
会
）の｢

案
内
と
出
席
申
込｣

は
本
部
一

括
発
送･

受
取
処
理
し
た
。ま
た
、支
部
総
会
の
中
で
、甫
水

懇
談
会
と
し
て
大
学
関
連
行
事
を
取
り
込
む
形
で
実
施

し
た
。な
お
、今
年
度
も
支
部
総
会
へ
の
大
学
側
出
張
者

（
代
表･

事
務
説
明
者
）の
旅
費
交
通
費
は
、大
学
側
に
お

願
い
し
た
。

①
支
部
総
会･･･

59
支
部  

会
員
数
６
、２
７
９
名

②
開
催
日･･････

平
成
25
年
７
月
６
日
〜
８
月
４
日

③
出
張
者･･････

甫
水
会
本
部
代
表
者  

延
べ
46
名

④
出
席
者･･････

１
、７
１
６
名 

支
部
事
業
関
係

１
．支
部
総
会（
甫
水
懇
談
会
）

　
実
施
支
部
は
以
下
の
通
り
で
あ
り
、甫
水
会
の
支
部
主
催

行
事
援
助
金
支
給
規
程
に
基
づ
き
援
助
金
を
支
出
し
た
。

2
．支
部
行
事

8
．会
員
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

①就職説明（懇談）会
月　日 曜 支　部 出席者数場　所

合           計

7月6日
6日
7日
7日
7日
7日
7日
7日
7日

13日
13日
14日
14日
14日
14日
15日
20日
27日
27日
27日
28日
28日
28日

8月3日
4日
4日
4日

9月29日
10月6日
11月4日

9日
10日
16日
16日
16日
17日
17日

12月1日
1月19日

19日
3月15日

土
土
日
日
日
日
日
日
日
土
土
日
日
日
日
月
土
土
土
土
日
日
日
土
日
日
日
日
日
月
土
日
土
土
土
日
日
日
日
日
土

兵庫県
徳島県
茨城県
千葉県東
千葉県西
岡山県
愛媛県
熊本県
宮崎県
山口県
大分県
滋賀県
京都府
広島県 
福岡県
埼玉県東
埼玉県北
島根県
高知県
長崎県
富山県
香川県
佐賀県
和歌山県
北海道旭川
福井県
長野県
栃木県
群馬県
新潟県
静岡県
山形県
岩手県
秋田県
福島県
青森県
山梨県
宮城県
埼玉県南
鳥取県
神奈川県

清交倶楽部総社会館
ホテルグランドパレス徳島
ホテルマロウド筑波
千葉市生涯学習センター
船橋グランドホテル
ピュアリティまきび
いよてつ会館
熊本ホテルキャッスル
ホテルセンチュリー宮崎
山口グランドホテル
大分市コンパルホール6F601
ホテルグランヴィア京都
ホテルグランヴィア京都
ホテルニューヒロデン
ＴＫＰガーデンシティ博多
春日部市商工振興センター
埼玉グランドホテル深谷
ホテル一畑
高知会館
奥座敷てん新
高志会館
オフィスサポートセンター
ホテルニューオータニ佐賀
ホテルアバローム紀の国
ロワジールホテル旭川
ホテルリバージュ アケボノ
長野第一ホテル
コンセーレ
前橋商工会議所
新潟ユニゾンプラザ４階
静岡駅ビルパルシェ
大手門パルズ
盛岡大通商店街「リリオ2F」
第一会館本館
郡山市労働福祉会館
ラ・プラス青森
ホテル談露館
KKRホテル仙台
埼玉会館
ホテルハーベストイン米子
ホテルヨコハマガーデン

事務説明者（敬称略）
次長  　  野口　正生
主任  　  畠野　真規子
准教授　　   小島　貴子
課長  　  中村　健司
部長  　  深野　弘美
次長  　  野口　正生
主任  　  畠野　真規子
主任  　  早坂　充樹
課長補佐　　萩原　剛志
課長補佐　　萩原　剛志
課員  　  高山　泰輔
部長  　  深野　弘美
部長  　  深野　弘美
外部講師  　  田中　淳
課員  　  高山　泰輔
次長  　  野口　正生
次長  　  野口　正生
主任  　  西澤　昌子
課長  　  中村　健司
課員  　  高山　泰輔
課員  　  富岡　周平
課長  　  中村　健司
課員  　  高山　泰輔
次長  　  野口　正生
課員  　  大倉　ゆかり
課長補佐 　   萩原　剛志
課員  　  富岡　周平
課長  　  中村　健司
部長  　  深野　弘美
准教授　　   小島　貴子
部長  　  深野　弘美
課長  　  中村　健司
次長  　  野口　正生
部長  　  深野　弘美
課長補佐　   腰山　雅基
次長  　  野口　正生
課長  　  中村　健司
課長  　  中村　健司
外部講師　   櫻井　照士
課長  　  中村　健司
外部講師　   川田　英利

34
6

107
63
70
17
14
28
26
20
7
5
8

20
28
86
41
10
18
9

24
9

13
10
14
3

40
144
105
76

112
34
9

15
46
14
44
29
78
10
95

1,541
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③講演・研修会等

②大学施設設備校舎見学会

月　日 曜 支　部 出席者数講演会･研修会等／内容 講演者（敬称略）／場所

合           計

6月29日
7月7日

7日
 7日

 14日
20日
21日

8月13日
14日
24日
25日

10月14日
14日
14日
14日
19日
20日

11月2日
2日
3日
3日

16日
17日
9日

17日
23日
23日
23日
30日
30日
30日

12月1日
7日

1月2日
3日
3日
3日
3日
3日
3日
3日

25日
2月16日

22日
3月1日

1日
2日

71
107
70
74
69
59
60

100

17
44
27
8
7

38
79
82
63
14
6

11
86
73
54

73
96
41
25
80
37
61
55
29
26
55
63
15
26
80
6

48
80
48
83
44
45

2,335

土
日
日
日
日
土
日
火
水
土
日
月
月
月
月
土
日
土
土
日
日
土
日
土
日
土
土
土
土
土
土
日
土
木
金
金
金
金
金
金
金
土
日
土
土
土
日

東京都城東
茨城県
千葉県西
東京都城北
石川県
埼玉県中央
東京都多摩

徳島県

新潟県
東京都城北
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
千葉県東
東京都城北
茨城県
東京都城西
京都府
三重県
埼玉県東
東京都多摩

千葉県西

埼玉県中央
東京都城東
神奈川県
埼玉県北
埼玉県南
東京都中央
東京都城北
栃木県
山梨県
茨城県
埼玉県東
埼玉県南
千葉県西
東京都中央
東京都城北
兵庫県
千葉県西
埼玉県東
東京都城西
千葉県東
東京都城北
神奈川県

箱根駅伝Ｖ奪回への道のりについて
井上円了の人と思想について

「子供を守る」～社会に出る前に知っておきたいこと～
東洋大学保護者への経済・就職セミナー
第３回全日本大学選抜相撲金沢大会
航空会社やホテルなどグロ－バル企業で求められる人材とは？
三大学生駅伝大会制覇に向けて

東洋大学連　阿波踊り参加

東洋大学陸上競技部山古志合宿支援と激励
日経新聞を最大活用せよ！エントリ－シ－ト＆面接を完全突破するためのマル秘活用法
第25回出雲全日本大学選抜駅伝競走
第25回出雲全日本大学選抜駅伝競走
第25回出雲全日本大学選抜駅伝競走　
第25回出雲全日本大学選抜駅伝競走
秋の研修旅行～日本の気象観測の歴史を訪ねて～
筑波宇宙センター見学と那珂湊漁港で新鮮な魚介類のお食事等、城北支部研修会・会員懇親バス旅行
茨城支部研修旅行
哲学堂祭に行こう
大学祭見学と白山付近の文化施設散策ツアー
全日本大学駅伝応援
見学研修会
多摩支部親睦研修旅行

銀座・日本開花の品格を訪ねて

日帰り研修旅行
文学鑑賞・社会見学会「防災体験と広東料理を堪能し、ビール工場見学の旅」
山梨県リニア見学センター見学
大学校舎見学並びに会員交流親睦会
日帰り研修旅行
秋のバス研修会､美保の松原散策とミカン狩り

「東洋大学保護者への季節のアレンジメントと折り紙のセミナー」
白山･朝霞･板橋スポーツセンター見学バスツアー
第90回東京箱根間往復大学駅伝競走
第90回東京箱根間往復大学駅伝競走
第90回東京箱根間往復大学駅伝競走
第90回東京箱根間往復大学駅伝競走
第90回東京箱根間往復大学駅伝競走
第90回東京箱根間往復大学駅伝競走
第90回東京箱根間往復大学駅伝競走
第90回東京箱根間往復大学駅伝競走
千葉県西支部研修会
就活生や親が知りたい就活の現状と内定絶対獲得に向けての対処法
鴨川セミナ－ハウス見学会
春の研修旅行～東京いまむかし～
早春の佐原とDIC川村美術館を巡る
春の支部研修旅行「ニッポンの最先端」に行く

陸上競技部監督（長距離）　酒井　俊幸
東洋大学学長　竹村　牧男
弁護士　荻原　富保

（有）ペイ・フォワード　代表取締役　川田　英利
金沢市卯辰山相撲場
グローバルキャリア教育センター　副センター長　柳川　悦子
陸上競技部長距離部門コーチ　佐藤　尚
徳島市内　阿波踊り演舞場他

新潟県長岡市山古志「山古志体育館」
（有）ペイ・フォワード　代表取締役　川田　英利
出雲駅伝（出雲大社､出雲ドーム周辺）
出雲駅伝（出雲大社､出雲ドーム周辺）
出雲駅伝（出雲大社､出雲ドーム周辺）
出雲駅伝（出雲大社､出雲ドーム周辺）
富士山レーダードーム館
筑波宇宙センター・那珂湊漁港・木内酒造等
白山校舎・ホテル椿山荘等
哲学堂公園
白山校舎・白山神社他等
熱田神宮～伊勢神宮
カップヌ－ドルミュ－ジアム・羽田空港国際ターミナル等
鎌倉・三崎等
東洋大学文学部
名誉教授　竹内　清己
神奈川県箱根方面
錦糸町・本所防災館・横浜中華街・キリンビール工場等
山梨県リニア見学センター等
白山・板橋総合スポーツセンター等
北本グリコピア・富岡製糸場等
静岡県
華道元池坊正教授　清水　悦子
白山･朝霞･板橋スポーツセンター等
往路ゴール付近
日比谷公園日比谷門前
日比谷公園日比谷門前
日比谷公園日比谷門前
大手町
日比谷花壇前
増上寺隣東京プリンスホテル前
大手町
木更津アウトレット周辺

（有）ペイ・フォワード　代表取締役　川田　英利
鴨川セミナ－ハウス等
東京スカイツリー、江戸東京博物館
東薫酒蔵、佐原町、DIC川村美術館等
ＪＡＬ機体整備工場、東京スカイツリー見学

月　日 曜 支　部 出席者数場　所

合           計

4月7日
6月29日
12月7日

14日
3月30日

日
土
土
土
日

阪奈
東京都城東
群馬県
茨城県
阪奈

川越校舎
白山校舎
白山校舎・川越校舎
板橋総合スポーツセンター
川越校舎

7
40
53
15
10

125
出席者数=支部長報告による

出席者数=支部長報告による
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(60,602) 

94 

60,418 

90 

(9,000) 

9,000 

69,602 

甫水会収支関係

甫水会費･･････年額5,000円
24,891名･････････････････････････124,455,000円

487名･･･････････････････････････2,435,000円
25,378名･････････････････････････126,890,000円

第１部会費徴収数
第２部会費徴収数

合 計

平成２5年度会計報告

　平成25年度決算は、４月および５月に開催されました理事会・評議員会において、
承認されました。

平成２5年度一般会計決算報告書
自平成25年4月1日～至平成26年3月31日

貸  借  対  照  表
平成26年3月31日現在 （単位：千円）

（単位：千円）

資　産　の　部 負　債　の　部

（ 流 動 資 産 ）

現 金

普 通 預 金

郵 便 振 替

（ 固 定 資 産 ）

甫水会記念事業積立金

合 計

(590) 

285 

191 

114 

60,012 

9,000 

69,602 

（ 流 動 資 産 ）

前 受 金

預 り 金

未 払 金

次 年 度 繰 越 金

特定資産次年度繰越金

合 計

126,890 

1,283 

0 

45,527 

173,700

収　入　の　部 支　出　の　部

甫 水 会 費 収 入

雑 収 入

投 資 活 動 収 入

前 年 度 繰 越 金

合 計

98,654 

14,034 

1,000

60,012

173,700

事 業 費

管 理 費

投 資 活 動 支 出

次 年 度 繰 越 金

合 計

正　  味　  財　  産　  の　  部

一般会計収支計算書
自平成25年4月1日～至平成26年3月31日
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東
洋
大
学
は
、創
立
1
2
5
周
年
を
記
念
し
て
発
出
し

た「
未
来
宣
言
」に
お
い
て
、「
教
育
の
質
を
高
め
る
こ
と
」

を
優
先
課
題
と
し
て
、哲
学
教
育
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
及
び
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き

「
３
本
の
矢
」と
位
置
づ
け
、豊
か
な
個
性
と
優
れ
た
資
質

を
備
え
た
人
材
を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
。　

　
ま
た
、建
学
の
理
念
に
根
差
し
、時
代
の
要
請
に
応
え
、

未
来
の
課
題
を
先
取
り
し
、か
つ
分
野
別
の
特
質
に
鑑

み
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
・
学
科
ご
と
に
人
材
養
成
の
目
的
・

教
育
目
標
を
適
切
に
定
め
、そ
の
目
標
の
十
分
な
達
成
を

追
及
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
甫
水
会
も
こ
の
よ
う
な
方
針
の
も
と
で
、「
大
学
の
興

隆
発
展
と
学
生
の
健
全
な
る
発
達
」の
た
め
、引
き
続
き

大
学
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。併
せ
て
、大
学
よ
り
甫

水
会
事
業
に
対
す
る
ご
理
解
・
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、教

育
の
充
実
強
化
、学
生
の
文
化
・
体
育
活
動
等
を
奨
励
し
、

支
援
す
る
諸
事
業
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
下
、平
成
26
年
度
甫
水
会
事
業
計
画
の
概
要
を
説
明

い
た
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
甫
水
会
活
動
計
画

（
平
成
26
年
度
評
議
員
会
資
料
抜
粋
）

平
成
26
年
度
事
業
計
画

本
部
事
業
関
係

１
．諸
会
議
及
び
行
事

【
諸
会
議
】

⑴
評
議
員
会

　
　
常
任
理
事
及
び
全
国
59
支
部
長
と
1
、0
0
0
名

以
上
の
会
員
を
擁
す
る
支
部
選
出
の
評
議
員
と
で

構
成
さ
れ
、会
則
第
21
条
の
重
要
項
目
に
関
し
て
審

議
を
行
う
最
高
議
決
機
関
で
あ
り
、定
例
会
と
し
て

年
１
回
５
月
に
開
催
す
る
。

⑵
理
事
会

　
　
常
任
理
事
と
地
区
長
理
事
で
構
成
さ
れ
、本
会

運
営
の
基
本
業
務
に
つ
い
て
常
任
理
事
会
の
執
行

事
項
の
確
認
・
承
認
を
行
う
機
関
で
あ
り
、定
例
会

と
し
て
年
２
回
10
月
及
び
翌
年
４
月
に
開
催
す

る
。

⑶
常
任
理
事
会

　
　
原
則
と
し
て
、毎
月
１
回
開
催
す
る（
７
・
８
月

は
除
く
）。

　
本
会
運
営
の
基
本
的
業
務
に
つ
い
て
、評
議
員

会
・
理
事
会
等
で
決
定
し
た
事
業
計
画
を
円
滑
に

執
行
す
る
。

⑷
常
任
理
事
会
内
委
員
会

　
　
必
要
に
応
じ
て
委
員
会
を
開
催
し
、業
務
を
執

行
す
る
。

⑸
役
員
選
考
委
員
会

　
　
次
期
役
員
候
補
者
を
全
国
59
支
部
よ
り
選
出

し
、１
月
に
役
員
候
補
者
の
選
考
を
行
う
。

⑹
地
区
別
支
部
長
会
議

　
　
全
国
10
地
区
に
お
い
て
地
区
長
主
催
で
、本

部
・
支
部
活
動
の
円
滑
な
連
携
と
各
地
区
組
織
の

活
性
化
を
目
的
と
し
、地
区
別
支
部
長
会
議
及
び

実
務
研
修
を
２
月
に
実
施
す
る
。

⑺
全
国
59
支
部
長
研
修
会

　
　
本
部
主
催
で
全
国
59
支
部
長
の
参
加
に
よ
る

会
議
及
び
実
務
研
修
を
９
月
に
開
催
す
る
。

【
行

　事
】

⑴
甫
水
懇
談
会

   

　
首
都
圏
地
区
支
部（
東
京
都
、神
奈
川
県
、埼
玉

県
、千
葉
県
、茨
城
県
）の
会
員
は
、学
生
が
在
籍

す
る
校
舎（
白
山
・
川
越
・
板
倉
・
朝
霞
）で
大
学
教

職
員
に
よ
る「
履
修
・
成
績
及
び
学
生
生
活
・
就

職
」等
に
つ
い
て
説
明
・
面
談
を
６
月
に
実
施
す

る
。併
せ
て
、就
職
関
係
講
演
の
充
実
を
図
る
た

め
の
施
策
を
検
討
す
る
。

　
　
ま
た
、首
都
圏
地
区
支
部
以
外
の
会
員
は
、各

支
部
主
催
の
行
事「
支
部
総
会
」等
の
中
で
、甫
水

懇
談
会
と
し
て「
履
修
・
成
績
及
び
学
生
生
活
・
就

職
」等
に
つ
い
て
、大
学
か
ら
代
表
者（
教
員
）と

事
務
説
明
者
よ
り
説
明
・
面
談
を
７
月
か
ら
８
月

に
か
け
て
実
施
す
る
。な
お
、会
員
か
ら
の
要
望

が
あ
る
教
員
と
の
個
人
面
談
の
実
現
に
向
け
て
、

教
員
出
張
者
の
増
員
等
に
つ
い
て
大
学
と
協
議

す
る
。

⑵
会
員
の
集
い
・
就
職
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
、就
職
関
係
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

10
月
25
日（
土
）に
実
施
す
る
。講
演
内
容
と
し
て

は
、魅
力
あ
る
講
演
者
・
テ
ー
マ
等
を
選
択
し
参
加

者
の
増
員
を
図
り
た
い
。な
お
、遠
隔
地
支
部
会
員

に
つ
い
て
は
、前
年
度
通
り
規
定
額
の
交
通
費
を

補
助
す
る
。

２
．学
生
諸
制
度

⑴
奨
学
金
制
度

　
　
会
員
が
不
測
の
事
故
等
で
家
計
が
急
変
し
、修

学
が
困
難
と
な
っ
た
学
生
に
対
し
、規
定
に
よ
り

学
業
・
課
外
活
動
に
優
秀
と
判
断
さ
れ
る
場
合

は
、常
任
理
事
会
の
議
を
経
て
、原
則
と
し
て
１

年
間
の
奨
学
金
給
付
を
月
額
３
０
、０
０
０
円
と

し
、会
員
の
出
願
に
基
づ
き
所
定
の
選
考
で
採
用

す
る
一
般
学
生
は
、昨
年
度
よ
り
10
名
増
員
の
25

名
と
す
る
。留
学
生
で
学
業
優
秀
者
は
、大
学
の

推
薦
に
よ
り
奨
学
金
給
付
を
２
名
に
行
う
。

　
　
な
お
、予
算
の
範
囲
内
で
よ
り
多
く
の
学
生
を

採
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、東
洋
大
学
奨
学
金

と
の
併
用
は
、制
限
す
る
も
の
と
す
る
。

⑵
弔
慰
金
制
度

   

　
不
測
の
事
故
等
で
会
員
の
ご
子
女
が
死
亡
し
た

時
、そ
の
遺
族
に
対
し
て
弔
慰
金
３
０
、０
０
０
円

を
支
給
す
る
。

⑶
学
生
総
合
補
償
制
度

　
　
１
年
生
対
象
の
任
意
加
入
、｢

学
生
総
合
補
償

制
度｣

の
案
内
を
す
る
。
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⑴
甫
水
会
費

　
　
甫
水
会
費
は
、入
学
時
及
び
毎
年
授
業
料
払
込

時
に
５
、0
0
0
円
を
徴
収
し
、本
部
か
ら
所
属
会

員
数
１
人
当
り
1
、5
0
0
円
を
乗
じ
年
２
回（
６

月
暫
定
会
員
数
80
％
支
給･

11
月
確
定
会
員
数

20
％
支
給
）各
支
部
へ
支
部
運
営
費
と
し
て
支
出

す
る
。

⑵
会
員
数
割
傾
斜
援
助
金

　
　
会
員
数
割
傾
斜
援
助
金
は
、全
国
59
支
部
の
会

員
数
を
７
ブ
ロ
ッ
ク（
０
か
ら
18
万
円
）に
分
け
、

年
１
回
６
月
に
算
定
基
準
に
よ
り
支
出
す
る
。

⑶
調
整
金

　
　
援
助
金
の
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
逆
転
現
象
が
生
じ

た
場
合
、11
月
支
部
運
営
費
に
加
算
し
支
出
す

る
。

⑷
支
部
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
等
に
対
す
る
援
助
金

　
　
支
部
事
業
の
開
催
に
対
し
、支
部
で
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、支
部
主
催
行
事
援
助

金
支
給
規
程
に
よ
り
援
助
す
る
。

３
．甫
水
会
費
･
援
助
金
の
交
付

５
．大
学
事
業（
行
事
）に
対
す
る
支
援
協
力

４
．就
職
問
題

　
父
母
又
は
保
護
者
・
学
生
本
人
と
大
学
就
職
担

当
者
の
、よ
り
密
接
な
連
携
を
保
つ
た
め
、就
職
・

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
と
本
部
役
員
で「
大
学
と
父
母

と
の
協
力
関
係
」に
つ
い
て
協
議
す
る
等
、就
職
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
就
職
活
動
を
進
め
る
実
力
を
養

う
講
座
・
制
度
の
充
実
を
お
願
い
し
て
い
る
。そ
し

 

　
会
則
に
定
め
る「
目
的
と
事
業
」を
達
成
す
る
た

め
に
、大
学
事
業
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
援
助
・
協

力
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

⑴
体
育
後
援
会

　
　
体
育
後
援
会
は
、校
友
会
・
本
会
と
で
構
成
し
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、本
部
拠
出
金

と
し
て
4
0
0
万
円
支
援
す
る
。

⑵「
井
上
円
了
が
志
し
た
も
の
と
は
」に
対
す
る
援
助

　
　
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
の
企
画
・
実

施
、実
行
委
員
会
を
構
成
し
、そ
の
運
営
費
の
一

部
1
5
0
万
円
を
援
助
す
る
。

⑶
卒
業
記
念
品

　
　
毎
年
度
、卒
業
記
念
品
購
入
代
金
と
し
て
大
学
・

校
友
会
・
本
会
の
三
者
負
担
に
よ
る
分
担
金

1
8
0
万
円
を
援
助
す
る
。記
念
品
目
に
つ
い
て

は
、関
係
部
署
と
事
前
に
協
議
す
る
。

⑷
全
学
的
な
行
事
に
対
す
る
援
助

　
　
大
学
祭（
白
山
祭･

朝
華
祭･

こ
も
れ
び
祭･

雷

祭
）の
４
校
舎
に
援
助
す
る
。

　
　
な
お
、平
成
26
年
度
に
白
山
祭
が
50
周
年
及

び
、朝
華
祭
が
10
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
昨
年

度
よ
り
援
助
金
を
白
山
祭
は
1
0
0
万
円
か
ら

1
2
0
万
円
の
増
額
と
し
、朝
華
祭
は
50
万
円
か

ら
60
万
円
の
増
額
と
し
た
。さ
ら
に
、ス
ポ
ー
ツ

大
会（
白
山
・
川
越
・
朝
霞
・
板
倉
）の
４
校
舎
に
援

助
す
る
。

⑸
留
学
生
団
体
等
に
対
す
る
援
助

　
　
大
学
の
国
際
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
、大

学
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
留
学
生
連
合
会
等
団

⑷
学
生
ク
ラ
ブ・サ
ー
ク
ル
、学
術
研
究
等
援
助・表
彰
制
度

　
　「
援
助
・
表
彰
基
準
」に
よ
り
、１
部
体
育
会
・
２

部
体
育
会
の
団
体
及
び
個
人
へ
表
彰
と
援
助
を

す
る
。活
動
と
し
て
学
生
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活

動（
運
動
部
・
文
化
部
・
学
術
研
究
サ
ー
ク
ル
・
ゼ

ミ
等
）を
学
生
部
と
連
携
し
て
、よ
り
多
く
の
活

動
に
対
し
賞
賛
・
奨
励
す
る
。文
化
系
サ
ー
ク
ル

に
対
し
て
も
全
面
的
に
支
援
す
る
。

体
の
活
動
等
に
対
し
広
く
援
助
す
る
事
を
目
的

と
し
、援
助
金
を
５
万
円
か
ら
10
万
円
へ
増
額
と
し

た
。

⑹
学
部
行
事
等
に
対
す
る
援
助

　
　
学
生
を
対
象
と
し
た
学
部
行
事
・
コ
ン
ク
ー
ル

等
に
お
い
て
、優
秀
者
に「
甫
水
会
会
長
賞
」を
授

与
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、大
学
行
事
の
振
興
及
び

学
生
に
対
す
る
支
援
を
目
的
と
し
、援
助
金

1
0
0
万
円
を
計
上
し
た
。

⑺「
東
洋
大
学
教
育
・
研
究
協
力
資
金
」募
金
に
対
す

る
協
力

　
　
創
立
1
5
0
周
年
に
向
け
て
国
際
的
に
評
価

さ
れ
る
大
学
を
目
指
し
た
、①
育
英
事
業
の
展

開
、②
教
育
・
研
究
活
動
支
援
、③
学
生
課
外
活
動

の
充
実
、④
教
育
研
究
施
設
・
設
備
の
拡
充
に
係

る
募
金
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、平
成
26
年
度
に

つ
い
て
本
部
予
算（
案
）と
し
て
1
、0
0
0
万
円

の
寄
付
を
行
う
と
と
も
に
、各
支
部
及
び
会
員
に

対
し
て
大
学
へ
の
協
力
を
促
す
。

６
．大
学
･
校
友
会
行
事
等
に
対
す
る
協
力

　
大
学
・
校
友
会
が
年
間
行
事
と
し
て
実
施
す
る
祭

事
等
に
、甫
水
会
代
表
者
を
派
遣
・
協
力
す
る
。

７
．広
報
活
動

　
会
員
相
互
間
の
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
広
報
活
動
を
実
施
し
、｢

会
員
の
し
お
り｣

及

び｢

会
報  

東
洋｣

の
発
送
に
伴
う
経
費
は
、大
学
側

に
お
願
い
し
て
い
る
。

⑴
新
入
会
員
対
象
の「
会
員
の
し
お
り
」・・・・・・年
１
回

⑵
全
会
員
対
象
の「
会
報
　
東
洋
」・・・・・・・・・・・年
１
回

⑶
役
員
及
び
支
部
長
対
象
の「
甫
水
会
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

　
　
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・年
２
回

⑷
大
学
側
に
リ
ン
ク
し
た
甫
水
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
じ
、情
報
活
動
を
強
化
す
る
。

て
、学
生
の
生
涯
設
計
を
立
て
る
上
で
の
支
援
を

積
極
的
に
進
め
、本
年
度
も
同
様
継
続
す
る
。な

お
、大
学
教
職
員
の
支
部
就
職
説
明
会
派
遣
旅
費

交
通
費
等
は
大
学
に
お
願
い
し
、就
職
説
明
会
開

催
希
望
支
部
に
つ
い
て
講
師
派
遣
な
ど
を
大
学
側

と
協
議
し
て
い
く
。
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支
部
事
業
関
係

⑴
支
部
総
会

　
　
本
部
は
、毎
年
度
の
支
部
総
会
出
席
者
の
意
見

を
ま
と
め
大
学
側
に
提
出
し
て
い
る
が
、特
に
父

母
又
は
保
護
者
と
の
両
談
形
式
を
含
め
多
数
の
意

見
を
頂
い
た
の
で
、今
後
も
改
善
を
行
い
、支
部
総

会
運
営
状
況
を
踏
ま
え
大
学
側
と
協
議
し
て
い
く
。

　
各
支
部
が
中
心
に
な
っ
て
主
催
す
る
行
事
等
に
つ
い

て
は
「
支
部
主
催
行
事
援
助
金
」
支
給
基
準
に
よ
り
、

支
援
・
協
力
す
る
。

甫
水
会
収
支
関
係

⑴
収
入
に
つ
い
て

　
①
甫
水
会
費
５
、０
０
０
円
に
つ
い
て
は
、｢

大
学

に
委
託
徴
収
を
依
頼｣

し
て
い
る
。

      

第
１
部
の
入
学
生
及
び
在
学
生
か
ら
徴
収
し
、

留
学
生
は
除
く
。

      

第
２
部
の
入
学
生
及
び
在
学
生
は
、任
意
加
入

と
し
て
本
部
が
徴
収
す
る
。

　
②
雑
収
入
に
つ
い
て
は
、学
生
総
合
補
償
制
度
の

事
務
費
収
入
等
が
あ
る
。

８
．会
員
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

　
甫
水
会
本
部
で
は
、大
学
の
教
務
部
門
の
情
報
を

利
用
し
、会
費
納
入
処
理
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
会
員
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、本
会
で
確
認
し
大

学
総
務
課
に
依
頼
し
て
い
る
が
、平
成
26
年
度
か
ら

は
、卒
業
生
・
甫
水
会
連
携
推
進
室
に
依
頼
す
る
こ

と
と
な
る
。ま
た
、支
部
要
請
の
宛
名
ラ
ベ
ル
を
本

部
で
作
成
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
の「
個
人
情
報
保
護

法
」施
行
に
よ
り
、情
報
の
使
用
・
管
理
に
つ
い
て

は
、引
続
き
支
部
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

　
大
学
と「
個
人
デ
ー
タ
の
提
供
に
伴
う
個
人
情
報

の
機
密
保
持
及
び
安
全
管
理
に
関
す
る
契
約
書
」を

締
結
し
、申
請
に
基
づ
き
取
り
扱
っ
て
い
る
。な
お
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、大
学
側
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
リ
ン
ク
し
、最
新
デ
ー
タ
を
随
時
加
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、情
報
化
を
促
進
す
る
。

9
．会
員
の
満
足
度
向
上
と
帰
属
意
識
昂
揚
の
た
め
の
施
策

　
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
時
に
配
布
す
る
た
め
の「
４

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ
」を
新
た
に
作
成
す
る
経
費
と

し
て
、50
万
円
計
上
し
た
。

　
本
部
で
実
施
す
る
諸
行
事
へ
の
出
席
者
に
配
付

す
る
た
め
の
甫
水
会
名
入
の
甫
水
会
グ
ッ
ズ
を
新

た
に
作
成
す
る
経
費
と
し
て
、1
0
0
万
円
計
上
し
た
。

   

　
首
都
圏
地
区
13
支
部
は
、白
山
・
川
越
・
板
倉
・
朝

霞
校
舎
で
６
月
に
甫
水
懇
談
会
を
開
催
す
る
の

で
、支
部
総
会
は
別
途
に
独
自
で
開
催
す
る
こ
と

に
な
る
。

   

　
首
都
圏
地
区
以
外
支
部
に
お
い
て
は
、７
月
〜

８
月
に
支
部
総
会
の
中
で「
甫
水
懇
談
会
」と
し
て

開
催
す
る
。ま
た
、開
催
案
内
お
よ
び
支
部
総
会
出

席
者
集
計
の
本
部
一
括
処
理
は
、前
年
通
り
行
う
。

⑵
就
職
説
明（
懇
談
）会

　
　
支
部
か
ら
の
開
催
要
望
に
基
づ
き
、日
程
及
び

派
遣
者
依
頼
願
い
に
つ
い
て
大
学
側
と
調
整
し
支

部
へ
報
告
す
る
。な
お
、開
催
申
請
支
部
は
開
催
日

及
び
講
師
派
遣
の
都
合
も
あ
る
の
で
、近
隣
支
部

と
も
調
整
の
上
、申
請
さ
れ
る
よ
う
要
請
す
る
。

⑶
大
学
施
設
設
備
校
舎
見
学
会

　
　
校
舎
案
内
者
を
派
遣
依
頼
要
請
す
る
関
係
か

ら
、就
職
説
明（
懇
談
）会
同
様
の
手
順
で
申
請
さ

れ
る
よ
う
要
請
す
る
。首
都
圏
地
区
13
支
部
は
、

４
校
舎
の
甫
水
懇
談
会
時
実
施
し
、首
都
圏
地
区

以
外
支
部
は
、本
部
主
催
事
業
の｢

会
員
の
集
い
・

就
職
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

に
お
い
て
同
時
開
催
を

計
画
し
、参
加
さ
れ
る
よ
う
に
要
請
す
る
。

⑷
講
演
・
研
修
会
等

　
　
本
部
は
、講
演・研
修
会
等
の
講
師
に
つ
い
て
、本

学
教
員
を
希
望
す
る
場
合
、紹
介
を
含
め
協
力
す
る
。

⑵
支
出
に
つ
い
て

【
事
業
費
】

　
①
本
部
関
連
事
業
の
主
要
行
事
で
あ
る
、甫
水
懇

談
会
・
就
職
説
明(

懇
談)

会
・
会
員
の
集
い･

就
職

活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
会
報
発
行
等
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
通
り
大
学
の
協
力
を
得
て
執
行
す
る
。

　
②
支
部
関
連
事
業
の
支
部
主
催
行
事
に
つ
い
て
も

規
定
に
準
じ
て
援
助
し
、各
支
部
の
活
性
化
を

図
る
。

　
③
学
生
協
力
費
に
つ
い
て
は
、本
会
の
目
的
に
基

づ
き
、大
学
祭
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
等
の
援
助
を
学
生
部
と
連
携
し
て
交
付
す

る
。

　
④
業
務
委
託
費
に
つ
い
て
は
、労
働
者
派
遣
契
約

書
に
基
づ
き
支
出
す
る
。

　
⑤
人
件
費
は
、事
業
費
関
連
事
務
に
伴
う
人
件
費

を
労
務
契
約
書
に
基
づ
き
支
出
す
る
。

　
⑥
平
成
26
年
度
新
規
施
策
事
項
に
つ
い
て
は
、必

要
な
経
費
を
計
上
し
た
。

【
管
理
費
】

　
①
会
議
費
は
、各
会
議
等
に
要
す
る
旅
費
交
通
費

等
で
あ
る
。

　
②
通
信
費
・
印
写
費
・
支
払
手
数
料
・
備
品
費
等
事

務
に
要
す
る
費
用
を
科
目
ご
と
に
計
上
し
て
い

る
。

　
③
人
件
費
は
、事
業
費
関
連
事
務
以
外
の
事
務
に

伴
う
人
件
費
を
労
務
契
約
書
に
基
づ
き
支
出
す

る
。

　
④
積
立
金
は
、甫
水
会
記
念
事
業
に
向
け
て
の
準

備
積
立
金
を
計
上
し
て
い
る
。

　
⑤
平
成
26
年
度
新
規
施
策
事
項
に
つ
い
て
は
、必

要
な
経
費
を
計
上
し
た
。

　
⑥
予
備
費
に
つ
い
て
は
、緊
急
支
出
と
し
て
措
置

す
る
。

以
上
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平成２6年度予算書

　平成26年度予算は、理事会・評議員会に於いて、事業計画書と共に提出、
報告されました。

　以上の説明、報告を受け「平成26年度一般会計予算書」については、審議の結果、
承認されました。

（単位：千円）

127,500 

1,466 

0 

60,012

188,978

収　入　の　部 支　出　の　部

甫 水 会 費 収 入

雑 収 入

投 資 活 動 収 入

前 年 度 繰 越 金

合 計

134,092 

27,431 

1,000 

1,500 

24,955

188,978 

事 業 費

管 理 費

投 資 活 動 支 出

予 備 費

次 期 繰 越 収 支 差 額

合 計

一般会計収支予算書
自平成26年4月1日～至平成27年3月31日

平成２6年度甫水懇談会・支部総会報告平成２6年度甫水懇談会・支部総会報告

茨   城

埼   北

埼   中

埼   東

埼   南

千 葉 東

千 葉 西

城   東

城   西

中   央

城   北

多   摩

神 奈 川

17

12

9

23

19

2

13

3

0

0

7

4

2

111

10

1

12

4

19

4

3

2

5

3

14

10

12

99

45

9

40

62

50

69

44

34

28

15

61

57

93

607

33

20

31

32

48

7

13

7

11

1

32

21

9

265

105

42

92

121

136

82

73

46

44

19

114

92

116

1,082 出席者合計

支  部  名 6月21日(土)
板倉校舎

6月21日(土)
朝霞校舎

6月29日(日)
白山校舎

6月29日(日)
川越校舎 合計

茨   城

埼   北

埼   中

埼   東

埼   南

千 葉 東

千 葉 西

城   東

城   西

中   央

城   北

多   摩

神 奈 川

1,735 

540 

1,704 

1,497 

2,701 

1,866 

1,805 

1,017 

648 

441 

1,737 

1,692 

1,862 

19,245 

4.8 

8.3 

2.5 

4.7 

4.4 

4.1 

4.1 

6.9 

4.9 

11.6 

2.4 

2.8 

4.0 

4.3 合　　  計

支  部  名

84

45

42

70

120

76

74

70

32

51

41

48

75

828

※出席者 ※出席者
%会員数

※出席人数は複数出席者を含む 6月暫定会員数
※出席者は報告書による

甫水懇談会出席者数

首都圏

支部総会出席者数

首都圏１３支部 首都圏１３支部
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合 計

札   幌
函   館
旭   川
北   見
室   蘭
釧   路
青   森
岩   手
宮   城
秋   田
山   形
福   島
栃   木
群   馬
新   潟
富   山
石   川
福   井
山   梨
長   野
岐   阜
静   岡
愛   知
三   重
滋   賀
京   都
阪   奈
兵   庫
和 歌 山
鳥   取
島   根
岡   山
広   島
山   口
徳   島
香   川
愛   媛
高   知
福   岡
佐   賀
長   崎
熊   本
大   分
宮   崎
鹿 児 島
沖   縄

支  部  名

札 幌 市
函 館 市
旭 川 市
北 見 市
苫小牧市
釧 路 市
青 森 市
盛 岡 市
仙 台 市
秋 田 市
山 形 市
郡 山 市
宇都宮市
前 橋 市
新 潟 市
富 山 市
金 沢 市
福 井 市
甲 府 市
長 野 市
岐 阜 市
静 岡 市
名古屋市
津 市
京 都 市
京 都 市
大 阪 市
姫 路 市
和歌山市
米 子 市
松 江 市
岡 山 市
広 島 市
山 口 市
徳 島 市
高 松 市
松 山 市
高 知 市
福 岡 市
佐 賀 市
大 村 市
熊 本 市
大 分 市
宮 崎 市
鹿児島市
那 覇 市

開催場所

135
25
29
20
26
34
83
83

187
120
150
407
686
768
645
121
90
13

191
596
61

522
141
49
12
35

103
184
16
32
17
36
70
42
18
23
44
43

110
12
38
54
22
29
32
59

6,213

会員数

27
6
9
9
8

12
12
22
30
21
35
56
57
83
65
31
28
6

28
78
14
56
23
20
1
7

20
24
6

10
15
16
23
15
6

11
9

20
22
11
8

28
11
16
14
7

1,036

参加者数

23
6
9
7
7
8

11
19
27
19
28
53
53
72
51
26
22
5

23
66
11
53
17
17
1
5

16
23
6
8
8

12
22
13
5
7
9

15
22
7
8

24
7

12
10
5

878

申込会員数
（学生数）

6月暫定会員数

支部総会（甫水懇談会）成績・履修出力数

首都圏以外４６支部
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六
月
か
ら
始
ま
っ
た
平
成
二
六
年
度
の
甫
水
懇
談
会

が
終
わ
り
ま
し
た
。首
都
圏
懇
談
会
と
地
区
別
懇
談
会
を

あ
わ
せ
、一
六
六
三
組
の
ご
父
母
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
別
懇
談
会
は
、昨
年
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
出
席
状
況
で

し
た
が
、首
都
圏
懇
談
会
は
、若
干
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。

　
大
学
は
、甫
水
懇
談
会
を
、ご
父
母
に
子
弟
の
在
学
中

の
成
長
を
と
お
し
、大
学
教
育
の
実
態
に
触
れ
て
い
た
だ

く
機
会
と
位
置
づ
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
、地
区
別
懇
談
会
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、甫
水

会
の
支
部
を
通
じ
て
、ご
父
母
の
参
加
依
頼
を
お
願
い
い

た
し
ま
し
た
が
、会
場
に
よ
り
多
少
の
増
減
は
あ
る
も
の

の
、参
加
者
数
が
増
え
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。本
事

務
室
と
し
て
は
、こ
の
状
況
を
懇
談
会
の
実
施
方
法
に
つ

い
て
見
直
す
契
機
と
と
ら
え
ま
し
た
。ご
父
母
が
懇
談
会

に
何
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
、申
込
時
に
ご
記
入
い
た

だ
い
た
質
問
項
目
、実
施
後
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
検
証
し
、ご
父
母
の
懇
談
会
に
対
す
る
ご

期
待
に
応
え
、ご
納
得
と
信
頼
感
を
感
じ
ら
れ
る
懇
談
会

に
す
べ
く
、見
直
し
に
着
手
し
ま
し
た
。現
在
、甫
水
会
事

務
局
及
び
甫
水
会
役
員
と
協
議
を
進
め
て
い
る
段
階
に

あ
り
ま
す
が
、本
稿
で
、改
善
方
策
の
一
端
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、現
大
学
三
年
生

の
来
年
度
の
就
職
活
動
は
、就
職
広
報
時
期
が
今
年
度
と

比
較
し
て
後
ろ
倒
し
に
な
り
ま
す
。こ
の
こ
と
も
あ
り
、

懇
談
会
の
ご
父
母
の
質
問
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
就
職

の
状
況
」や「
就
職
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
」意
向
を
お
持

ち
の
ご
父
母
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
表
れ
て
い

ま
し
た（
下
記
参
照
）。次
年
度
は
、就
職
説
明
を
よ
り
充

実
さ
せ
、大
学
の
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介
、就
職

結
果
の
報
告
、地
域
の
就
職
実
績
な
ど
を
解
説
し
、ご
父

母
が
、よ
り
ご
理
解
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
説
明
内

容
を
充
実
・
工
夫
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、履
修
状
況
の
説
明
に
つ
き
ま
し
て
も
、さ
ら
に

わ
か
り
や
す
い
方
法
へ
あ
ら
た
め
る
こ
と
と
し
、現
在
、

教
務
担
当
者
が
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　　
懇
談
会
進
行
は
、「
履
修
、課
外
活
動
の
取
り
組
み
が
分

か
り
や
す
か
っ
た
」と
好
意
的
な
意
見
が
あ
っ
た
一
方

で
、一
部
の
地
区
に
お
い
て「
個
人
面
談
を
待
つ
間
に
大

学
代
表
者
の
説
明
が
始
ま
り
、就
職
説
明
が
聞
け
な
か
っ

た
」と
進
行
上
の
課
題
を
指
摘
さ
れ
た
方
や
、「
式
次
第
が

わ
か
り
づ
ら
い
」と
意
見
を
寄
せ
ら
れ
た
方
が
多
数
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。次
年
度
は
、全
体
会
と
個
別
面
談

の
時
間
を
分
け
、個
人
面
談
を
待
た
れ
る
間
、大
学
教
職

員
が
父
母
席
に
入
り
、大
学
と
父
母
、父
母
間
の
交
流
が

で
き
る
場
を
設
定
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
来
年
度
は
左
記
の
日
程
で
実
施
す
る
予
定
で
調

整
し
て
い
ま
す
。

卒
業
生
・
甫
水
会
連
携
推
進
室

甫
水
懇
談
会
父
母
ア
ン
ケ
�
ト
結
果
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と

甫
水
懇
談
会
父
母
ア
ン
ケ
�
ト
結
果
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と

平
成
　
年
度 

甫
水
会

平
成
　
年
度 

甫
水
会

2626

6月27日

6月28日

6月28日

7月4日

7月5日

7月5日

7月11日

7月12日

7月12日

7月18日

7月19日

7月19日

7月25日

7月26日

7月26日

8月1日

8月2日

8月2日

8月22日

8月23日

8月23日

8月29日

8月30日

8月30日

9月6日

9月6日

月日 曜日 父母懇談会開催地区

静岡県静岡市

愛知県名古屋市

福島県郡山市

兵庫県姫路市

大阪府大阪市

山梨県甲府市

熊本県熊本市

鹿児島県鹿児島市

鳥取県米子市

宮城県仙台市

山形県山形市

沖縄県那覇市

富山県富山市

石川県金沢市

長野県長野市

岩手県盛岡市

秋田県秋田市

新潟県新潟市

香川県高松市

高知県高知市

広島県広島市

福岡県福岡市

長崎県長崎市

北海道釧路市

北海道札幌市

青森県青森市

土

日

日

土

日

日

土

日

日

土

日

日

土

日

日

土

日

日

土

日

日

土

日

日

日

日

順位 項目 項目

大学の近況を知りたい

就職の状況について知りたい

成績について面談したい

就職について面談したい

大学の近況を知りたい

就職の状況について知りたい

成績について面談したい

就職について面談したい

首都圏アンケート 地区アンケート

川越キャンパス　甫水懇談会※首都圏懇談会日程は6月を予定しています。

1

2

3

4

順位

1

2

3

4
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最
初
に
、神
田
雄
一
副
学
長
よ
り
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、

東
洋
大
の
基
本
理
念
に
つ
い
て「
・
哲
学
教
育
、キ
ャ
リ
ア

教
育
、グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
三
本
柱
と
し
、そ
れ
を
貫
く

も
の
と
し
て『
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
の
育
成
』を
目
指
す
。・
学

生
に
多
様
な
学
習
や
体
験
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、自

己
探
求
を
行
い
、主
体
的
に
行
動
で
き
る
力
を
育
て
る
。・社

会
探
究
を
通
し
て
広
い
視
野
を
身
に
つ
け
、哲
学
す
る
力

で
キ
ャ
リ
ア
を
切
り
拓
い
て
地
球
社
会
の
改
革
に
貢
献

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
を
排
出
す
る
」と
述
べ
た
。

　
ま
た
、「
就
職
支
援
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、キ
ャ
リ
ア
開

発
プ
ロ
グ
ラ
ム
、就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、キ
ャ
リ
ア
育

成
関
連
科
目
の
体
系
化
」「
組
織
的
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
し

て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
、就
職
キ
ャ

リ
ア
支
援
部
」を
挙
げ
た
。

　
そ
し
て
、「
年
次
毎
の
就
職
支
援
の
流
れ
と
基
礎
力
テ

ス
ト（
１
年
次
）、職
業
興
味
検
査（
３
年
次
）、『
教
職
員
一

体
の
支
援
』」に
触
れ
、「
昨
年
度
の
就
職
率
９
６
．９
％
」

の
成
果
を
述
べ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
次
に
、甫
水
会
の
村
田
薫
会
長
よ
り「
東
洋
大
と
の
深

い
繋
が
り
」「
今
後
一
層
の
協
力
依
頼
」（
巻
頭
参
照
）が
さ

れ
た
後
、理
工
学
部
生
体
医
工
学
科
小
島
貴
子
准
教
授
が

「
来
年
度
か
ら
変
わ
る
就
活
」「
企
業
が
見
る
も
の
」「
未
知

の
企
業
が
大
多
数
」「
入
社
と
就
職
の
違
い
」「
企
業
か
ら

の
情
報（
受
け
身
）と
自
分
で
掴
む
情
報（
自
律
）」「
入
社

時
の
条
件
と
入
社
後
の
条
件
」「
外
的
報
酬
欲
求
と
内
的

報
酬
欲
求
」「
成
長
は
言
動
に
表
れ
る
」等
と
述
べ
た
。　

　
最
後
に
、就
職
内
定
者
５
名（
営
・
村
上
勇
士
、法
・
横
田

菜
乃
葉
、理
工
・
石
綿
大
幹
、生
命
・
上
林
千
里
、ラ
イ
フ
・

澤
舘
秀
哉
）の
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

イ
タ
ー
中
村
健
司
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
長
に
よ
っ
て

行
わ
れ
、「
就
職
は
早
期
か
ら
の
取
り
組
み
が
必
要
」と
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
な
さ
れ
た
。　
　
　

東
洋
大
学
甫
水
会
副
会
長  

須
田

　龍
一

鬼
怒
鳴
門
・
長
井
鞠
子
・
鳥
飼
久
美
子
・
リ
ー
ビ
英
雄
・

藤
原
正
彦
とglobalization

「
会
員
の
集
い
・
就
職
フ
ォ
ー
ラ
ム
」参
加
者
６
２
９
名

　
神
田
副
学
長
の
触
れ
て
お
ら
れ
た
、東
洋
大
関
係
者
の

並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
に
よ
る「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大

学
創
成
支
援
」採
択
に
率
直
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。そ
れ

を
重
層
的
に
促
進
さ
せ
る
意
味
で
、左
記
の
幾
つ
か
の
記

実
も
参
考
に
し
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
や
帰
国
子
女
に
よ
る
通
訳
の

流
暢
な
こ
と
は
確
か
だ
が
、そ
の
通
訳
精
度
の
判
定
者
が

「
企
業
」現
場
に
は
ま
ず
存
在
し
得
な
い
現
実（
日
本
通
訳

業
界
の
ト
ッ
プ
長
井
鞠
子
が
、下
調
べ
す
る
間
も
な
く
通

訳
に
臨
み「
散
々
な
結
果
に
な
っ
た
」と
告
白
し
て
い
る
）

・
鳥
飼
久
美
子
の「
歴
史
を
変
え
た
誤
訳
」に
よ
る
と「
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
に
対
し
て
、時
の
鈴
木
貫
太
郎
内
閣
が
こ
れ

を『
黙
殺
す
る
』と
応
じ
、そ
の
訳
し
よ
う
が（
例
え
ば

"neglect"

と
か)

二
発
の
原
爆
投
下
に
繋
が
っ
た
の
で

は
？
」と（
ち
な
み
に
最
近
の
某
首
相
の「trust m

e

」発

言
が
日
米
関
係
を
無
用
の
混
乱
に
陥
れ
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
）　

・
日
本
の
英
会
話
学
校
の
ト
ッ
プ
た
る
Ａ
校
と
Ｂ
校
、い

ず
れ
も
優
秀
な
卒
業
生
の
就
職
先
に
呻
吟
し
て
い
る

・
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
本
学
名
誉
博
士
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
番
組
で
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
氏
が
日
本
古
典
の
知

識
は
希
薄
と
し
か
思
え
な
か
っ
た
事
実
。こ
れ
は
批
判
で

は
な
く
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
氏
が
如
何
に
英
会
話
に
勤
し

ん
で
来
た
か
の
証
左
。事
実
、後
日
同
番
組
に
於
け
る
Ｓ
・

ス
ピ
ル
バ
ー
グ
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は「
あ
の
映
画
の

あ
の
台
詞
は
・・・
」と
詳
細
な
解
説

・
藤
原
正
彦
に
よ
る
と
、英
国
で「
漱
石
の『
心
』の
先
生
の

自
殺
と
、三
島
由
紀
夫
の
割
腹
の
違
い
は
？
」と
問
わ
れ

さ
え
す
る

・
市
井
の
某
英
会
話
学
校
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
氏
が

｢
会
員
の
集
い
・
就
職
フ
�
�
ラ
ム｣

を
開
催
し
て

｢
会
員
の
集
い
・
就
職
フ
�
�
ラ
ム｣

を
開
催
し
て

平
成
　
年
度 

甫
水
会

平
成
　
年
度 

甫
水
会

2626
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「
数
年
後
自
動
通
訳
機
が
自
分
達
を
こ
の
学
校
か
ら
追
い

出
す
だ
ろ
う
」と
深
刻
な
表
情
。「m

y kids

に
は
７
、８
年

教
育
費
が
か
か
る
か
ら
、普
及
を
遅
ら
せ
て
く
れ
れ
ば
」

と
も

・
英
語
は
子
音
の
多
用
さ
れ
る
言
語
で
あ
り
、ネ
イ
テ
ィ

ブ
同
士
で
も
聞
き
取
り
に
く
い（
通
訳
の
現
場
に
立
つ
近

し
い
人
の
言
）。こ
れ
は
日
本
語
が
ほ
ぼ
全
て
母
音
で
終

わ
る
聞
き
取
り
や
す
い
言
語
で
あ
り
、英
語
も
訓
練
次
第

で
は
ス
ム
ー
ズ
に
聞
き
取
れ
る
は
ず
と
い
う
思
い
込
み

が
あ
る
か
ら
か（
但
し
、リ
ー
ビ
英
雄《
日
本
語
を
母
語
と

せ
ず
、日
文
小
説
を
発
表
し
、数
々
の
文
学
賞
受
賞
》は

「
書
字
日
本
語
は
世
界
一
の
難
し
さ
」と
）

・
単
純
に
世
界
に
２
０
０
ヶ
国
語
あ
る
と
し
て
、最
大
の

通
訳
困
難
語
は
英
語
。英
語
は
最
大
の
多
国
籍
語
だ
か
ら

皆
さ
ん「
お
国
訛
り
」を
引
き
ず
っ
て
お
り
、そ
れ
を
適
正

化
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
り
、そ
の
気
は
な
い
し
、す
る

必
要
も
な
い

日
本
文
化
の
回
帰
的
習
性

　
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
中
村
修
二
氏
ら
、勝
利
者
の
ほ

と
ん
ど
が「（
英
語
で
は
な
く
）英
会
話
の
必
要
性
」を
口

に
す
る
。し
か
し
英
会
話
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、か

け
が
え
の
な
い
ソ
フ
ト
た
る
日
本
語
で「
専
門
」に
没
頭

す
る
時
間
を
持
て
た
と
い
う
事
実
を
、栄
冠
を
得
た
瞬
間

に
忘
れ
て
し
ま
う
。即
ち
、一
旦
取
得
し
た
文
化
・
技
術
・

能
力
を
あ
っ
さ
り
捨
て
て
一
顧
だ
に
し
な
い
と
い
う
の

も
日
本
人
な
の
で
は
あ
り
ま
し
ょ
う
。日
本
史
を
俯
瞰
す

る
に
、日
本
民
族
は
凄
ま
じ
い
奔
流
で
世
界
の
ト
ッ
プ

東
洋
大
へ
の
共
感

　
甫
水
会
活
動
に
関
わ
る
中
で
過
日
、
筆
者
は
Ａ
教
授

の
ご
厚
情
に
よ
り
東
洋
大
ゼ
ミ
生
を
前
に
長
々
た
る
拙

話
を
述
べ
る
機
会
を
得
た
が
彼
ら
の
受
講
態
度
は
実
に

真
摯
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
ゼ
ミ
生
が
精
確
な
理
解
力

を
示
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
あ
る
学
生
氏
か
ら
は
２
５

０
０
字
に
も
及
ぶ
感
想
が
送
ら
れ
て
来
た
。

（
沸
点
）に
達
し
、目
的
と
手
段
の
混
同
を
経
て
突
然
止

む
、と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
奇
妙
な
ほ
ど
繰
り
返
さ
れ
る
。

古
代
で
は「
古
墳
造
成
」、中
世
に
在
っ
て
は「
国
盗
り
合

戦（
武
器
）」、近
現
代
で
は「（
大
戦
用
）大
艦
巨
砲
主
義
」

「（
昭
和
の
）過
激
派
」、最
近
の「
中
国
へ
の
企
業
進
出
」

（
こ
れ
は
未
収
束
）・・・
。こ
の
文
化
的
考
察
は
興
味
あ
る

と
こ
ろ
で
す
が
字
数
が
尽
き
つ
つ
あ
り
、省
略
し
ま
す
。

　
そ
こ
ま
で
大
上
段
に
構
え
ず
と
も
、次
の
様
な
逸
話
も

参
考
に
し
て
頂
き
た
い
。

　
米
国
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
学
生
が
あ
る
パ
ー

テ
ィ
ー
で「
貴
女
の
宗
教
は
？
」と
問
わ
れ
、戸
惑
い
つ
つ

「
特
に
あ
り
ま
せ
ん
」と
応
え
る
と
、明
ら
か
に
怪
訝
な
表

情
。そ
れ
を
後
に
、事
情
に
詳
し
い
知
人
に
相
談
す
る
と

「
欧
米
で
は『
無
宗
教
＝
無
政
府
主
義
』と
捉
え
る
向
き
が

あ
る
」と
。そ
こ
で
次
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
答
え
を
準
備

し
て
臨
み"I believe in Buddhism

."

と
応
じ
る
と

"W
hat's Buddhism

?  T
ell m

e its doctrines. T
race 

that history."

と
質
問
攻
め
に
。母
語
で
知
ら
な
い
こ
と

を
外
国
語
で
応
え
ら
れ
る
は
ず
も
な
い
、と
い
う
確
た
る

現
実
を
私
達
は
忘
れ
が
ち
で
あ
る
。

　「
東
洋
大
学
の
教
育
機
関
と
し
て
の
基
本
は
正
し
い
」

と
判
断
す
る
所
以
で
あ
り
、
歴
史
的
現
在
的
存
在
と
し

て
の
東
洋
大
学
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

ソ
フ
ト
と
し
て
の
甫
水
会
継
承
を
お
願
い
し
た
い
と
も

思
っ
て
お
り
ま
す
。
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就職・キャリア支援部

●都営地下鉄三田線で千石駅下車、徒歩7分。

文・経済・経営・法・社会・国際地域学部
イブニングコース（2部）

大学院

国際センター／国際部

敷地 : 3万4,892 校舎 :10万2,763
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理

敷地 :28万6,981 校舎 : 7 万6,138
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板 倉 事 務 課

0276－82－9170

0276－82－9126

0276－82－9139

0276－82－9111

0276－82－9170

0276－82－9061

板 倉 事 務 課

板 倉 事 務 課

板 倉 事 務 課

板 倉 事 務 課

板 倉 事 務 課

板 倉 事 務 課

図書事務課（板倉）

生命科学部・食環境科学部

生命科学部・食環境科学部

サークル活動

キャリア形成・就職支援室

4972,12511
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　事務局へご質問・ご相談等ありましたら、ご遠慮なく各キャンパスのテレホン
ガイドによりお尋ねください。担当部課室の電話は、すべて直通になっており
ます。

〈お電話受付時間〉
平日　9：30ー12：45、 14：15ー16：45
土曜　9：30ー12：45
　なお、電話の場合は、必ずご自分の姓名と「学生の学科・学籍番号・名前」を
申し出てください。申し出のない場合は、お断りする場合もございます。また、
内容によってはお電話ではお答えしかねる場合がございますことを合わせて
ご了承ください。

048－468－6408

048－468－6411

048－468－6418

048－468－6457

048－468－6311

3 9,8457 4,707
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硬式野球部
陸上競技部（長・短距離）

陸上競技部・女子長距離部門
アイススケート部
レスリング部
空手道部
スキー部
相撲部
ボクシング部
サッカー部
サッカー部・女子部　　　　　　 
柔道部（準）

ラクビー部（準）

バスケットボール部（準）

水泳部（準）

剣道部（準）

バレーボール部
ソフトテニス部
ゴルフ部
弓道部 
卓球部
合気道部
日本拳法部
少林寺拳法部
自動車部
準硬式野球部
ローラースケート部
ヨット部
バドミントン部

山岳部
ワンダーフォーゲル部
ローバースカウト部
アーチェリー部
アメリカンフットボール部
パワーリフティング・ウェイトトレーニング部
キックボクシング部
射撃部
テニス部
ラクロス部
ハンドボール部
応援指導部

小　計

小　計

空手道部
柔道部
卓球部
バスケットボール部
陸上競技部
剣道部
合気道部

※援助金総額　10,030,000 

柔道部
卓球部
自動車部
軟式庭球部　　　　 　　　 　
軟式野球部
アメリカンフットボール部
ゴルフ部
スキー部
バスケットボール部

バドミントン部　　　　　　  　
バレーボール部
ボディビル部
ワンダーフォーゲル部
弓道部
硬式庭球部
サッカー部　　　　　　　　　 
自転車部　　　　　　　　　　

7
10
21
16
40
20

6
120

10
31
23
12
43
36

6
27
20

40,000 
60,000 
60,000 
40,000 
80,000 
60,000 
20,000 
60,000 
60,000 

60,000 
40,000 
20,000 
80,000 
60,000 
20,000 
60,000 
40,000 

860,000 

35
11

9
56
28

9
32
14

402

20,000 
40,000 
60,000 
40,000 
80,000 
60,000 
20,000 

320,000 小　計小　計

116
140

30
46
37
30
29
25
27
62
18
35
89
46
38
49

817

16
34

9
24
39
15
21
14

7
53
14

9
18

10
8

12
29
41
11
21
22
35
29
32
12

535

40,000 
60,000 
20,000 
60,000 
60,000 
40,000 
60,000 
40,000 
20,000 
80,000 
40,000 
20,000 
40,000 

40,000 
20,000 
40,000 
60,000 
80,000 
40,000 
60,000 
60,000 
60,000 
60,000 
60,000 
40,000 

1,200,000 

1,000,000 
2,200,000 

60,000 
500,000 
300,000 
250,000 
300,000 
800,000 
250,000 
400,000 

40,000 
250,000 
200,000 
200,000 
800,000 
100,000 

7,650,000 

　
東
洋
大
学
の
学
生
ス
ポ
ー
ツ
界
は
、近
年
、広
範
に
わ
た
る
分
野

に
お
い
て
目
ざ
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
も
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
東
洋
大
学
体
育
後
援
会
は
、こ
れ
ら
の
学
生
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支

援
す
る
た
め
に
、昭
和
47
年
に
大
学
・
甫
水
会
・
校
友
会
の
三
者
に
よ

り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。平
成
21
年
４
月
か
ら
は
、甫
水
会
と
校
友
会

二
者
の
共
同
運
営
に
な
り
、両
本
部
の
財
源
か
ら
の
拠
出
金
と
、校

友
会
員
を
中
心
と
す
る
一
般
か
ら
の
募
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
学
生
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
体
育
後
援
会
の
支
援
は
、大
学
公
認

サ
ー
ク
ル
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。選
手
た
ち
が
少
し
で
も
良
い
環

境
の
中
で
安
心
し
て
練
習
に
取
り
組
み
、充
実
し
た
成
果
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、遠
征
・
合
宿
費
用
の
補
助
、コ
ー
チ
活
動
へ
の
支
援
費

用
、優
秀
団
体
や
活
躍
し
た
選
手
の
褒
章
な
ど
と
し
て
活
用
さ
れ
、

大
切
な
活
動
資
金
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
体
育
後
援
会
が
、学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
対
し
て
役
割
を
担
い

続
け
る
た
め
に
は
、援
助
金
の
確
保
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。校

友
会
も
、会
員
に
支
部
総
会
や『
校
友
会
報
』な
ど
を
通
し
て
、機
会

あ
る
ご
と
に
募
金
へ
の
協
力
依
頼
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。甫
水
会
員

の
皆
さ
ま
に
も
、一
層
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た

く
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、東
洋
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
、教
育
活
動
の
一
環

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、こ
れ
か
ら
も
体
育
後
援
会
は
、変
わ
ら

ぬ
熱
い
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、学
生
た
ち
が
勉
学
に
励
む
と
と
も
に
、ス
ポ
ー
ツ
の
分

野
で
、目
ざ
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
み

ま
せ
ん
。

　
な
お
、平
成
26
年
度
の
強
化
・
準
強
化
部（
16
部
）と
第
一
部
体
育

会
・
第
二
部
体
育
会
・
川
越
体
育
会
の
各
部
へ
の
援
助
金
一
覧
は
、下

記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

平
成
26
年
10
月
20
日 

　
　    

　
　
　
　
　
　
　
　

東
洋
大
学
体
育
後
援
会
・
東
洋
大
学
校
友
会

会
長
　
羽
島 

知
之

〈2部体育会〉
〈川越体育会〉

〈強化・準強化部〉
援助額

援助額

援助額 援助額

援助額 援助額

〈1部体育会〉

東洋大学体育後援会だより東洋大学体育後援会だより
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※学年の表記は大会時の学年とする。 平成26年10月14日現在　　　学生部スポーツ振興課

サ ッ カ ー
（女子部門）

硬式野球

陸上競技

ア イ ス
ス ケ ート

陸上競技
（女子長距離部門）

レスリング

空 手 道

ス キ ー

相 　 撲

ボクシング

サッカ ー

成　績　等部名 月　日 大会・合宿名 場　所
4月5日～5月25日
9月7日～10月29日
11月3日

1月2日～1月3日

5月16～17日
・5月24～25日

6月6日～8日
6月12日～15日

6月20日～22日

7月22日～27日

9月5日～7日
5月16～17日
・5月24～25日
6月20日～22日
9月28日
1月6日～1月9日
1月6日～1月9日
4月7日～4月29日
9月13日～11月23日

4月6日

4月26日～4月27日

6月14日～6月15日

6月25日～6月27日

8月5日～8月8日

8月26日～8月29日

5月5日
5月25日
8月16日～17日
10月13日
2月15日～20日
4月29日
5月5日
5月10日
5月18日
6月8日
7月20日
7月27日
8月29日
8月31日
9月7日
5月10日～7月12日
8月6日～12日
4月6日～6月15日
9月4日～11月24日

9月7日～11月2日

平成26年度東都大学野球春季リーグ戦（二部）
平成26年度東都大学野球秋季リーグ戦（二部）
全日本大学駅伝対校選手権大会

東京箱根間往復大学駅伝競走

関東陸上競技対校選手権大会

日本陸上競技選手権大会
アジアジュニア陸上競技選手権大会

日本学生陸上競技個人選手権大会

世界ジュニア陸上選手権大会

日本学生陸上競技対校選手権大会

関東陸上競技対校選手権大会

日本学生陸上競技個人選手権大会
関東大学女子駅伝対校選手権大会
日本学生氷上競技選手権大会（スピード部門）
日本学生氷上競技選手権大会（フィギュア部門）
秩父宮杯第62回関東大学アイスホッケー選手権大会
関東大学アイスホッケーリーグ戦

ジュニアクィーンレスリング選手権大会

ＪＯＣジュニアオリンピック2014年度
全日本ジュニアレスリング選手権大会
全日本選抜レスリング選手権大会
東日本学生レスリング春季新人選手権大会
・女子選手権大会
世界ジュニア選手権

全日本学生レスリング選手権大会

第50回東日本大学空手道選手権大会
第42回関東学生空手道選手権大会
第45回関東空手道選手権大会
第57回関東大学空手道選手権大会
全日本学生スキー選手権大会
第31回全日本大学選抜相撲宇和島大会
第24回全国選抜大学・社会人対抗相撲九州大会
第65回東日本学生相撲新人選手権大会
第52回全国選抜大学・実業団対抗相撲和歌山大会
第93回東日本学生相撲選手権大会
第4回全日本大学選抜相撲金沢大会
第41回東日本学生相撲個人体重別選手権大会
第11回アジア相撲選手権大会
第19回世界相撲選手権大会
第63回東日本リーグ戦・団体戦
関東大学ボクシングリーグ戦
台北市（台湾）カップ国際大会
2014関東大学サッカーリーグⅡ部（前期）
2014関東大学サッカーリーグⅡ部（後期）

関東大学サッカーリーグ戦2部

東洋大学野球場ほか
東洋大学野球場ほか
熱田神宮西門前～伊勢神宮内宮宇治橋

大手町読売新聞社前
～箱根芦ノ湖

熊谷スポーツ文化公園陸上競技場
・横浜日産スタジアム

とうほう・みんなのスタジアム
台湾　台北

ShonanBMWスタジアム

アメリカ合衆国(ユージン）

熊谷スポーツ文化公園陸上競技場
熊谷スポーツ文化公園陸上競技場
・横浜日産スタジアム
ShonanBMWスタジアム
印西市千葉ニュータウン
北海道
北海道
ダイドードリンコアイスアリーナ
ダイドードリンコアイスアリーナ他

駒沢体育館

横浜文化体育館

国立代々木競技場第二体育館 

駒沢体育館

クロアチア　ザグレブ
岐阜メモリアルセンター
で愛ドーム
日本武道館
国士舘大学
東京　東京武道館
日本武道館
岩手県岩手郡雫石
愛媛県・宇和島市営体育館特設土俵
福岡県・福岡久山相撲場
靖国神社相撲場
和歌山県和歌山市
両国国技館
金沢市卯山相撲場
靖国神社相撲場
台湾高雄市鳳山体育館
台湾高雄市鳳山体育館
靖国神社相撲場
後楽園ホール
台湾　台北
東洋大学グラウンドほか
東洋大学グラウンドほか

東洋大学グラウンドほか

第3位
開催中
団体：準優勝
総合優勝 往路：5時間27分13秒 復路：5時間25分38秒（復路新記録）
総合優勝：10時間52分51秒（歴代2位記録） 3区区間賞：設楽悠（済4） 
5区区間賞：設楽啓（済4） 7区区間賞：服部弾（済1）
8区区間賞：髙久（済3） 10区区間賞：大津（済4）
100m決勝優勝・大会新記録・学生タイ記録：桐生（法1）200m決勝2位：小林（済3）
4×100m3位：小笹（法3）・小林（済3）・桐生（法1）・与那原（法1）
走高跳4位：山下義（法2）競歩優勝：松永（理工3）2位：西塔（済4）5位：山下優（総情1）
ハーフマラソン2位：田口（済4）3位：高久（済4）5位：淀川（済4）800ｍ6位：尾上（理工3）
男子100m優勝：桐生（法1）　
男子10000ｍ競歩優勝：及川（済1）男子10000ｍ優勝：服部弾（済2）
男子1000mW3位：原田（済3）男子1500m2位：清水（理工3）
男子5000m6位：寺内（ライフ3）
1000mW優勝：松永（理工2）4位：山下優（総情1）男子100m3位：桐生（法1）
4×100リレー2位：桐生（法1）10000m8位：服部弾（済2）
10000mW3位：松永（理工2）4位：山下優（総情1）
女子5000ｍ8位：内田（食環1）
女子1000m7位：二瓶（食環3）
女子5000m6位：佐藤（食環2）
団体：第7位　全日本大学女子駅伝対抗選手権大会出場権獲得
男子2部優勝、1部昇格
団体女子Ａクラス　第3位
団体成績：第3位
開催中
女子48kg級優勝：宮原（社2）女子63kg級第2位：鈴木（社2）
男子フリースタイル120kg級3位：山口（済１）

女子51kg級優勝：宮原（社2）

女子48kg級優勝：宮原（社2）女子63kg級4位：鈴木（社2）
男子グレコローマンスタイル98kg級準優勝：黒木（法2）
女子53kg級優勝：宮原（社2）3位：野村（社2）63kg級準優勝：鈴木（社2）
女子48kg級優勝　宮原（社2）
女子63kg級準優勝：鈴木（社2）女子48kg級3位：宮原（社2）
男子グレコローマン85kg級3位：宮腰（済3）
男子団体組手：ベスト８女子団体組手：ベスト８
４回戦進出：池原（法2）東出（法1）女子ベスト32：松田（法4）大谷津（文1）
個人組手　重量級優勝　川村（法2）
女子団体組手：ベスト８
Ⅰ部団体：8位
個人　優勝：大道（法4）
個人　優勝：大道（法4）
個人　優勝：新保（法1）
団体優勝　個人戦　3位：大道（法4）
個人戦　優勝：大道（法4）第3位：太田（ラ3）団体ベスト8
無差別級優勝：大道（法4）団体ベスト8
無差別級優勝：大道（法4）115kg未満3位：大波（法2）
個人重量級優勝：大道（法4）
団体優勝　個人重量級第5位：大道（法4）　
団体3位
Ⅰ部団体：4位
ライト級　3位：秋山（営2）
第7位
開催中

開催中

2013年11月～2014年10月 体育後援会強化部の活動状況2013年11月～2014年10月 体育後援会強化部の活動状況
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文化系サークル活動状況（2013年11月1日～2014年10月31日）文化系サークル活動状況（2013年11月1日～2014年10月31日）

グルービー
サウンズジャズ
オーケストラ

ギターアンサンブル

吹奏楽研究部

東洋大学管弦楽団

白山グリークラブ

混声合唱団

マジシャンズソサイエティー

団体名 企画名称 場　所 日　時
埼玉県富士見市民文化会館
新橋ヤクルトホール
青山学院大学
太田市新田総合体育館
江古田Buddy
川越市民会館
三郷市文化会館
葛飾シンフォニヒルズ
所沢ＭＵＳＥ
豊島区公会館
三郷市文化会館
和光市民文化センターサンアゼリア
朝霞市民会館ゆめぱれす
練馬区文化センター
志賀高原総合会場
朝霞第十小学校体育館
越路小学校
杉並公会堂
めぐろパーシモンホール
校友会神奈川県支部
東洋大学白山キャンパス
板橋区立文化会館小ホール

6月29日
6月21日
7月5日
12月8日
12月23日
9月22日
12月14日
6月14日
10月19日
6月29日
12月1日
12月23日
1月13日
6月8日
9月1日
10月26日
12月21日
9月3日
12月27日
6月15日
9月7日
10月25日

スターダストジャズタイム
フォーブラザーズビッグバンドコンサート
トライアングルサウンズコンサート
太田市大学ジャズフェスティバル
第41回リサイタル
川越ジャズフェスティバル
東洋大学ギターアンサンブル第50回定期演奏会
第49回関東学生ギター連盟定期演奏会 
独重奏会
サマーコンサート2014
第51回定期演奏会
第72回定期演奏会
朝霞市成人式依頼演奏
第73回定期演奏会
志賀高原カレッジコンサート
第20回朝霞ファミリーコンサート
越路小学校依頼演奏
第51回定期演奏会
第56回定期演奏会
校友会神奈川県支部総会ミニコンサート
校友会120周年記念式典
第51回学外発表会

「箱根駅伝で優勝させる会」入会のお願い　
東洋大学陸上競技部(駅伝部門)を箱根駅伝で優勝させるために同部の育成、強化と会員相互の親睦
を図ることを目的としており、これを達成するために必要な援助、事業を行うものであります。つきましては、
本会の趣旨にご賛同いただき、是非、会員としてご入会いただきご支援とご協力を賜りますよう心から
お願い申し上げます。

１．会　費：原則として年間　10,000円以上
２．郵便振替口座　口座番号　００１９０－２－１８７９３７番
　　　　　　　　口座名称　箱根駅伝で優勝させる会
３．お問合せ先：白山キャンパス　学生部内　「箱根駅伝で優勝させる会」事務局
　　　　  Ｔｅｌ：０３－３９４５－７２７０　

東
洋
大
学
甫
水
会
報

　「東
洋
」通
巻
一
五
四

発
行
日
　
平
成
26
年
11
月
28
日

発
行
人
　
甫
水
会
会
長
　
村
田
　
薫

発
行
所
　
東
洋
大
学
甫
水
会

東
京
都
文
京
区
本
駒
込
１̶

10̶

２

　
郵
便
番
号
　
　 

甫
水
会
館
５
階

電
　
話
　（
０
３
）３
９
４
５̶

０
１
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
　（
０
３
）３
９
４
２̶

７
６
１
２

印
刷
所
　
株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
デ
ィ
ー
ビ
ー

甫水懇談会（応援指導部）
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　転居等により保証人住所・電話番号を変更された場合には、ご子女に東洋大学ホーム

ページサイト『ToyoNet－G』（とよねっとじー）で変更手続きを行うようにお伝え下さい。

　この手続きで「甫水懇談会」・「支部総会」・「会員の集い・就職フォ－ラム」・「会報  東

洋」等、  甫水会  及び  会員の皆様が所属する支部からのすべての送付物のあて先に反

映されます。

　なお、甫水会では、電話・FAX・メール等による変更手続きは受け付けられませんので、

ご了承のほどお願い申し上げます。

教務担当窓口へ提出　もしくは　『ToyoNet－G』からの変更をお願い致します。

　甫水会と大学（卒業生・甫水会連携推進室）が効率的かつ効果的に事業を推進し業務連携を

図るために、事務局を大学校舎内へ移転する運びになりましたことを会員の皆様方にお知らせ

いたします。

　旧来と変わらず引続き会員の皆様方のご理解・ご協力を賜ります様お願い申し上げます。

移転日（予定）
２０１５年４月１日

新所在地
〒112-8606
東京都文京区白山５丁目２８番２０号
　　　８号館(125周年記念館)　中２階
TEL：03-3945-0123　  FAX：03-3942-7612
E-mail：hosui@toyo.jp

事務局の移転先について

甫水会よりのお知らせ






